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転生以前









　静かに揺ゆれる早朝の電車の中で、彼女の澄すんだ声はよく響ひびいた。

「あの、よろしければおかけください」

　視線の先では制服姿の少女が立ち上がり、白髪しらがの老人に席を譲ゆずろうとしている。

　小さな親切も、実行には意外と勇気が必要だ。

　初めて会う少女ながら、着ているのが同じ高校の制服だと気づき、離はなれた場所から偶ぐう然ぜんその光景を見ていた神かみ吞のめ黒くろ都とも少し鼻が高く感じる。




　四月七日、早朝──

　それは都立総そう格かく高校の入学式に向かう途と中ちゆうでの出来事だった。

　黒都はラッシュの混雑を避さけようと早めの電車に乗ったが、席が全すべて埋うまっていたのでドア横の吊つり革かわに摑つかまり、車窓を流れる景色を見ていた。

　幾いくつかの駅を通過し、やがて杖つえを突ついた白髪の老人が乗ってくる。そして席の一番端はしで読書している、髪かみの長い制服姿の少女のそばに立った。

　老人に気づいた少女が本を閉じて立ち、席を譲ろうとするが──

「要いらん！」

　突とつ然ぜん老人が険のある声を上げたので、黒都はぎょっとする。

　車両内の乗客の視線が吸い寄せられるように集まった。

　老人は半ば恫どう喝かつするように、戸と惑まどう少女を睨にらみ付けて、

「私がそんな年寄りに見えるか？」

「別に……そんなつもりは」

「じゃあ、どういうつもりだ！」

　少女は傷ついた風に睫まつ毛げを伏ふせるが、老人は気難しい人物だったらしく、不ふ愉ゆ快かいそうに赤ら顔を歪ゆがめて続ける。

「私を年寄り扱あつかいするな。迷めい惑わくだ！」

　棒立ち状態で悄しよう然ぜんとしている少女に、余計なお世話だとばかりに老人は言い立て、居い心地ごこちの悪い空気が車両に満ちる。

「──すみませんでした」

　と、不意に少女が老人に頭を下げた。

「お年寄り扱いするつもりはなかったんです。申し訳ありませんでした」

　礼れい儀ぎ正しく丁てい寧ねいに謝り──その時、頭を下げた拍ひよう子しに、少女の制服から何かが落ちたのを黒都は見た。

　文句のつけようのない完かん璧ぺきな謝罪をされて、老人も気まずくなったらしい。

「……わ、分かればいいんだ。そこまで言うなら座ってやらんでもない」

　いかにも渋しぶ々しぶという風に、しかしどこか安あん堵どした表情で、老人は席に座る。

　少しの間、少女は周囲の乗客に盗ぬすみ見られていたが、落ち着いた態度を崩くずすことなく吊革に摑まり、人形のような無表情で文庫本を読み続けていた。

　やがて電車が総格高校の最寄り駅に到とう着ちやく。

　少女は身を翻ひるがえして降車し、黒都は彼女の落としものを拾い上げて素す早ばやく後を追った。




「なあ！」

　ホームを小走りに黒都が声をかけると、少女は綺き麗れいな長ちよう髪はつをなびかせて振ふり返った。

「……わたし？」

「これ君の。落としただろう」

　車両内で先さき程ほど拾い上げた切きつ符ぷを黒都が差し出すと、少女は警けい戒かいした風に細めていた両目を見開く。

　制服のポケットに手を入れて、それがないことに気づいたらしく、

「……さっきのタイミングで落としたんだわ」

「悪い。見えてたんだけど、あの時は離れすぎてて声をかけられなかったんだ」

　頰ほおの筋肉をほんの僅わずかに緩ゆるめて、少女はクールに黒都から切符を受け取った。

「ありがとう。親切なのね」

「いや、俺もこの駅で降りるところだったから、ついでだよ」

「そうなの？」

　ああ、と黒都は首しゆ肯こうして、互たがいに数秒間、次の言葉に迷うような沈ちん黙もくがある。

　落とした切符を持ち主に返すという用は済んだが、黒都の胸には引っ掛かかっていることがあり──初対面の相手に厚かましいかと若じやつ干かん逡しゆん巡じゆんしたが、結局は口にする。

「あまり気にしない方がいいよ」

「え？」

「いや、さっき席を譲った時の……。正直、あれはないよな。俺も引いたよ」

　せっかくの厚こう意いにあんな対応をするなど、高こう齢れい者しやなのに大人げがなさすぎるだろう。見ていて黒都も腹が立った。

「いいの」

　ところが意外にも彼女はあっさりそう答える。

「よくあることだから気にしてないわ」

「……よくあること？」

　戸惑う黒都に、少女は平然と真ま面じ目めな顔で語る。

「世の中、色んな人がいるから。席を譲ると嫌いやがる高こう齢れいの方って時々いるし」

「そうなのか？」

「ええ……。でも、それを知った上で、わたしがどう行動するかも自由だけど」

　些さ細さいなことでも無下に拒きよ絶ぜつされると案外傷つくものだが、彼女は親切なだけでなく、行動力と精神的な強さを併あわせ持っているようだ──と、黒都が考えていた時、不意に彼女が意外なことを言う。

「あなたって優やさしいのね」

「え？」

「だって切符を届けてくれて、さっきのこともフォローしてくれて……初対面なのにそこまでしてくれる人、あまりいないわ」

「そんなことないだろう？　普ふ通つうだよ」

　すると彼女は無言で小首を傾かしげ、そうかしら、と言いたげに双そう眸ぼうを上に向ける。四月の白い朝陽の中、大勢が行き交かう駅のホームで、二人の間を僅かな沈黙が通過した。

　と、不意に後方から元気な声がする。

「華か南なんー！」

　振り向けば、ホームの向こうから制服姿の女子が小走りに近づいてくるところだった。

　どうやら二人は友達同士らしい。

「……友達が来たから、わたし行くね。切符ありがとう」

「ん」

　去り際ぎわに彼女はちらりと黒都を振り返った。

　ぼそりと呟つぶやくように言う。

「……あなたみたいに性格がいいと、この先苦労しそう」

「え？　どうして」

「あ、ごめんなさい……。ただ何となくそう感じただけ」

　なぜだろう。わたしと似てるからかな──誰だれにともなく小声で呟き、彼女はクールな微び笑しようを残して、友達のもとへ颯さつ爽そうと駆かけていった。

　大人びた性格だから二年生か、あるいは三年か。

　同じ学校の制服だから、機会があればまた会えるかもしれない──

　漠ばく然ぜんとそんなことを考えつつ、黒都は彼女の細い背中を見送ったのだった。

　だがその後、学校に到着して体育館で長い入学式が終わった後、割り当てられたクラスに移動しての自己紹しよう介かいの最中、黒都は不意打ち気味の驚おどろきに襲おそわれる。




「蒼そう月げつ華南。南中学から来ました──」




　最初は和風で珍めずらしい苗みよう字じだと思っただけだったが、声に聞き覚えがある気がして振り返り、驚いた。通学途中で会ったあの彼女が、最後列の席で自己紹介していたのだから。

　まさか同じクラスだったとは──。

　迂う闊かつにもその時まで気づかなかった。

「──趣しゆ味みは音楽鑑かん賞しよう。特技は剣けん道どうです。よろしくお願いします」

　彼女は滞とどこおりなく自己紹介を終え、涼すずしげな顔で着席する。

　一方、驚きが収まらない黒都の脳のう裏りからは耳にしたばかりの姓せい名めいがするりと抜ぬけ落ち、和風で珍しいという印象だけが残ったのだった。







　そして、その日の下校途中、黒都たちは恐おそるべき事象に遭そう遇ぐうする。

　何の前兆もなく突然空が軋きしんで、重低音と共に巨きよ大だいな暗黒の球体が出現したのだ。

　理解不能で原理も謎なぞ。人類が未いまだ遭遇したことのない、全く新しい種類の現象──

　闇あん球きゆうは黒い稲いな妻ずまを撒まき散らしながら、恐るべき速度で膨ぼう張ちようして天空を覆おおい、人々は未み曾ぞ有うの混乱に陥おちいった。

　転んで、足を捻ひねった華南に肩かたを貸して、黒都は何とかその場を離れようとする。

「神吞くん、あれ何なの？　どこかの国のミサイル？」

「……分からない」

　と、黒都が答えたその時、暗黒の球体の奥から凄すさまじい質量の何かが出現した。

　規模も速度も圧あつ倒とう的で、確実に回かい避ひできない。墜つい落らく地点にいた黒都は華南を庇かばって一度死に、ある特とく殊しゆなプロセスと最強異能の獲かく得とくを経て、異世界に転生した。

　そして世界は新生するが──




　──蒼月華南とクロトがあんな形で再会するとは誰もが予想だにしなかった。








第一章　経けい緯いと当面の目標









　目覚めた直後で、まだ頭が朦もう朧ろうとしている。

「ん……」

　眩まぶしい朝あさ陽ひの中、カミノメ・クロトは軽く伸のびをしてベッドを下りた。

　今日もいい天気だった。

　壁かべ際ぎわに歩み寄り、窓の外に広がる近世の西せい欧おう的な風景を見ていると、自分を取り巻く状じよう況きようがゆっくりと頭に思い浮うかぶ。




　ここは異世界、中央大陸──ヴァントワーヌ永世中立国にある竜装学院の寮りようだ。

　転生した時に記き憶おくを失って、最初クロトは右も左も分からない状態だったが、逃とう亡ぼう中のダーナ王国第三王女・ルティシアと森の中で出会い、彼女と二人でこの国に来た。

　クロトは記憶を取り戻もどす手て掛がかりを得るため。ルティシアは強くなるために。

　この国ヴァントワーヌは大陸最高の学術都市を擁ようし、その中ちゆう枢すうにある竜装学院では特異な武器の研究開発および、それを運用して戦う特殊な騎き士しを育成している。

　最強生物であるドラゴンの素材で造った強化外骨格──《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を身に纏まとい、ドラゴンの力を模も倣ほうして戦う竜装騎士ヴアラードラグーンだ。

　現状、それが唯ゆい一いつドラゴンに対たい抗こうする手段であり、人類の持つ至上の武力。

　技ぎ倆りようが上がれば一騎きで一国をも滅ほろぼす戦争代行者になり得る竜装騎士ヴアラードラグーンたちは、国家戦略にも関かかわる未来の超ちよう重要人材だ。

　そんな桁けた外はずれの生徒の育成のため、学院には様々なカリキュラムがあった。

　中でも、特とく徴ちよう的なのは《小隊システム》だろう。

　これは数名の生徒で小隊を結成し、数々の任務に当たるというもので、チームワークや自主性の向上を促うながすのが目的。主に校内ランク戦の結果でＳ～Ｆに格付けされる。

　学院の卒業試験は、所属小隊がＳランクでないと受けられないため、極きわめて重要な要素なのだった。

　そしてクロトは自分の小隊が、Ｓランク最強のヴィナス小隊を倒たおしたら、学院長の賢けん者じやルシャスに記憶復元の術をかけてもらえることになっていた──




「──そうだ」

　窓の外の景色を眺ながめながらクロトは小さく頷うなずく。

（まずは記憶を取り戻すのが最優先。そのためにランク戦で勝ち抜く……！）

　とにかく、全すべてはそれからだった。

　元の世界に戻りたい。この異世界の正体は何か。気になることは多々あるが、やはり一番重要なのは全ての記憶を思い出すことだろう。

　前提となる記憶が曖あい昧まいでは、行動の指針が立てられない。

　元の世界にいた時の記憶はあるものの、高校入学式の帰り道、空から黒い何かが落ちてきた後のことは何も覚えていないのだった。

（俺は一度死に、ここに転生する前に、もう一つ別な〈どこか〉にいたらしい……。そこで何かが起こり、あの力を身につけたんだ──）

　クロトは空に視線を向けて思い出す。蒼そう穹きゆうは眩しく晴れ渡わたり、次元の歪ゆがみなどは一いつ片ぺんも見当たらない──




　先日のこと。

　ヴァントワーヌの北に広がる、ドラゴンが棲すむ特異森林地帯〈腐界〉の間近を小隊の任務で哨しよう戒かい中、クロトたちはファムという不思議な少女と遭遇した。

　彼女は何らかの特殊な力を秘ひめているが故ゆえに、ダーナ王国の預言師ゼラ・ヴェーデンドレヒの一派に追われていたとのことだった。

　クロトは預言師を退けるが、その前に彼はドラゴンに寄生する謎の小竜を〈腐界〉に放っていた。それによって《八大竜エンシエント》ティアマトーの暴走が発生し、学術都市は未曾有の危機に陥ったが、クロトの体内の封ふう印いんをルティシアが一時的に解除することに成功。

　解放された力でクロトはティアマトーを屠ほふった。

　その破は壊かい力は次元を歪めて、大空をマーブル模様に染め上げるほどだった──




「──それにしても……」

　クロトはベッドの横で学院の制服に着き替がえながら考える。

　あの戦せん闘とうの後、部分的に復元した記憶の中で一つ気になっていることがあった。

　──『カナンを滅めつし、神の火を取り戻せ』

　それは脳裏に直接響ひびいた言葉──クロトが自分で自分に託たくした暗号メッセージだった。

　ここに転生する前にいた、元の世界とは違ちがう〈どこか〉で、クロトは自分で自分にその暗号を設定したのだが──

　カナンとは何か？　神の火とは？　なぜメッセージを残したのか？　そもそもどうやって設定したのか？　それらの詳しよう細さいは未だに思い出せていない。

（だが俺がこの異世界に来たことには必ず意味がある。このメッセージにも何か意図があるはずなんだ──）

　思い出せなくても、他ならぬ自分のしたことなら信じるしかないだろう。

　何にせよ、方針は一つだ。──残りの記憶を取り戻して全てを明めい瞭りよう化する。

　そのために今日もランク戦の攻こう略りやくを頑がん張ばるかとクロトが決意を新たにした時、突とつ然ぜん寮の階下から甲かん高だかい悲鳴が聞こえた。




「きゃああああぁぁ──っ」




「……な、何だ？」

　微び妙みように聞き覚えのない声だが、誰だろう？

　クロトは素す早ばやく制服の上着を羽織って自室を出た。




　　　　◆　◆　◆




「クロト！　今の声、聞いたか？」

　部屋を出た途と端たん、隣りん室しつのドアが開いて制服姿のルティシア・ダーナと鉢はち合あわせた。

　ここは本来、学院長のルシャスがルティシアのために用意した寮だが、チームワーク向上のため、現在はクロトを含ふくめた小隊メンバー五人が同居している。

「ああ、聞いた。でもあれ、誰だれの声だ？」

　クロトの問いにルティシアは怪け訝げんにかぶりを振ふって、

「分からん。シャロン……ではなかったと思うが」

「ならファムか？　とりあえず行こう」

　凜り々りしく頷き、クロトの隣となりを早足で歩き出すルティシアは《星金の姫君フローレス・ブロンド》の二つ名を持つ、ダーナ王国の第三王女だ。

　腰こしまで伸びた絹のように滑なめらかな金きん髪ぱつと、気の強そうな翠すい玉ぎよくの双そう眸ぼう。少女から大人の女性に変わりゆく途と上じようの繊せん細さいな美び貌ぼうが美しい。

　本来、姫ひめであるはずの彼女がこの学院にいるのは、国の内ない紛ふんが理由だ。

　ダーナ王国は、西のクヴァル連合公国に匹ひつ敵てきする東の大国だが、最近国王が逝せい去きよし、それに乗じて王弟が、右みぎ腕うでの預言師の進言もあってクーデターを起こした。

　当然、女王としての正統な継けい承しよう権を持つ第一王女ベアトリスと、第二王女スノーンはそれに対抗。

　女王派と王弟派はダーナ王国を二分して争い、内戦は泥どろ沼ぬま化かして今も継けい続ぞく中である。

　ベアトリスとスノーンは正統王家の血から来る強大な剣けん技ぎと魔ま力りよくを持つが、ルティシアは姉二人と母親が違うためにそれがない。危険に満ちた泥沼の戦せん況きよう下か、いざという時に自分の身を守れないのは危険だからと王都を離はなれることを姉に命じられた。

　半ば体ていよく追い払はらわれたような形ながらも、ルティシアは姉たちの力になるべく、そして内乱を鎮しずめる武力を身につけるべく、日夜竜装騎士ヴアラードラグーンの訓練に励はげんでいるのだった。

「ん……？」

　と、寮の廊ろう下かを歩きながらクロトはふと気づいた。どこかから甘い香かおりがする。

　クロトは隣を歩くルティシアに顔を向けて、

「これ、何の匂においだ？」

「え？」

「何か仄ほのかに香りがするだろ」

　ルティシアは虚きよを衝つかれたように目を瞬またたき、凜々しい眉まゆを微かすかに寄せる。

「む……。わたし……か？」

　ルティシアは自分の肩かたを顔に近づけると、くんくん鼻をひくつかせた。

　左右の肩を嗅かいだ後、彼女は勝ち気そうな目を恥はずかしそうに若干泳がせる。

「じ、自分では分からないが……すまん。体たい臭しゆうで君を不快にさせるつもりは──」

「早とちりするなよ。ルティシアのことじゃないし、いい香りなんだ。何か甘い、薔薇ばらの花みたいな」

「花……？」

　あ、と唐とう突とつにルティシアが立ち止まって言う。

「制服だ」

　──どういう意味だろう？

　だが確かに鼻を近づけると、香りの発生源は彼女の制服なのだった。

　クロトに顔を近づけられたルティシアは、少し声を上うわ擦ずらせて説明する。

「ん……つまりだな、皺しわにならないように昨夜、制服を壁際に吊つるして寝ねたのだが、たまたま近くに新しい花か瓶びんが置いてあって──」

「あ、そのせいか」

「香りが強いアルミナの花を生けていたから、芳ほう香こうが移ったのだろう」

　ルティシアは口調も態度も凜々しいが、実は花好きという乙女おとめ的な一面がある。

　彼女の名前の由来も同名の希少な花らしいから、その影えい響きようかもしれない。

「というわけで、クロト。……も、もういいか？　そんなに真しん剣けんな顔で匂いを嗅がれると、わたし──」

「あ、すまない」

　クロトが素す早ばやく顔を離すと、ルティシアは掌てのひらを交差させるように左右に何度も振って、

「あ、謝ることはない！　いい香りだったのだろう……花の。それに、元はわたしのせいだから」

「いや、俺こそ……朝から何やってるんだろうな？」

　寮りようの廊下の壁かべ際ぎわで見つめ合い、二人は揃そろって微妙に赤面する。

　と、その時、前まえ触ぶれもなく背後から声がした。

「──お兄様」

「わっ!?」

　振り返れば、いつの間にか制服姿の幼い少女──ファムがそこにいた。

「脅おどかすなよ、ファム……。いつからいたんだ？」

「さっきからいました。お兄様たちが変なことに夢中で気づかなかっただけなのです」

「変なことはしてない」

「じゃ、何をしていたのです？」

「……花の香りを嗅いでたんだよ」

　ファムは無む垢くな瞳ひとみで小動物的に首を傾かしげ、ルティシアは俯うつむいてもじもじする。

　ビスクドールのように愛らしく、そして無表情な少女ファムは、自じ称しようクロトの妹。

　自称というのは、クロトにその覚えがないからだ。

　ファムもまた異世界──正確には並行世界パラレルワールドからの来訪者で、以前いた場所では驚おどろくべきことにクロトと兄妹きようだいの関係だったらしい。

　異世界転生者に付き物の症しよう例れいなのかは不明だが、ファムもまた記き憶おくの大半を喪そう失しつしており、全てを思い出すまではクロトがこの寮で面めん倒どうを見ることになっていた。

　なお、ファムの部屋はルティシアの隣である。

「──そういうことでしたか。よく分かりませんが、分かりました」

「どういう意味なんだ……？」

「分かりました！」

　ファムは力強く言い直して予想外の言葉を続ける。

「それではお兄様、わたしの匂いも嗅いでください」

「え……？」

「花は花の匂いがします。ルティシアも花の匂いがします。でもファムは、ケーキの匂いがするのです！」

　クロトは目を瞬いて頰ほおを搔かいた。

（うーむ……）

　見た目に似合わず、ファムはかなり自由な性格で、発言の突とつ飛ぴさには定評がある。

「いいだろう。ならば、わたしが嗅いでやろうじゃないか！」

　と、やけに勇ましくルティシアが前に出ると、

「いいでしょう。受けて立つのです！」

　ルティシアに対たい抗こうするように、ファムも両手を腰に当てて敢かん然ぜんと仁に王おう立ちする。

　クロトが頰を搔きながら見守る前で、ルティシアは形のいい貴族的な鼻をファムの身体からだにゆっくりと近づけていき──

　くんくんと嗅いだ刹せつ那な、雷かみなりに打たれたようにルティシアが両目を見開いた。

「ケーキの匂いする……！」

「な、何っ？」

　クロトも思わずファムに顔を近づける。

　嗅ぐと確かにクリーム的な甘い香りがした。

　だが、それはどちらかというと身体よりも彼女の口元からで──

「……ファム。お前、寝る前にケーキ食べたな？」

「お、お兄様凄すごいです！　どうして分かったのですか!?」

「ケーキの匂いがするから──って、こんなことしてる場合じゃないな。話は変わるけどさっきの悲鳴、ファムも聞いたか？」

「はい、凄かったですね」

「やっぱりファムじゃなかったか。シャロンでもないと思ったんだが──まあいい。ファムもおいで」

　クロトとルティシアとファムは連れ立って階段を駆かけ下り、寮の一階のロビーに出た。

　隣りん接せつする食堂に足を踏ふみ入れて、ぎょっとする。

　そこには瞑めい目もくしたシャロンが、床ゆかに仰あお向むけの状態で力なく倒たおれていた。

　奥の料理場では、パン切りナイフを持ったユーリが青い顔で震ふるえている。

　何があったんだ──？　クロトは素早く駆け寄って彼女を抱だき起こし、

「シャロン！」

　呼びかけられたシャロンは緩かん慢まんに両りよう瞼まぶたを開けた。

「ん……」

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「あれ──クロト……。どうして？　わたし、こんな場所でクロトに抱き締しめられちゃってる……？」

　うっとり呟つぶやくシャロンを見ながらクロトは微び量りようの汗あせをかき、とりあえず外傷はなさそうだと考える。

　シャロン・アデルトはヘアクリップで分けた前まえ髪がみが特とく徴ちよう的な、明るい性格の美少女だ。

　クロトたちＳＲ15小隊のリーダーにして、明朗快活なムードメーカーだが、実はロトムという遥はるか東方の小国出身。学院お墨すみ付つきの竜装騎士ヴアラードラグーンになり、周辺の小国家群に脅かされているロトムを救うという、祖国の期待を背負ってこの学院に来ている。

　ある意味、ルティシアと似た境きよう遇ぐうで──二人は互たがいをそれとなく意識している。

「抱き締めてなどいないだろう……。抱き起こしているだけだ」

　と、シャロンの横からルティシアが半眼でぼそりと突つっ込んだ。

「あっ、ほんとね」

　正気に返って後頭部を搔くシャロンに、仏ぶつ頂ちよう面づらでルティシアは訊きく。

「それで……何があったのだ？」

「うん、ユーリが急に凄い声を上げるから驚いちゃって」

「何？　あれはユーリの悲鳴だったのか？」

「ええ、びっくりするでしょ？　おかげでわたし、つい仰のけ反って、そしたら思いきり足が滑すべっちゃって──」

　結果、転んで頭を打ち、床に仰ぎよう臥がしていたらしい。

「ふうん、そうだったのか……ルティシア、ちょっとシャロンを頼たのむ」

　なぜかしがみついて全く離れようとしないシャロンをルティシアに任せると、クロトは青い顔で震えているユーリに歩み寄って、

「なあ、どうしたんだ？」

　するとユーリはパン切りナイフを持っていない方の手で、料理場の奥の壁かべを指差した。

　何だろう？　見ると、そこには大きな白い蛾がが止まっている。

　クロトは軽く頰を搔いた。

「えーと……もしかして、原因これか？」

「それ以外に何があるってのさ！」

　ユーリは藍あい色いろの瞳を仔こ犬いぬのように潤うるませて力説した。
















「ボクはただ、いつもみたいに皆みなの朝食を作ろうとしただけ！　何も悪いことなんかしてない。それなのに──調理場に入ったら、特大のこいつが壁に引っ付いてるんだもの。不覚にも叫さけんじゃったよ！」

「そ、そうか……。今も半分叫んでるけどな」

「ごめんよ！　悪かったね！」

「気にするなよ……。それにしてもこの蛾、どこから紛まぎれこんだんだろうな」

「どこからでも駄だ目め！　とにかくボク、蛾だけは生理的に駄目なんだ！」

「う、うん……そうか。だから、あんなに可愛かわいい悲鳴を上げたわけだな」

「──かっ……可愛い？」

　青い顔を今度は真っ赤に染め、恥ずかしそうにその場で足あし踏ぶみするユーリ。

「からかわないでくれ、こんな時に！」

「……別にからかってはいないけど」

　ユーリにも意外な弱点があったらしい。

　中性的な容姿の美少年──ユーリ・ウルヴァリンはクヴァル連合公国の騎士家出身で、高位の剣けん術じゆつと魔ま法ほうを行使する竜装整備士ヴアラーメンテナーだ。

　物知りで、何事もそつなくこなす彼は、ＳＲ15小隊になくてはならない存在。

　とはいえ、蛾一いつ匹ぴきでここまで大おお騒さわぎするとは──

　クロトが何となく微笑ほほえましく感じていると、ファムが勇ましい足どりで寄ってきて、

「お兄様、わたしが代わりに虫をやっつけましょうか？」

　両手に持ったフライパンを振ふり上げて、そんなことを言う。

「虫が相手なら、わたしも無む双そうできますが」

「よせよ、ファム……」

「クロトの言う通りよ。可哀かわい想そうじゃない！」

　と、不意にシャロンが立ち上がってクロトに賛同したので、ユーリはきょとんとした。

「可哀想って……蛾だよ？　シャロン、それは蛾なんだよ？」

　苦手意識丸出しで訴うつたえるユーリに、見れば分かるって、とシャロンは半眼で言う。

「でも、蛾だって生きてるんだもん。逃にがしてあげれば済む話だわ」

「……分かってないね、シャロンは。いいかい？　予測不能なんだよ、奴やつらの挙動は。ほんとに連中ときたら、何を考えているか全然分からなくて──」

　思い出すなあ、と急にユーリは遠い目になって語り出す。

「あれはボクがまだ子供で、ネイズヴェス家にいた頃ころ──夕方散歩してたら、いきなり特大の蛾が飛んできて顔に張り付いてさぁ……うあああ……考えただけで鳥とり肌はだが立つ！」

「……それで苦手になったのね。しょうがないなあ」

　溜ため息まじりにシャロンが料理場に入ってきて窓を開けた。軽かろやかに呪じゆ文もんを唱える。

「《呼集法サイフオン》──《支配法コントラクト》──《使役法ハンドル》」

「お、魔法を使うのか？」

「まあ見てて、クロト」

　周辺の風の精せい霊れい素がシャロンの手中に集まるのを感じる。

　この世界の大気中にあまねく不可視の元素粒りゆう子し──火、水、土、風、金という全五種類の精霊素を認識する界面こと、精霊元素回廊プロムナードを意識内に持つ者は魔法を扱あつかえる。

　辺りの精霊素を呼集し、支配下に置くことで、現象に変へん換かんして使し役えきするのだ。

　それが即すなわち魔法と呼ばれ、シャロンの得意属性は風である。

「ほら、出口はこっちよ。第一階位風系補助魔法──《自遊気流ストリーマー》」

　シャロンが魔法を発射すると、柔やわらかな気流が蛾を取り巻く。

　そよ風に運ばれて、蛾は気持ち良さそうに窓から外へ飛んでいった。

「へえ……。そんな繊せん細さいなこともできるのか」

　クロトの言葉に、シャロンは少しはにかんだ笑顔で振り返った。

「えへ、まあね。これでもロトムにいた頃は〈風使いウインドフラワー〉シャロンって呼ばれてたの。さ、これで万ばん事じ解決ね。朝ご飯にしましょ！」







　それからＳＲ15小隊──クロト、ルティシア、シャロン、ユーリ、ファムの五人は、いつも通り食堂のテーブルでパンと卵とミルクの朝食を摂とった。

　先さき程ほどのユーリの慌あわてぶりを一通り喋しやべった後は、ランク戦のことが話題の中心となる。

　現在、ＳＲ15小隊は最下位のＦランクだが、クロトが造った《戦術竜装タクテイクスヴアラー》をルティシアとシャロンが使うようになって以来、ずっと連勝続きで波に乗っていた。

　次の相手に勝利すればＥランクに昇しよう格かくできるため、全員気合が入っている。

　そして今日は朝食後、次の対戦チーム──ナハティガルＣ９機動小隊の対戦の視察に出かける予定だった。




　　　　◆　◆　◆




　この大陸には、食しよく物もつ連れん鎖さの頂点に位置する最強生物──ドラゴンが存在する。

　今から約四百年前、突とつ如じよ現れた謎なぞの聖女《竜の女神メーデンドラツヘ》と、従者の《竜遣いの巫女メデイウム》たちが特とく殊しゆな精神同調能力で〈腐界〉という禁足地に全ドラゴンを追いやり、封ふう印いんを施ほどこすまで、最強生物ドラゴンは人類の捕ほ食しよく者として世界を支配していたのだ。

　通常の軍が何千人でかかろうと、ドラゴンには勝てない。

　魔法士でも魔ま導どう騎士でも全く歯が立たない。

　唯ゆい一いつ対たい抗こう可能なのは、牙きば、爪つめ、鱗うろこといったドラゴンの素材で造られた《戦術竜装タクテイクスヴアラー》と呼ばれる強化外骨格を装着し、ドラゴンの戦せん闘とう機動を模も倣ほうして戦う《竜遣いの巫女メデイウム》の末まつ裔えいの少女こと──竜装騎士ヴアラードラグーンだけ。

　ヴァントワーヌ竜装学院は、そんな彼女たち竜装騎士ヴアラードラグーンと、それを支し援えんする竜装設計士ヴアラーデザイナーと竜装整備士ヴアラーメンテナーの育成機関だ。

　生徒は各国から集まった高い意識を持つエリートが多いため、カリキュラムの履り修しゆうや進行の大半は生徒の主体性に任されている。よって、自由度が非常に高い。

　授業は各おの々おの所属する学科で受け、空き時間は小隊メンバーで個別の待機室に集まって過ごすのが通例である。

　竜装設計士ヴアラーデザイナーとして設計科に所属するクロトも、竜装騎士ヴアラードラグーンとして騎士科に所属するルティシアとシャロンも、竜装整備士ヴアラーメンテナーとして整備科に所属するユーリも、付き添そいのファムも、基本的には小隊活動に使う時間が一番長く──

　そして、学院の全小隊が最もエネルギーを注ぐ活動が、件くだんのランク戦なのだった。

「んー……今日も盛り上がってるわね！」

「ほんとだな。心なしか、観戦者もいつもより多くないか？」

　シャロンの言葉にクロトが答えると、隣となりのルティシアが短く頷うなずいて、

「おそらく今から始まる試合が目当てだろう。ナハティガル隊の戦法は一風変わっていると評判だからな」

　クロトたちは竜装学院の構内に複数ある円形闘とう技ぎ場の一つ──目的の試合が行われる会場の観戦席にいた。

　Ｆランク小隊の試合にしては珍めずらしく、席が半分以上埋うまっている。

　ユーリが周囲を見回して、細い前髪を搔かき上げた。

「Ｆランクだけじゃなく、上位ランカーも結構見に来てる。やっぱりみんな彼女のことが気になってるんだな……」

「彼女？」

　クロトとルティシアが顔を向けると、あ、とユーリは得心したように微笑んで、

「二人は学院に来て日が浅いもんね。ナハティガル隊を牛ぎゆう耳じってるブレーンは、クロトと同じ竜装設計士ヴアラーデザイナーのレイス・ティレトー。今はＦランクだけど、本来の実力はＡランクだよ。そうだよね、シャロン？」

　話を振られたシャロンは大きな目をぱっちりと見開く。

「えー！　そうだったの？」

「……」

　皆の間に微び妙みような沈ちん黙もくが漂ただよった。

「あれ。わたし、何か変なこと言った？」

「……とりあえずシャロン、一杯ぱいやってください」

「う、うん？」

「些さ細さいなことは全部飲んで忘れてしまえばいいのです」

「？　何だかよく分かんないけど──」

　ファムが水すい筒とうのアイスティーをカップに注ぎ、シャロンはそれを美味おいしそうに飲む。

　ルティシアが眉まゆを顰ひそめてユーリに訊きいた。

「話を戻もどすが──元Ａランクの竜装設計士ヴアラーデザイナーが、なぜＦランクの試合に出ているのだ？」

「理由は単純。解散したんだよ、レイスさんの小隊」

「解散……？」

「もともとチーム仲があまり良くなかったらしい。それに加えてレイスさんは自作の《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を自分の想定通りに運用しろと強制する、拘こだわり派だったんだ」

「それは……何というか」

「我わが儘ままとも言うかな？　それである時、メンバーの堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れちゃって、お前にはついていけないと大おお喧げん嘩か。かくして小隊は解散したのさ」

「……成程」

「こういうケース、結構あるんだよ。だから低ランクの小隊にも、時々凄すごい実力者がいたりする。もっとも、そういう小隊はすぐ上のランクに昇格しちゃうんだけどね」

　ユーリはルティシアに軽く肩かたを竦すくめて続ける。

「ともあれ、メンバー同士で喧けん嘩かした時の器物破損なんかの処しよ罰ばつで、レイスさんはずっと謹きん慎しんを食らってたんだけど、最近またＦランクの生徒を集めて小隊を結成したんだ。今度は自分の言うことをきく新人ばかり集めたって噂うわさだよ」

「ふむ。それでＦランクから再出発したのか……」

「あ、噂をすれば」

　と、ユーリが言った直後、闘技場のゲートから小隊が入ってきて、クロトは目を瞠みはる。

（へえ……）

　ナハティガルＣ９機動小隊は四人構成だった。

　三人が《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を纏まとい、もう一人は制服を着ている。

　銀色の長い前まえ髪がみで片目を隠かくして、露ろ出しゆつした方の目の下には濃こい隈くまのある制服姿の少女が、噂の竜装設計士ヴアラーデザイナーレイス・ティレトーだろう。

　顔立ち自体は端たん整せいだが、どこか変わり者の雰ふん囲い気きを漂わせている。

「珍しいデザインだな、あの《戦術竜装タクテイクスヴアラー》」

　クロトが呟つぶやくと、ユーリが頷いて答えた。

「レイスさんが設計した飛行特化タイプの特注品、〈ナハティガル〉。あれで快かい進しん撃げきを続けてるらしい」

「〈ナハティガル〉……飛行特化ってことは〈ネスク・ガル〉をベースにしたものか」

　竜りゆう核かくと同調が可能になった騎き士し科の一年生が最初に貸たい与よされる《戦術竜装タクテイクスヴアラー》は、汎はん用よう型の〈バラネスク〉で、その操作に慣れるに従い、武器を換かん装そうしたり、〈リュカオン〉や〈バルバカン〉などの上位派生型に変へん更こうしていくのが通例だ。

〈バラネスク〉は引退した元国家竜装設計士ヴアラーデザイナーシトロン・バラネスクが十五年前にロールアウトさせた、最も使い勝手が良いとされる《戦術竜装タクテイクスヴアラー》。

　操作性に癖くせがなく、拡張性が高いため、上位ランカーにも愛用者が多いその〈バラネスク〉には三つの派生型がある。




〈ネスク・バイパー〉──ドラゴン族〈蛇じや竜りゆう〉の模倣に特化したスピード重視仕様。

〈ネスク・サラマンド〉──ドラゴン族〈猛もう竜りゆう〉の模倣に特化したパワー重視仕様。

〈ネスク・ガル〉──ドラゴン族〈飛ひ竜りゆう〉の模倣に特化した飛行性重視仕様。




〈ネスク・ガル〉は薄うす板いたを折り畳たたんだ可か変へん翼よくを持ち、〈飛竜〉を連想させる外観だが、その発展型らしき〈ナハティガル〉の翼つばさは更さらに巨きよ大だいで、非常に高い揚よう力りよくが得られそうだった。

　青と灰色の中間に位置するロービジビリティの迷めい彩さいカラーリングが施されており、独特の美しさを醸かもし出している。

　不敵な表情の敏びん腕わん設計士、レイスを遠目に眺ながめながらユーリが口を開いて、

「レイスさんは竜装設計士ヴアラーデザイナーで竜装整備士ヴアラーメンテナーでもあるけど、元Ａランクの戦術士でもあるからね。ある意味、自分の戦術を確実に実現するために《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を造るんだろう」

「そうか……。言われてみれば、そっちから考えるのもありだな」

　ルティシアやシャロンの特性を活いかすという前提から入ったクロトとは全く逆の発想だが、それはそれで一理ある気がした。

　やがて観戦者たちが見守る中、対戦する小隊同士が戦闘フィールドの中央に並ぶ。

　戦いに参加できるのは原則として竜装騎士ヴアラードラグーンだけだから、竜装設計士ヴアラーデザイナーのレイスは支援要員の控ひかえ場所であるダグアウトに移動し、フィールドには〈ナハティガル〉を纏まとった三人の竜装騎士ヴアラードラグーンと、〈バラネスク〉を纏った同じく三人の相手が残った。

〈ナハティガル〉とは対照的に、〈バラネスク〉を装着した者たちは全員、超ちよう重量級の両手剣けんを携たずさえて完全に接近戦特化型だ。

　剣の破は壊かい力の高さは一目で明らか。掠かすっただけでも翼の繊細な機能を破壊可能だろう。

　間もなく審しん判ぱんが中央に歩み出てきて、緩かん慢まんに両手を掲かかげる。そして──

「ランク戦……スタートッ！」

　言下に凄すさまじい勢いで〈ナハティガル〉使用の三人が跳ちよう躍やくした。

　スラスターの推進力で上方へ飛び、その後は大きく展開した翼で捉とらえた上じよう昇しよう気流を尾お羽ばねで巧たくみにコントロールしながら帆翔ソアリング。瞬またたく間に三人は驚おどろくべき高度まで到とう達たつして──

「疑似竜戦闘機動ＤＣＭ──《爆撃ワイバーン・スピツト》」

（いきなりマニューバか！）

　クロトが目を瞠った刹せつ那な、〈ナハティガル〉使用の三人の瞳どう孔こうが爬は虫ちゆう類るいのように細長く縦に伸のびた。竜核が眩まばゆく発光して、三人は〈飛竜〉のように上空を旋せん回かいし始める。

　Dragon　Combat　Manoeuvring──

《竜遣いの巫女メデイウム》の末裔だけが習得できる竜系統異能──通つう称しようマニューバ。

　ドラゴンの戦闘機動を模倣して、竜装騎士ヴアラードラグーン特有の必殺攻こう撃げきを発動する。

「──ギュオオォッ！」

　突如、獣けものじみた咆ほう吼こう。上空の竜装騎士ヴアラードラグーンが、腕うでの開口部から地上に火か焰えんを放った。

　最強生物ドラゴンの喉のどの奥に備わる《発火器官》を使用した、ドラゴンブレスの疑似的再現──Ｄブレス。

　だがそのブレスは意外なほど小規模で、効果範はん囲いも狭せまい。〈バラネスク〉を纏った地上の竜装騎士ヴアラードラグーンたちは余よ裕ゆうを持って躱かわしたが──

「ギュオッ！」

「ルオォン！」

　上空から、更に他の二名も獣の雄お叫たけびと共に、Ｄブレスを次々と地上に発射する。

（連射ができるのか……！）

　それは流星雨のようだった。重力加速度をプラスされて拡散放射される連続火か焰えん弾だんは、絨じゆう毯たん爆ばく撃げきのように地面を抉えぐり、見る間にフィールドを濛もう々もうたる土つち煙けむりで覆おおう。

（そうか……一発ごとの規模を抑よく制せいすることで連射を実現する──そしてこのブレス攻撃は敵自体を狙ねらってるわけじゃなくて──）

　クロトの分ぶん析せき中も間断なく絨毯爆撃は続き、砂すな煙けむりは一層激しく立ち込めて、地上は肉眼では視し認にん不能の状態と化す。

「くっ……。何てことなの！」

　今や、両手剣を持った接近特化型の竜装騎士ヴアラードラグーンたちは、地上で完全に為なす術すべがなかった。

　広こう範はん囲いにわたり、意図的に作り出された砂の煙えん幕まくで視界が遮しや断だんされたこと。今いま更さらスラスターで上昇しても〈ナハティガル〉の飛行性能には到とう底てい及およばないことが原因だが──

　それでも地上に留とどまっていては狙い撃うちにされるだけ。

「……くそっ！　全員上昇！」

　超重量級の両手剣を投げ捨てて、〈バラネスク〉着用の竜装騎士ヴアラードラグーンたちが跳躍した。

　矢のような勢いで、彼女たちは一気に砂さ塵じんの中から飛び出るが、視認性が戻ったのも束つかの間、中空では〈ナハティガル〉使用の三人が旋回しながら獲え物ものを待ち受けていて──

「……しまった！」

「チェックメイト」

　包囲した相手に〈ナハティガル〉を纏った三人がＤブレスを連射し──

　それで勝敗は決した。




　　　　◆　◆　◆




「わたしは納なつ得とくできんな、あんな戦い方は……」

　ルティシアが不ふ機き嫌げんそうな顔で、学食のマフィンを勢いよく頰ほお張ばった。

　甘味の影えい響きようか、咀そ嚼しやく中は仄ほのかに頰ほおが緩ゆるんでいるが、嚥えん下かすると再び生き真ま面じ目めな表情に戻って厳然と言い放つ。

「とにかく、あんなのは誇ほこり高き竜装騎士ヴアラードラグーンの戦いとは呼べん！」

「落ち着けよ、ルティシア。ほら、俺のマフィンも食べていいから」

「え？　あ、ありがとう……。でも本当に納得がいかなくてだな──」

　レイス率いるナハティガルＣ９機動小隊の勝利を見届けたクロトたちは、学食の食堂に併へい設せつされたオープンカフェテラスで休きゆう憩けいしていた。

　紅茶と焼き菓が子しを頂きつつ、先さき程ほどの試合内容について意見交こう換かんしていたが、ルティシアはご機嫌斜ななめである。敵の戦い方がポリシーに合わなかったようだ。

　ルティシアの中での竜装騎士ヴアラードラグーンとは、最強の武力の象しよう徴ちようであり、ドラゴンから人類を守る騎士の中の騎士。遠えん距きよ離りから一方的にひたすら攻撃を続けるのは、彼女の憧あこがれるイメージと一いつ致ちしないのだろう。

（ルティシアは真面目だからな……）

　強くなるのが目的のルティシアにはある意味、男より男らしさを志向する一面がある。

　そこが彼女の長所でもあり、短所でもあり──

　クロト個人としては好感を覚えるが、レイスたちが次の対戦相手である以上、対策は考える必要があった。

　無敵の異能《ザラストラ》の所有者、クロトがあらゆる敵を瞬しゆん殺さつ可能でも、ランク戦で実際に戦うのは《竜遣いの巫女メデイウム》の血を引く少女たち──竜装騎士ヴアラードラグーンなのだから。

　ナハティガルＣ９機動小隊との試合は五日後。対策考案にかけられる時間は短い。

「でも、合理的な戦法ではあるよね」

　と、ユーリが紅茶のカップを優ゆう雅がに傾かたむけて続けた。

「飛行戦に特化した者が、地上を潰つぶして、無理やり得意の空中戦に持ち込む……。相手の良い面を一いつ切さい出させないってのは、効率的な勝ちパターンではあるよ」

「ユーリはそういうのが好きなのか？」

　何気なくクロトが訊きくと、ユーリは憂うれいを帯びた苦い顔をする。

「まさか。効率重視なら、今いま頃ごろボクはもっと別な生き方をしてるさ」

「ん、どういう意味だ？」

「あ……いや、只ただの一いつ般ぱん論。世の中、みんながみんなルティシアみたいに高い理念の持ち主じゃないからね。一方的に攻撃して何も失わない方が楽には決まってるよ」

「それはそうかもな」

　ユーリは気を落ち着けるように紅茶を飲んで続けた。

「でも、連中との勝負は厳しいものになりそうだね……。生身のボクは空中戦に参加できないし、ルティシアとシャロンだけで、飛行特化の三人を相手にしなきゃならない」

「それなんだよな、問題は……。シャロンはどう思う？」

　クロトが話を振ふると、シャロンは美少女ぶりが際きわ立だつ潑はつ剌らつとした明るい笑え顔がおで、

「大だい丈じよう夫ぶじゃない？　根こん拠きよはないけど、頑がん張ばれば絶対何とかなると思うわ」

　と、楽観的な根こん性じよう論を披ひ露ろうした。

「いや……あのな、シャロン」

「ん、勘かん違ちがいしないで。別に何も考えてないわけじゃないの。ただ、人には向き不向きってあるでしょ？　下手にわたしが対策を考えるより、クロトにお任せしちゃった方がいいと思って。その指示に従って頑張るわ！　ほら、わたしって超がつく馬ば鹿かだから！」

「え……？」

　一瞬クロトは返事に迷った。

「いや、そんなことないだろ……。いつも元気で明るくてさ。俺はシャロンの性格、嫌きらいじゃないよ。むしろいいと思ってる」

「え……。何？　ちょっと何なの、その凄すごく真面目なフォロー」

　シャロンは面食らったように綺き麗れいな目を瞬いた。

「……や、やーねぇ。よしてよクロト！　こんなジョーク、もっと軽く受け流して！　そうじゃないと、まるでわたしが本当のお馬鹿みたいに受け取られちゃうじゃない」

「あ、ああ……だよな！　すまない」

「もう！　クロトったら、ほんとに優やさしいんだから！」

　嬉うれしそうに身を乗り出し、人差し指でクロトを突つくシャロンを見て、ルティシアが少しむっとした顔をするが、マフィンを立て続けに頰張って気を紛まぎらわしていた。

　隣となりのファムも栗鼠りすのように頰を膨ふくらませて、一心不乱にマフィンを食べている。美味おいしいものを食べている時だけは静か──それがファムという少女だ。

　と、やがてシャロンが思い出したように口を開いて、

「それにしても、レイスって結構凄い人だったのね。お喋しやべりしてる限りだと、そんな風には見えないのに」

　何だこの不可解な反応は。一応クロトは訊いてみる。

「なあシャロン、もしかして……知り合いか？」

「ええ」

　屈くつ託たくなくシャロンは頷うなずき、先に言ってよ、とユーリが上半身のバランスを崩くずした。

「でも、それほど親しいってわけでもないのよ。わたしがこの学院に来たばかりの頃ころ、迷子になって困ってたら、偶ぐう然ぜん通りかかったレイスが道を教えてくれて……それ以来、会ったらお喋りするようになっただけ」

「ふうん」

「悪い娘こじゃないわよ」

　と──その時、不意にクロトたちの席に近づいてくる複数の足音があった。

　顔を向ければ、それはナハティガルＣ９機動小隊の四人。

　試合を終えた彼女たちは既すでに制服に着き替がえており、中心にいるのはレイスだ。間近で見ると可愛かわいらしい顔立ちと、すらりとした美び脚きやくの持ち主である。

　レイスはクロトたちのテーブルの前に来ると、薄うすい唇くちびるの端はしを不ふ遜そんに上げて、

「ご機き嫌げんよう、ダメ小隊の諸君！　今日は我々の試合を見に来てくれてありがとう」

　と、いきなり非友好的な挨あい拶さつをした。

「……悪い娘じゃないんじゃなかったのか？」

　クロトが小声で呟つぶやくと、シャロンが頰を膨らませて答える。

「悪い娘じゃないけど、良くもないかな……。彼女はいつも、誰だれに対してもこんな感じ。ちょっと捻ひねくれ者なの。ていうかレイス！　ダメ小隊ってどういうことっ？」

「あー、ごめん。つい本当のことを言っちゃったよ。シャロンは別にダメじゃないけど、ダメじゃないと自分で思ってる辺りがダメじゃないってわけでもないんだけどね」

「……え、えーと？」

　煙けむに巻まくような発言をされたシャロンは頭を抱かかえて考え込む。捻くれ者というシャロンの説明から察するに、たぶん二人は普ふ段だんからこんな感じなのだろう。

　ともあれ、クロトはレイスに顔を向けると、

「で、俺たちに何の用だ？」

「キミとは初めましてだね、何かと噂うわさのカミノメ・クロトくん。用件は当然挨拶だよ。次の対戦相手なんだから、自己紹しよう介かいくらいはしておかないと。はい、みんな挨拶して」

　レイスが軽く指を鳴らすと、後ろに控ひかえていた女子三人が前に出て、順番に言った。

「一年、騎き士し科のヘレンです」

「同じく一年生のキキです」

「一年のルーです。一応リーダーを任されてます」

「はい、よくできました」

　わざとらしく両手を打ち合わせてレイスが締しめ括くくった。

「彼女たちは学院に来たばかりだけど、何でもわたしの言うことをきく便利な駒こまで、最高に使い勝手がいいんだよ。この面子メンツで我々はどこまでも勝ち上がるから、乞こうご期待！」

（成程、確かに捻くれ者というか……ふざけた性格だな）

　クロトが冷めた目をレイスに向けていると、

「……むかむかする」

　不意にルティシアが低い声で呟いた。

「今何か言ったかい、お姫ひめ様？」

「──ああ、言ったぞ！」

　ルティシアは長い金きん髪ぱつを勢いよく揺ゆらして立ち上がり、レイスを睨にらみ付けた。

　レイスは平然と、薄うす笑わらいを浮うかべて翠すい玉ぎよくの視線を受け止める。

「さっきから聞いていれば……お前は仲間を何だと思ってるんだ。召めし使つかいか何かと勘違いしてるんじゃないのか？　恥はじを知れ！」

　ルティシアは怒いかりを隠かくすことなく続けた。

「そもそも、あの戦いぶりも気に入らん。遠距離からひたすら一方的に……。どうせお前が立てた作戦なのだろうが、学院に来たばかりの新入生を信しん頼らいもせずに顎あごで使って、そんなやり方がいつまでも通用すると思うのか？」

「思ってるからやってるのさ」

「笑わせるな！」

　毅き然ぜんと言い放ったルティシアに、レイスは冷れい笑しようを浴びせた。

「ほんと、分かってないね、お姫様は……。手て駒ごまの支配と効率主義。それが勝つのに一番必要な要素なんだよ」

「それより大事なものだってあるだろう！」

「精神論では勝負に勝てないよ。その辺は薄うす々うす自分でも分かってるんじゃない？　二人の姉さんの足元にも及およばない、弱い弱いルティシア姫」

「──っ」

　直後、ルティシアは息を吞のんで悔くやしそうに唇を引き結ぶ。

　彼女が亡命のような形で竜装学院に来た事情を知る者も知らない者もいるが、当のルティシア自身は姉に半ば追い払はらわれたとも感じているようだ。

　だからこそ今、レイスの言葉に反論できず、睫まつ毛げを伏ふせてしまっている。

「ダーナの第三王女だか、《星金の姫君フローレス・ブロンド》だか知らないけど、弱者が虚きよ勢せいを張るのは滑こつ稽けいだよ。国の誰にも必要とされてない、落ちぶれ姫」

「……っ！」

　レイスの舌ぜつ鋒ぽうは留とどまるところを知らず、ルティシアは言い返せない。涙なみだぐんで制服のスカートの裾すそを握にぎり締めるだけ。

　見かねたシャロンやユーリが立ち上がろうとするが、その前にクロトが口を開いた。

「なあ」

「何だい、カミノメ・クロトくん。わたしは事実をありのまま──」

「いい加減にしろ」

　瞬しゆん間かん、レイスの口が凍こおりついたように動きを止めた。

　クロトの背後に、異様な姿のドラゴンでも見たようにレイスの表情が硬かたく強こわ張ばる。

「お前は少しうるさい。挨拶はもう済んだだろう」

「……」

　クロトの静かな迫はく力りよくに圧あつ倒とうされて、今度はレイスが言葉を発せない。

「誰が強くて誰が弱いのかは、ランク戦の結果で分かるはずだ。お前はもう消えていい」

　しばらく彼女は言葉を発せなかったが、やがて小さく喉のどを鳴らして平静に戻もどった。

「……その言葉はそっくりそのまま、君たちに返そう」

　冷たくそう言うと、レイスは踵きびすを返し、他の三人を率いてその場を立ち去った。




　　　　◆　◆　◆




　薄はく暮ぼの空の下、柔やわらかく吹ふき抜ぬけた黄昏たそがれの風が、波のように辺りの草花を揺らす。

　その日の夕方、学院構内の外れにある緩ゆるい丘おかの斜しや面めんに座ってクロトは考えていた。

（啖たん呵かは切ったけど──実際どうしたものか）

　レイスと揉もめた後、クロトたちは一いつ旦たん寮りように戻り、授業を受ける者は授業へ、訓練する者は訓練に各おの々おの出かけた。

　ルティシアは部屋で少し休むとのこと。一人になりたい時だってあるだろう。

　寮に戻ったら様子を見に行くつもりだが、心配するより先に考えたいことがある。

（ルティシアを勝たせなくては）

　部下を顎で使おうが、効率主義者だろうが、勝手にすればいい。

　ただ、ルティシアを馬鹿にしたことは許せない。

　理想に向かって常に努力している彼女をよく知っているから、安っぽい奴やつに負けないでほしいし、勝たせたいとクロトは思う。

　だから学院の授業終しゆう了りよう後、ずっと一人で方針を考え続けていた。

　期限は五日後──

（未経験の完全空中戦で勝負するか？　だが相手の三人はそれに特化してるんだぞ？　そうか。考えてみれば人数の問題もある。こっちにも竜装騎士ヴアラードラグーンがもう一人いれば──）

　と、思考を巡めぐらせていた時、ふと何かを感じた。

「──えっ？」

　クロトはぎょっとする。

　突とつ然ぜん、前方の地面から背の高い草を搔かき分けて、奇き妙みようなものが生えてきたのだった。

　初めて見る存在だ。形状は人間に似ているが、そうではない。

　全身が深い土色の──強しいて言うなら泥どろ人形。全部で六体。

　いずれも土を固めたような異形の仮面で顔を覆おおい、細長い泥の槍やりを持っている。

　明らかな害意をクロトに向け、泥人形は斜面の下から躙にじり寄ってきた。

「モンスター……？　この世界にはこんな奴らもいるのか？」

　だが無人の丘とはいえ、学院の敷しき地ち内だ。獣けもののように自生しているとは考えにくい。

　クロトが存在を見み極きわめる前に、突とつ如じよ、泥人形たちは攻こう撃げきに移行する。

「──ギッ！」

　猿さるのように高々と跳ちよう躍やく。鈍どん重じゆうそうな外観からは想像もつかない敏びん捷しよう性だ。槍を振ふり上げた六体の泥人形が、頭上から恐おそるべき速度でクロトを襲おそう。

　どういう存在かは未いまだ不明だが──

「敵なら──異能を使う！」

　クロトの手中に、黒い鉱石の細さい粒りゆうが地面から吸い上げられて結集していき、瞬またたく間に黒光りするクロスボウに似た異形の狙そ撃げき武器を形成した。

「攻型『弩』タイプ・バリスタ×赤Ⅱレツド・デユアル──《暗黒剣ダークネス》」

　それは超ちよう高度を誇ほこる異能製ブラックダイヤの弩ど砲ほうだ。以前、ダーナ王国宮きゆう廷てい魔ま導どう騎士団のメタリアから吸収した力を複数同時発射機構を持つバリスタに形態変化させたもの。

　矢というより剣に近い、鏃やじりだけの投とう擲てき体には火か炎えん属性を追加し、燃え盛る魔力熱波を渦うず状じように絡からみつかせて殺傷力を高めている。

　クロトは弩砲に六本の投擲体を装そう塡てんすると──

「貫つらぬけ！」

　全ぜん弾だん同時に射出した。直後、薄暮の丘に響ひびく凄すさまじい炸さく裂れつ音。

　放った六本が空中で泥人形の胴どう体たいに命中し、巨きよ大だいな風穴を開けていく。

　ほぼ上半身と下半身が分断される損傷だ。一瞬で六体の泥人形は爆ばく発はつし、四散した。

　地面にぼとぼと落下する土つち塊くれが、大気に溶とけて消えるのを見ながらクロトは呟く。

「こいつら……異能だったのか」

　通常の生命体ではなかったらしい。魔法人形の一種だろうか？　だったら遠えん距きよ離り攻こう撃げきで仕留める必要もなかった──

　と、クロトが嘆たん息そくしたのも束つかの間、前方で新たな泥人形が再び地面から湧わき出てくる。

　今度は十数体──否、もっと多い。冥めい府ふの扉とびらでも開いたかのように、槍を持った大勢の泥人形が土中から這はい出してきた。

「ギギギ……！」

　クロトはバリスタ型の《暗黒剣ダークネス》を体内に吸い込んで消した。

「──倒たおすのも面めん倒どうだ。まとめて貰もらうぞ」

　クロトは敵の只ただ中なかに疾しつ走そうすると能力を解放。

　すると、バシッ、バシッと黒い光が弾はじけて、泥人形が次々と消失していく。

「ギィッ？」

「無む駄ださ。物理存在でなければ、何をしようと全すべて」

　クロトが軽く手を振るだけで、泥人形は怯おびえる暇ひまもなく瞬間的に搔き消される。

　極限固有異能、神体《ザラストラ》──

　それは異世界転生時にクロトに宿った伝説の能力だ。

　ルティシアの話では、遥はるか昔、クロトと同じ《ザラストラ》の遣つかい手が忽こつ然ぜんと大陸に現れて、多くの偉い業ぎようを成したらしいが、詳しよう細さいははっきりしない。

　曰いわく──あらゆる異能を操あやつる無敵の魔神。炎ほのおの剣を振るう邪じや悪あくな殺さつ戮りく者。時空を自在に超こえる美神など諸説あり、一部では異世界転生者だったとも言われているという。

　能力内容は完全に規格外だ。

　完全ノーリスクで、接せつ触しよくした全魔法、全異能、全特とく殊しゆ攻撃を吸収し、体内の《超空間》にある所定の武器庫サイロに収納できる。

　それらはクロトが常時自由に取り出して使用可能。更さらには錬れん成せい×強化して、新たな力に変容させられるのだから、使い方は無限だ。この世界の異能では確実に最強を誇る。

　クロトの体内の《超空間》には全十二棟むねの武器庫サイロがあり、現状、既すでに第四武器庫サイロまでが解放されているのだった。

　武器庫サイロの封ふう印いんを解くたびに、新たな異能の獲かく得とくと十二分ぶん割かつされた記き憶おくが一つずつ蘇よみがえるシステムで、今は第五武器庫サイロのロックを外そうと試し行こう錯さく誤ごしているところだが、『カナンを滅めつし、神の火を取り戻せ』というメッセージの意味が思い出せず、解かい錠じようできずにいる。

　ともあれ──

「──これで最後だ！」

　バシッと黒い光が弾けて、最後の泥人形がクロトの掌てのひらに吸収された。

　体内の《超空間》では探索触手プローブが異能を捕ほ獲かくして、既に解かい析せきを終えている。

「土系統の魔法らしいな。──悪戯いたずらして気は済んだか？」

　と、クロトが丘の上の太い木に向かって声をかけると、

「第六階位変性物質操作魔法──《自律戦闘像形成セフエルゴーレム》だ」

　そう言って、炎のようにウェーブする赤い長ちよう髪はつの美人が木こ陰かげから姿を現した。

　知的で端たん整せいな顔立ち。自信に満ちた切れ長の美しい目。制服を押し返す胸のふくらみは完全に成熟した女性のもの。

　凜り々りしさと女性らしさを両立した、大人びた美び貌ぼうの持ち主──竜装学院三年の生徒会長ヴィナス・クロフォードだった。

　ヴィナスは艶つややかな長い髪かみを搔き上げて、挑ちよう発はつ的に微笑ほほえむ。

「本当に魔法を吸収するのだな、カミノメ・クロト。一度見てみたかったのだ」

「え、何だよ。そんな理由だったのか？」

「入学試験で戦った時は魔法を使う機会がなかったからな。わたしだって、たまには同等の実力者と戯たわむれてみたいのだ」

「〈ドラゴンスレイヤー〉の戯れか……。確かに俺じゃないと死んでるけどな」

「それだけお前を買っていると受け取ればいい。わたしは昔から強い男がタイプでな」

「……」

　年上の余よ裕ゆうに満ちた不敵なウインクをされて、クロトは微かすかに赤くなる。

　ヴィナスは学院長ルシャスの協同者で、ヴァントワーヌ最強の国家筆頭竜装騎士ヴアラードラグーンだ。

　入学して一年で最難関の卒業証明〈ドラゴンスレイヤー〉の称しよう号ごうを得た天才だという。

〈ドラゴンスレイヤー〉はルシャスが認にん定ていする戦略級武力の証明であり、一騎きで一国を滅ほろぼすことも可能な、戦争代行者のライセンスだ。

　この称号を持つ竜装騎士ヴアラードラグーンは、別名『戦術竜りゆう騎き士し』とも呼ばれ、あらゆる国から引く手数多あまた。戦術竜騎士の保有数で戦争の勝敗が決まると言っても過言ではないため、第一級の国こく賓ひんとしての待たい遇ぐうが約束されている。

　クロトの目的はヴィナスの所属する小隊をランク戦で倒し、ルシャスに記憶復元の術を施ほどこしてもらうことだ──その時だけは特例として、竜装騎士ヴアラードラグーンでないクロトも試合への出場を認められている。

　が、Ｓランクへの昇しよう格かくにはしばらくかかりそうだし、望んで揉めたい相手でもない。
















「まあいい。遊びが終わったのなら、俺はもう行くぞ」

　踵を返すと、待て、とヴィナスはクロトを呼び止めた。

「用件はそれだけではない。実はお前に届け物を持ってきたのだ」

「届け物……？」

「手紙だ。学院正門の衛兵に誰だれかが託たくしたらしい」

　ヴィナスは封ふう書しよを取り出してクロトに手て渡わたした。封ふう筒とうには特に何も書かれていない。

「確かに渡わたしたからな」

　ヴィナスは片手を上げて挨あい拶さつすると、薄暮の丘を去っていった。

「わざわざ持ってきてくれるとは──意外に親切な人だったんだな」

　それにしても手紙の主は誰だろう。現状この世界の知り合いは数えるほどしかいない。

　クロトは封を切って便びん箋せんを取り出す。

　縦書きの日本語であることにまず驚おどろかされ、更に内容にはもっと驚かされた。




『カミノメ・クロトくんへ

　お元気ですか？　つい最近あなたのことを知りました。

　正直、言いたいことが沢たく山さんありすぎて、手紙にはとても書ききれません。

　実はわたしも今、ヴァントワーヌの首都にいます。

　今夜、中央広場の噴ふん水すいの前で会えませんか？　あなたが来るまで待っています。


蒼そう月げつ華か南なん』　






　クロトの顔から表情が完全に抜ぬけ落ちる。──何だこれは？

「蒼月華南って……あの蒼月華南なのか？」

　驚きと興奮で全身の血が沸わき立ち、頭の中を目まぐるしく疑問が飛び交かう。

　──なぜ彼女がここに？　異世界に来たのは自分だけではないのか？　どこでどうやって暮らしている？　怪け我がなどしていないだろうか──

　答えられる者はこの場にいない。

　もうすぐ夜になる。黄昏たそがれの風が吹ふき抜けて丘おかの草を不ふ穏おんに揺ゆらしていく。








第二章　転生者、華か南なんとの再会









　大陸最高の叡えい智ちと技術が結集する超重要機関──竜装学院を擁ようするヴァントワーヌ永世中立国の首都は、学術都市と呼ばれている。

　当然ながら学院以外にも多くの施し設せつがあり、広大な首都中央広場から放射状に伸のびる道の先には庁舎、医い療りよう施し設せつ、専門店街、保安局などが。また、広場周辺にも多た彩さいなカフェや露ろ店てんが並んでいる。

　そこから洩もれ出る光に照らされて、広場は夜でも明るかった。月も出ている。

「噴水の前と言えば、この辺のはずなんだが──」

　先さき程ほど受け取った手紙を握にぎり締しめて、クロトは中央広場に来ていた。

　学院からは結構距きよ離りがあるが、休みなしで走ってきてしまった。逸はやる気持ちを懸けん命めいに抑おさえて周囲を見回していると、

「……っ！」

　一瞬、心臓が止まりそうになる。

　蒼そう月げつ華か南なん──彼女は噴水の周りのベンチの一つで、心細そうに首を竦すくめていた。

　見た目は、入学式のあの日と全く同じだ。

　クールで凜りんとした顔立ち。夜風に流れる清潔感のある長い髪。物もの腰ごしはどこか大人びているが、れっきとした女子高生だ。今となっては懐なつかしい総そう格かく高校の制服を着ている。

　気づけばクロトは声を上げて、彼女に駆かけ寄ってきた。

「──蒼月さん！」

　はっと彼女がこちらに顔を向けて、アーモンド形の両目を見開く。立ち上がり、片手で心臓の辺りを押さえてクロトと向き合った。

　何という不思議な気分だろう──途と方ほうもなく懐かしいのに、ごく最近会ったばかりのようでもある。

　間近で見ると、彼女は元の世界にいた時の姿のまま、本当に何も変わらなかった。

　夜だから肌はだの白さが際きわ立だつ。長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた目でじっと見つめてくる。

　言いたいことも訊ききたいこともあまりに多くて、クロトは切り出す言葉に迷った。

　やがて、どこか怖こわ々ごわという雰ふん囲い気きで彼女が形のいい唇くちびるを開き、

「カミノメくん……なの？」

「え？　もちろん。俺が俺以外の誰だっていうんだ？」

「あ……ごめんなさい。何かその、前と少し感じが違ちがうように見えたから。……ほら、髪とか瞳ひとみの色とか」

　はっとする。忘れていたが、それは確かに転生直後、クロト自身も驚いたことだった。

「ああ……これな。確かに驚くよな。この世界に来たら自然にこんな風になってたんだ。なぜかは分からない──」

　クロトは色素の薄うすい銀ぎん髪ぱつを無意味に搔かき回した。

「でも、俺が俺であることには間違いないよ。俺はクロト。蒼月さんと同じ高校で、同じクラスだったカミノメ・クロトだよ。それ以外の何者でもない」

「そう……」

　彼女は制服の胸を押さえて音のない息を吐はくと、

「──安心」

　囁ささやくようにそう言って、柔やわらかな微び笑しようを浮うかべた。

　その反応に、なぜかクロトの胸は熱くなる。

　容姿が別人のように変化しようが、人知を超こえた異能を身につけようが、彼女の前では元のままの自分でいられる──そんな気がした。

「……変だよな。蒼月さんは見た目、全然変わらないのに。俺、余程怖こわい目にでも遭あったのかな……。そうだ。蒼月さんは危ない目に遭わなかったか？」

「ええ、わたしは全然平気」

「そうか……。なら、よかった」

　彼女はくすっとクールに口元を綻ほころばせると、夜風に流れる繊せん細さいな髪の束を押さえた。

「ねえ、カミノメくん。一つお願いがあるんだけど……。いいかしら？」

「構わないよ」

　さりげなく深呼吸して彼女は続ける。

「わたしたちって、その……せっかく会えた同じ世界の人間でしょう？　他には一度も見たことないわ。きっとこの世で二人しかいない、現代人の男女だと思う」

「ん……。たぶんそうなんだろうな」

　クロト自身、この世界で蒼月華南と再会できたことを奇き跡せきのように感じている。だからこそ今こんなにも気分が高こう揚ようしている。

　彼女は静かに喉のどを鳴らして続けた。

「わたし──もっとあなたと仲良くなりたい」

「え？」

「あなたと本当の意味で……親密になりたいの。お互たがい支え合って、この世界を一いつ緒しよに生き延びたい。……だって、何もかも前とはあまりに違いすぎるんだもの。信じられる何かがこの世界に欲ほしい。わたし、カミノメくんのことをもっと知って、色んなことを分かち合いたい」

　まさかそんな頼たのみ事をされるとは思わず、クロトは言葉に迷う。

　心細さを堪こらえるように彼女は上うわ目め遣づかいでクロトを見ながら、

「──駄だ目め？」

　ぽつりとそう呟つぶやき、クロトの心臓の鼓こ動どうは速まった。

　辺りが夜色のベールに覆おおわれていても、彼女の頰ほおの紅潮は明確に分かる。

　向こうにも自分の顔がそう見えているかもしれないと思いつつ、クロトは頷うなずいた。

「駄目なわけないじゃないか。俺でよければ喜んで」

「──あ……よかった」

　両手で胸を押さえて安あん堵どの息を吐き出し、少し大人びた性格の彼女が、あどけない少女のように屈くつ託たくない笑えみを浮かべた。

「嬉うれしいわ。これからよろしくね」

「こっちこそ。蒼月さん」

「んっ──」

　夜よ闇やみの中、噴水の前でしなやかに両手を広げて、彼女はくるりと回ってみせた。

　凜り々りしく上品な雰囲気の彼女だが、内心は踊おどり出したいほど嬉しかったのだろう。そう思うとクロトも顔が綻ぶ。

（何だろう。気分が浮き立つ──）

　胸に湧わくのは、外国の遊園地でナイトパレードの開かい宴えんでも待っているような高揚感だ。

　長い髪かみと制服のスカートを躍やく動どう的に揺らして彼女は振ふり返り、

「ねえ、わたしのことは華南って呼んで！　苗みよう字じで呼ばれるより、その方が好きなの」

「いいよ。なら俺もクロトで頼む」

「分かったわ」

　彼女は両目を細めて息を吐き、それから恥はずかしそうに一瞬舌を出して続けた。

「……はあっ。緊きん張ちようしたせいで喉が渇かわいちゃった。ねえクロトくん、どこかお店に入らない？　わたし、何か飲みたい」

「あ、悪い、気づかなかった。どこに入ろう？」

「んーと、そうね……あそこは？」

　華南が指差したのは広場の奥にある〈黄金の葡ぶ萄どう亭てい〉という看板のかかった店だった。




　　　　◆　◆　◆




　赤みを帯びた照明が酒場特有の喧けん噪そうに満ちた店内を照らしている。

　まだ深夜というわけでもないが、酔すい客きやくも多い。

　クロトと華南は、タイミングよく空いたカウンター席の一番奥に向かった。

　現代の高校の制服姿で、尚なお且かつ美しい華南はどうしても人目を引く。彼女を壁かべ際ぎわに座らせてクロトが壁かべになった。

「このお店、客筋がいいって評判なの。実は一度来てみたくて」

「へえ……」

　確かに店内は単に騒さわがしいだけで、戦せん斧ぷを担かついだ大男も、帯たい剣けんした戦士風の者もいるが、喧けん嘩かじみた諍いさかいは起こっていない。

「歓かん楽らく街の奥に行けばもっと大きな店があるんだけど、夜は危なくて……女の子だとちょっと近づけないわ」

　華南はクロトより異世界の街事情に詳くわしいようだ。ずっと学院の寮りようで寝ね泊とまりしていて、その辺に疎うといクロトは、暇ひまな時に一度じっくり探たん索さくしてみようかと内心で考える。

「クロトくんは何を飲む？」

「そうだな。じゃ紅茶で──って、ソフトドリンクはないのか」

　品書きを見ながら、水でいいか、と考えていると、隣となりの華南が悪戯いたずらっぽく目配せして、

「ねえ……ワイン飲んでみない？」

　秘密を打ち明ける少女のように声を弾はずませて言うので、クロトは少し意外に感じる。

「いや、でも俺たち未成年だろ？」

「そうだけど……ごめんなさい。こういう店で一度飲んでみたかったの。クロトくんが嫌いやならやめる。ただ、この世界だと子供もみんなワインを飲んでるから」

　気まずそうに眉まゆ尻じりを下げる華南を見ながら、クロトは考える。

（そうか……。忘れてたけど、未成年の飲酒を禁じる法律ってこの世界にはないんだな。まあ当然か。逆に言うと、法律が俺たちを守ってくれないってことでもあるけど──）

　ともあれ、何か頼まないといけない。

「お客さん、何にします？」

　近づいてきた眼帯の店主にクロトは答える。

「じゃワイン二つ。……で、いいか華南？」

「ええ」

「一番上等なものを」

　店主は頷き、奥の棚たなに飾かざられた瓶びんに手を伸ばした。

（うーむ、結局頼んでしまったけど……まあいいか）

　学院入学時にルシャスから貰もらった身み支じ度たく金に、まだ手を付けていなくてよかったと密ひそかに思いながら、クロトは懐ふところの財さい布ふの感かん触しよくを確かめる。

　やがて運ばれてきた二つのグラスは、ブラックベリーに似た鮮せん烈れつな香かおりを放っていた。

　微かすかに木のアロマが混じる。色はほぼ黒に近い、深みのある葡ぶ萄どう色。

　二人は互いのグラスをこつんと打ち合わせて口に含ふくんだ。

「──美味おいしい」

「ほんとだな」

　思わず感嘆の吐と息いきが漏もれる。

　もっとワイルドな味を予想していたが、爽さわやかな口当たりで飲みやすかった。胃の底がじわりと熱くなって身体からだが軽くなる。

　クロトは深く息を吐き出すと、隣の華南に顔を向けて、

「それじゃ華南、聞かせてくれ。君はいつ、どうやってこの世界に？　入学式の帰り道のあれって何だったんだ？」

　華南は長い睫毛を伏ふせて神しん妙みようにかぶりを振った。

「……分からないわ」

「分からない？」

「ええ、空から何か降ってきた瞬しゆん間かん、ぱっと目の前が暗くなって、気づいた時にはこの世界の森にいたの。〈腐界〉って呼ばれてるんでしょう、あの森。幸い、ドラゴンには遭わなかったんだけど、他のことは何一つ分からなくて……。帰宅途と中ちゆうと異世界の森の、ちょうど中間の記き憶おくがないの。クロトくんは？」

「……同じだ」

　クロトの声が低くなる。

「俺も全く同じだよ。この世界に来る直前の記憶だけがなぜか完全に欠けてるんだ。それさえ思い出せれば──」

　元の世界に戻もどる方法が分かるかもしれないし、まだ謎なぞの多い異能《ザラストラ》の全ぜん貌ぼうも明めい瞭りようになるかもしれない。

　そして最も重要な疑問──異世界の正体と、自分たちがここに転生した意味も解き明かせるかもしれなかった。

　正直、それが明確にならないと生きていく指針に困る。

（きっと不安だろうな、華南も……。それを取り除くためにも、俺は必ず記憶を取り戻さなくては。思い出したことは華南にも教えてやればいい）

　クロトは分厚い木板のカウンターの上で拳こぶしを握にぎる。

「でも──」

　と、不意に華南が口を開いた。

「あなたに助けてもらえたことだけは、ちゃんと覚えてる」

「え？」

「クロトくん……あの時、倒たおれて動けなかったわたしのところに、わざわざ戻ってきてくれたでしょう？　そして助け起こしてくれた……。何かが落ちてくる寸前まで、必死にわたしをかばおうともしてくれたわよね──」

「……」

　不意にクロトの手の甲こうに、華南がほっそりした白い手を重ねてきた。

　男のものとは根本的に違ちがう、どきっとするほど滑なめらかで心地ここち好よい感触──

　華南は睫まつ毛げを伏せて恥ずかしそうに頰を染めている。

　酒場の仄ほの暗ぐらい照明の下で、彼女は息を吞のむほど魅み力りよく的に見えた。

「あの時はほんとにありがとう、クロトくん」

「……いいんだよ」

「わたし──嬉しかった」

　クロトは胸の高鳴りを堪えて曖あい昧まいに頷く。

　一見クールで凜り々りしい華南と、これほど急速に親しくなれるなんて、ある意味、異世界に来なければ成しえなかったことだ。

　一口しか飲んでいないワインの酔よいが急激に回り始めた気がした。




　それからクロトと華南は遅おそくまで積もる話をした。

　華南によれば、いつの間にか〈腐界〉を彷徨さまよっていた彼女は、幸運にもドラゴンに遭そう遇ぐうすることなく西方向に森を出た。その後、道なりにひたすら歩き続け、疲ひ労ろう困こん憊ぱいしながらもヴァントワーヌに辿たどり着き、そこで意識を失ったという。

　倒れた彼女を助けたのは、近くの宿屋の主人だ。

　彼は疲つかれ果てた華南を休ませて、食事を与あたえ、彼女に記憶がないことを知ると、この世界の様々な知識を与えてくれた。

　右も左も分からない状態だった華南も、それで現状を把は握あくする。

　自分が、今までとは原理の全く異なる異世界に転生したこと。そしてヴァントワーヌ竜装学院には、カミノメ・クロトという謎の異世界転生者の噂うわさがあることを──

　華南は手紙をしたためると、竜装学院の衛兵に渡わたした。そして今夜こんな風に再会を果たしたとのことだった。




「そう……。それじゃクロトくんは、学院の小隊ランク戦？　その試合で勝ち進めば記憶を全部取り戻せるのね？」

「ああ」

　ワインの効果か、今の華南は出会った当初よりもずいぶんリラックスした表情だった。

「小隊のメンバーさん、ちょっと問題ありそうだけど、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「他に道はないんだ。やるしかないよ」

「何か算段があるのね？」

「ん──」

　ないわけではない、とクロトは思うが、それは算段というより手段だ。本気で《ザラストラ》を使えば、ルールを無視して強ごう引いんに解決することは可能かもしれないが──

　仲間たちと、特にルティシアのことを考えると、どうしてもできない。彼女は自分に全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せてくれているのだから。

　それに、異能について華南に説明することには更さらなる躊躇ためらいがあった。

（《ザラストラ》のことは言いたくない……。華南にだけは）

　この世界で会ったルティシアやシャロンとは事情が違う。同じ現代人の華南と話していると、自分はあの頃ころのままだと錯さつ覚かくできる──それが良いとか悪いとかとは無関係に、大切な感情だと思うからこそ、今は言わずにいたい。

　ワイングラスを軽く指で弾はじいてクロトは話題を変える。

「それより華南、君も竜装学院に来ないか？」

「えっ……？」

「竜装騎士ヴアラードラグーンはこの世界の最重要人材ってことだけど、別にそんなの目指さなくてもいいんだ。華南は華南のまま、俺たちの寮で一いつ緒しよに暮らすだけで──」

　意外にも彼女は首を横に振ふった。

「ごめんなさい。わたし、行けない」

「どうして？」

「誘さそってくれたのは嬉うれしいけど……わたし、宿屋の人たちに恩があるの。今、そこの仕事を手伝って暮らしてて、助けてもらった分は働いて返す約束をしたから」

「……そうか。真ま面じ目めだな」

「いけない？」

「いや、華南らしいよ」

　正直残念だが、華南の主張には筋が通っていた。仕方ないんだと自分に言い聞かせる。

　クロトが浮うかない顔で溜ため息を吐はくと、隣の華南が遠えん慮りよがちに身を寄せて、横からそっと頭をクロトの肩かたにもたせかけてきた。

　艶つややかな髪かみから女性的な甘い香りが漂ただよって、クロトの鼻を魅み惑わく的にくすぐる。

「……色々ありがとう」

　と、華南が囁ささやくように言った。

「いいんだ……。俺たち、この世界に二人しかいないんだから、助け合わないと」

「ごめんね。学院の寮りようで暮らすのは無理だけど、他のことなら構わないわ。わたしにできることがあったら何でも言って」

「ああ……」







　日付が変わる前にクロトと華南は〈黄金の葡ぶ萄どう亭てい〉を出た。

　もうすっかり夜よ更ふけだ。広場の灯あかりは減り、夜よ闇やみは一段と濃こさを増している。

「それじゃ、クロトくん、今日は本当にありがとう」

「俺の方こそ」

「この世界でもう一度あなたに会えて、ほんとによかった。正直まだ夢を見てるみたい」

「……夢じゃないよ。俺は現実だ」

　火ほ照てりを帯びた二人の顔を、吹ふき抜ぬける涼すずしい夜風が心地好く撫なでていった。

「ねえ、明日あしたもまた会えない？」

「明日も？」

「会いたいの。……あなたのことをもっと知りたいから」

　ひたむきな彼女の瞳ひとみに真正面から見つめられて、いつの間にかクロトは頷うなずいていた。

「分かった。でもあまり遅いのも何だから、明日はもう少し早い時間にしないか？」

「そうね……。じゃ、お昼すぎにまた噴ふん水すいの前でどう？」

「オーケー」

「ん、楽しみにしてる」

　華南は嬉しそうに微笑ほほえむと可か憐れんに会え釈しやくした。

「それじゃ、おやすみなさい──！」

「おやすみ」

　華南は踵きびすを返し、長ちよう髪はつと制服のスカートをなびかせて、夜の中央広場を駆かけていった。

　彼女の姿が完全に見えなくなり、やがてクロトも北の学院通りへゆっくりと歩き出す。胸の中が温かく、明日も彼女に会えると思うと、何とも言えず気分が浮き立った。

　が──不意に背中を異様な悪お寒かんが駆け抜ける。

　突とつ如じよ、脳のう裏りに禍まが々まがしい言葉が蘇よみがえったのだった。

（……まさか？）

　否いな、それはない。自分にそう言い聞かせながら、クロトは激しくかぶりを振る。

　脳裏に蘇ったのは《超ちよう空間》の第五武器庫サイロの封ふう印いん解除に必要な絶対条件──




　──『カナンを滅めつし、神の火を取り戻せ』




「……馬ば鹿かな！」

　夜闇の広がる無人の広場でクロトは思わず声を荒あららげた。

（華南がそのカナンであるはずがない……。何か違うものを指してるんだ。カナン国とかカナン城とか、そういう類たぐいの──）

　拳を強く握り締しめる。理り屈くつを超こえた奇き妙みような不安が胸にわだかまっているのはなぜだ。

（そもそも神の火なんて、彼女は持ってない──）

　クロトは振り返り、華南が駆け去った南の方角を睨にらむように見た。




　　　　◇　◇　◇




　早朝の淡あわい橙だいだい色の光で目を覚まし、ルティシアはベッドの中で軽く伸のびをした。

　空気は涼やかで、窓の外はまだ仄ほの明るい程度。

（ずいぶん早く起きてしまったな）

　今日の食事当番は自分ではないが、こんな日は率そつ先せんしてやるのもいいだろう。

　ルティシアは学院の制服に着き替がえて自室を出た。

　寮の廊ろう下かを歩き、隣となりのクロトの部屋を通りすぎる前に、ちらりと考える。

（それにしても、クロト……昨夜はどこに行っていたのだろう？）

　どうしても告げたいことがあり、何度か部屋を訪ねたが、ずっと不在だったのだ。

　誰だれかの部屋に遊びに行っていたのか、散歩でもしていたのか──

　待っているうちに、結局昨夜はそのまま寝ねてしまった。

（まあいい。後で起きてきたら、しっかり言ってやろう）

　力強く頷き、しかしそれとはミスマッチな王族特有の洗練された足どりでルティシアは階段を下りていくが、一階に出ると、当のクロトがロビーのソファーに座っていた。

「クロト！」

　つい大きな声を出してしまう。気づいたクロトが顔を上げて、

「ルティシア？　今日は早いな」

「……うむ。自然に目が覚めてしまったのだ。だが、ちょうどよかった。実は君に話したいことがある」

「俺に話？」

　言下にクロトは得心した顔で頷いた。

「ああ──あのことだな」

「あのこと……？」

「小隊戦の件だろう？　飛行特化のナハティガル隊に対たい抗こうする方法。大だい丈じよう夫ぶだ。ちゃんと方針は考えておいたし、用意もしておいた」

　面食らったルティシアは無言で目を瞬またたいた。

（……凄すごい）

　いつも自分たちのために先回りして色んなことをしてくれる──そんなクロトの気配りに感心と感激を覚えつつも、ルティシアは短く咳せき払ばらいして、

「いや……その件とはまた少し違ちがうのだ」

「ん、そうなのか？」

「そうだ。何というか、その……昨日は迷めい惑わくをかけてしまって、すまなかったな」

「……？」

　クロトが明らかに何の話か分からないという顔なので、先走ったことに気づいたルティシアは急に恥はずかしくなった。豪ごう奢しやな金きん髪ぱつを意味もなく大げさに搔かき上げて、

「いや、だから、その……昨日、わたしがレイスに言い負かされた時、啖たん呵かを切ってくれたじゃないか。いつもクールな君が……わたしのために！」

「あ、そう言えばそんなことあったっけ。いや俺、別にクールじゃないだろ」

　ルティシアは首を左右に振った。

「一言、礼を言いたかったのだ……感謝する！」

　大真面目にルティシアが告げると、クロトは意外にも目を閉じて嘆たん息そくする。

「……相変わらず律りち儀ぎだな、ルティシアは」

「え？」

「あれくらい気にするなって。俺たち、仲間じゃないか」

　涼しげに微笑み、軽く両手を広げるので、ルティシアはなぜか赤くなる。嬉しいのに少し悔くやしく、それでいて密ひそかに心地ここち好よいのはなぜだ。

　そういう時はとりあえず、怒おこってみせる以外に反応の仕方を知らない。

「り、律儀で悪かったな！　君はいつもそうやって、わたしのことをからかうんだ！」

「え？　悪いなんて言ってない。からかってもいないぞ」

「も、もういい！　今の話は忘れろ！　それよりクロト、ナハティガル隊に対抗する方法とはどんなものなんだ？　今はそちらの方が遥はるかに重要だっ」

　ルティシア自身もそれについては色々と考えたが、良案はまだ閃ひらめいていなかった。

　敵が連射可能なＤブレスで地上を潰つぶす以上、自分たちも空中に退たい避ひするしかないが、不慣れな飛行戦せん闘とうでは挙動に大きな差が出る。

　無論、ルティシアの《戦術竜装タクテイクスヴアラー》も飛べないわけではない。

　背面の竜力炉バツクパツクシエルに付ふ随ずいする飛行用共通スラスター、左右の腰こしに位置するスカラバード固有の追加スラスターという、全三個のメイン推進機構がある。

　だがスラスターだけでなく、展開すれば〈飛ひ竜りゆう〉を彷ほう彿ふつとさせる巨きよ大だいな可か変へん翼よくを持つ〈ナハティガル〉に比べれば、機動性の違いは明らかだ。揚よう力りよくも揚抗比も比ひ較かくにならない。

「たぶんルティシアが考えてる案と大体同じだよ。地上が使えないなら、当然上じよう昇しようして戦うしかない」
















　クロトの回答に、ルティシアは眉まゆ根ねを寄せた。

「だがそれでは……」

「機動性で劣おとると言いたいんだろう？　だったら動かなければいい」

「動かない……？」

「空中での鬼おにごっこに付き合う必要はないってことだよ」

（一体どういうことなのだ……？）

　余よ裕ゆうに満ちたクロトの顔をルティシアは思わずまじまじと見つめた。




　　　　◆　◆　◆




　ヴァントワーヌ竜装学院の特色である《小隊システム》──

　そのランキングの仕組みはシンプルだ。

　小隊は、結成時のメンバーの出自や実績に応じたポイントを贈ぞう与よされ、解散するまで共有する。といっても微び々びたる差でしかないため、大たい抵ていはＥランクからのスタートだ。

　随ずい時じ変化する小隊数、構成メンバー、合計ポイント数などは全すべて学院側が管理する。

　小隊は保有する合計ポイント数でＳ～Ｆまでの七段階に格付けされ、条件はこうだ。




　学院に存在する全小隊の合計ポイント数を比較して、上位５％がＳランク小隊。

　６～15％がＡランク小隊。

　16～25％がＢランク小隊。

　26～45％がＣランク小隊。

　46～65％がＤランク小隊。

　66～85％がＥランク小隊。

　その他が最下位のＦランク小隊。




　現在のランキング統合序列一位は、生徒会長ヴィナス・クロフォードが在ざい籍せきするヴィナス小隊で、これは完全に不動のトップだ。

　統合序列二位には副会長が所属するサイ＝カ特務騎き士し隊がつけているが、ヴィナス小隊とは莫ばく大だいなポイントの差があり、今は序列三位の小隊と熾し烈れつな争いを繰くり広げている。




　ポイントは主にランク戦で大きく増減するが、他にも獲かく得とくの方法がある。

　学院長ルシャスを通し、生徒会経由で特定の小隊に依い頼らいされる任務をこなすことだ。

　任務の内容はケースバイケースだが、成功すれば難度に応じたポイントが与あたえられ、失敗すれば減る。

　最も重要な任務は、ドラゴンが棲すむ森──〈腐界〉の封印状態の巡じゆん察さつだが、これは全ての小隊持ち回り制のため、例外的にポイントの増減はない。

　逆に大きく減点されることもあり、これは不ふ祥しよう事じや校則違い反はんをした場合だ。

　不当行こう為いは連帯責任。その者が罰ばつを受けるだけでなく、所属小隊の合計ポイントも減らされるため、チーム仲が悪化して一気に空中分解することもある。

　いずれにせよ、ポイントの増減は、学院お抱かかえの算術士がリアルタイムで計算し続けているので、上位ランクでも何もしなければ自然と降格する。

　小隊活動はポイントの獲得を念頭に、常に行動し続けることが重要なのである。




　ポイントが最も大きく増減する、ランク戦のルールはこうだ。

　対戦の指名は小隊のリーダー同士で行い、合意が得られたら学院の小隊戦管理グループに報告。その時点で試合の日程が組まれる。

　合意があれば基本的に自由に対戦できるが、同じランクの全小隊と戦ってからでないと、再戦はできないので注意が必要だ。

　戦闘の内容は集団戦。小隊の竜装騎士ヴアラードラグーンが全員フィールドに出て、一いつ斉せいに戦う。

　竜装設計士ヴアラーデザイナーと竜装整備士ヴアラーメンテナーは原則として出場不可だが、学院長か生徒会長が認可した場合のみ特別に参加でき、ユーリが竜装整備士ヴアラーメンテナーなのにランク戦に出られるのはこれが理由だ。

　バトルの勝利条件は、小隊のリーダーを戦闘不能にすること。もしくは戦意を折って降参させること。

《戦術竜装タクテイクスヴアラー》はある程度ダメージを受けると自動的に機能停止するので、基本的には皆みなが実戦同様に戦う。

　勝負がついたと判断した時点で審しん判ぱんが止めるため、命の危険はないものの、大おお怪け我がをすることはあり、ランク戦会場には複数人の治ち癒ゆ魔ま法ほうのエキスパートが常じよう駐ちゆうしている。

　勝負に勝った小隊は、負けた小隊から規定数のポイントを奪うばえる。

　また、勝敗決定時に特定の条件を満たしていた場合、レギュレーションとしてボーナスポイントが獲得可能だ。




　開始三十秒以内──ポイント＋20

　開始一分以内──ポイント＋10

　開始二分以内──ポイント＋５

　ノーダメージ（被ひ弾だんゼロ）──ポイント＋５




「……と、ちょっと長い説明になったが、今回は勝利ポイントの他に、このボーナスポイントの獲得も狙ねらっていきたいと思う」

　クロトがそんな風に語り終えても、ルティシア、シャロン、ユーリ、ファムの四人はまだ少し呆あつ気けに取られたような顔だった。数秒後──

「すごーい！」

　我に返ったシャロンが華はなやいだ歓かん声せいを上げる。

「クロトってやっぱり凄いわ！　わたし、意味がさっぱり分からなかった！　それくらい凄い！」

「……何だそれっ？」

　と、隣のユーリが体勢を崩くずして転びかけた。

　冷や汗あせをかきながら繊せん細さいな前まえ髪がみを直して、ユーリは訊きく。

「シャロン、今までルールを把は握あくしてなかったわけ？」

「当たり前でしょう。わたしは隊長なんだから」

「……答えになってないよ！」

　シャロンとユーリが侃かん々かん諤がく々がくと言い合う横では、ルティシアが翠すい玉ぎよくの瞳ひとみを輝かがやかせて拳こぶしを握にぎっている。

「完全に逆境だと思っていたが……そうだな。確かに攻せめる気をなくしてはいかん！」

　やるぞ、とルティシアは己おのれに言い聞かせるように呟つぶやき、いい感じだとクロトは思う。

　ここは学院構内の外れにある無人の丘おか──

　いつもの訓練場所とは違うが、人がいない分、加減なしで思いきりやれる穴場だ。

　朝食後、ＳＲ15小隊のメンバーは、ユーリ以外全員固有の《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を纏まとってここに集まった。

　ルティシアの装備はＤ‐ｚ型試作初号機〈スカラバード・レーヴァ〉──火属性。

　シャロンの装備は同じく弐に号機〈花散竜カサンドラ〉──風属性。

　ファムの装備は今日が初はつお目見えの参号機〈穹骸竜スカルドラ〉──風属性。

　いずれもクロトが彼女たちのため、特別に用意したものである。

　普ふ通つうの竜装騎士ヴアラードラグーン用の《戦術竜装タクテイクスヴアラー》は、竜りゆう核かくという半生体機関が動力源。

《竜遣いの巫女メデイウム》特有の同調能力により、竜核から取り出したエネルギーを極ごく細ぼその管と軸じく索さくを通して、竜骨格フレームワークの裏に編み込まれた人工竜筋マツスル・アクチユエータへと行き渡わたらせる。

　それが全身のパワーアシスト機能となり、また、バリア力場の生成が可能な竜装甲エクステリアを稼か働どうさせるのだ。攻こう撃げき力と防ぼう御ぎよ力を飛ひ躍やく的に増ぞう幅ふくする強化外骨格──《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の基き礎そ機能である。

　クロトが製作した《Ｄ‐ｚ型戦術竜装タクテイクスヴアラー》は、なぜか竜核と同調できないルティシアやシャロンのためにＤ‐ｚ精霊素変換機関エレメンタル・シンギユラリテイ・リアクターというコアユニットで駆く動どうするようにしたものだ。

　これは魔ま法ほう発動の源である精霊素をドラゴンの力に擬ぎ装そうする仕組みだから、魔法を使える者──即すなわち、意識の中に精霊元素回廊プロムナードを持つ者なら誰だれでも扱あつかえる。

　火の魔法が得意なルティシアは火の精霊素で、という風に各自の得意属性に応じた最適化処理を施ほどこしてはあるが、原理的には魔法士なら万ばん人にんが操作可能なのだった。

　しかし──

「……ぬー！」

　今ここに、拳を握り、両りよう脚あしを広げて踏ふん張っているファムがいる。

　彼女の纏まとった〈穹骸竜スカルドラ〉は微み塵じんも動く気配がなかった。

「……そうか。やっぱりファムには魔法が使えないんだな」

　クロトの言葉にファムは無表情で威い勢せいよく答える。

「そうなのです！」

「だったら先に言ってくれれば」

「言ったら造ってもらえませんでした。当たり前ですけど」

　自分の纏った〈穹骸竜スカルドラ〉に押し潰つぶされそうになりつつも、ファムは思いの丈たけを語る。

「わたしは魔法を使えません……でも専用の《戦術竜装タクテイクスヴアラー》をどうしても一度着てみたかったのです。みんなと同じように竜装騎士ヴアラードラグーンの気分を味わってみたくて……ふぬぬぬ！」

「お、おい、あんまり無理するなよ！」

　クロトが止めてもファムは気張るのをやめず、何か変なものが出てしまいそうだ。

　ファムにねだられて造った参号機〈穹骸竜スカルドラ〉は、〈花散竜カサンドラ〉の姉し妹まい機である。

　敏びん捷しよう性と精密動作性に優すぐれるシャロンの〈花散竜カサンドラ〉を更さらに軽量化して、よりスピード特化型にしたものだ。

　造ったのはつい先さき程ほどだが、現実世界では一秒も経たっていない。

　クロトは神体《ザラストラ》の内部──自分の体内の《超ちよう空間》に潜もぐることが可能で、そこで《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を製作している間は外界の時間が止まるのだった。

　この〈穹骸竜スカルドラ〉は先程、欲ほしい欲しいと熱心におねだりされた後《超空間》に潜って用意したものだが──

（現状、スピード特化型どころか只ただの重い鎧よろいでしかないな……。仕方ない。〈花散竜カサンドラ〉が壊こわれた時にでもシャロンに使ってもらうか）

　クロトは元の世界にいた頃ころ、噓うそか誠まことか何かの本で、騎士の全身鎧プレートアーマーや武器は総合すると重さ数十キロにも及および、おまけに中は蒸むし暑くて苦行だったと読んだことがある。

　流石さすがに《戦術竜装タクテイクスヴアラー》はそこまでいかないが、小こ柄がらな少女のファムにとってはニュアンス的に割と近いかもしれなかった。

「お、お兄様はわたしに構わず、ルティシアしごきを始めてください。わたしはもう少し頑がん張ばります。気合が足りないのです。……かあー！」

「まあ、その……程々にな」

　ムキー！　と絶ぜつ叫きようするも《戦術竜装タクテイクスヴアラー》はやはり微び動どうだにしない。面おも白しろ美少女ファムはしばらく好きにさせることにして、クロトはルティシアとシャロンに向き直る。

「それじゃ説明するけど……話は簡単だ。相手の遠えん距きよ離り攻撃より先にこっちの遠距離攻撃を当てて撃うち落とす。基本的には只それだけ」

「……」

　丘に透とう明めいな沈ちん黙もくが漂ただよい、微び風ふうが緩ゆるやかに草を揺ゆらしていった。

「そ、それだけ……？」

　ルティシアが風に棚たな引びく眩まばゆい金きん髪ぱつを押さえて訊き返し、クロトは平然と頷うなずいてみせる。

「簡単だって最初に言っただろう」

「い、今のは流石にわたしでも理解できたわ。でも──」

　シャロンが戸と惑まどった顔で首を傾かしげる。

「クロトにしてはその戦法、単純すぎない？　わたし、もっと複雑で難しい指示を出されるものだとばかり……。容よう赦しやないお仕置きを密ひそかに楽しみにしてたのに」

「……お仕置き？　いや、別に難しいことはしなくていいんだ。これは竜装騎士ヴアラードラグーン同士の勝負なんだから、相手より速く、強力な攻撃を、的確に弱点に当てることの方が重要だよ」

「……というと？」

「ん。つまりだな──」

　クロトは分かりやすい言葉を選んでシャロンに説明する。

「レイス設計の〈ナハティガル〉は、大型の可か変へん翼よくと軽量化された外装が特とく徴ちようの完全飛行特化タイプだ。確かに空中での機動性は滅め茶ちや苦く茶ちや高いけど……代わりに防御力は相当低い。特に可変翼は構造がデリケートだから、攻撃を当てればすぐ充じゆう分ぶんな機能を発揮できなくなる。そして機動性が封ふうじられれば〈ナハティガル〉はただの装そう甲こうの薄うすい《戦術竜装タクテイクスヴアラー》にすぎないんだ」

　クロトの話を聞いたルティシアとシャロンは、目から鱗うろこが落ちたような顔だった。

「〈ナハティガル〉の遠距離攻撃──連射可能の小型Ｄブレスも、見た感じ、かなり隙すきが多かったしな。回かい避ひするのは慣れれば難しくないと思う。地上が潰されることを前提に空中に留とどまって、常時適切なポジションに移動しながら射しや撃げきするんだ」

「成程……我々はブレスでなく、武器で遠距離狙そ撃げきするわけか！」

　ルティシアが興奮気味の声を出し、シャロンがそれに続けて、

「ライフルを使うのね！」

「ああ──」

　クロトの製作した《Ｄ‐ｚ型戦術竜装タクテイクスヴアラー》には通常の《戦術竜装タクテイクスヴアラー》にはない、竜巧武装エーデルヴアツフエと呼ばれる特とく殊しゆな召しよう喚かん兵器──《魔砲大剣ブレードナパーム》、《戦術魔砲シユラインガン》、《精霊機銃剣エレメンタル・ソードライフル》などがある。

　中でも《精霊機銃剣エレメンタル・ソードライフル》は破は壊かい力こそ中規模ながら攻撃速度に優れ、精密射撃や連射もできる、極きわめて利便性の高い銃剣だ。

　ルティシアの〈スカラバード・レーヴァ〉にはもう一つ、秘密の武器が内蔵されているが──今回は戦術上、出番はないだろう。

「移動しながら移動する的に当てるのは難しい。だから敵のＤブレスをかいくぐって中空でポジションを確保し、その場に留まって狙撃に専念する。普通に勝つだけじゃ物足りないから『開始三十秒以内』と『ノーダメージ』のボーナスポイントも狙っていこう」

　敵小隊のブレーン、レイスのポリシーは手て駒ごまの支配と効率至上主義らしい。

　だったらこちらはその全すべてを正せい攻こう法ほうで上回り、結果を突つきつければいいだけの話だ。

「少し特訓は必要だけど……俺はルティシアとシャロンなら、やれると思ってる」

「……はい！」

　二人は顔を輝かせて生気溢あふれる返事を重ねた。




　　　　◇　◇　◇




「──準備はいいか？」

　地上から投げかけられたクロトの声に、スラスターで滞たい空くう状態のルティシアとシャロンが高らかに答える。

「いいぞ。いつでも来い！」

「わたしもばっちりよ！」

　ルティシアは《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の両りよう腰ごしに位置するスラスターを掌てのひらで軽く撫なでながら、

（んっ──鳥にでもなった気分だ。運動性が格段に上じよう昇しようしてるぞ！）

　心地ここち好よい空中感覚は、先程クロトが《ザラストラ》を使って施してくれたパーツ換かん装そうのおかげだった。

　クロトは〈スカラバード・レーヴァ〉と〈花散竜カサンドラ〉の背部ハードポイントに、先せん端たんが上に突き出す形の細長い前進翼を取り付けてくれた。結果として《戦術竜装タクテイクスヴアラー》が更に揚よう力りよくを生成しやすくなり、捕ほ捉そくした気流も剝はく離りしにくくなる。

〈ナハティガル〉に正面から空戦を挑いどみたい気分にもなったが、空中機動性の上昇は逆に言えば不安定性の増加も意味する。クロトの指示通り、必要最低限の機動でポジション確保に専念するのが最良の選せん択たくなのだろう。

　ルティシアは魔法で構成された非物質の刀身を持つ光こう刃じんライフル──《精霊機銃剣エレメンタル・ソードライフル》を構えて、眼下のクロトに呼びかけた。

「さあ！　早く攻撃して来いクロト！　待ちきれなくて身体からだが疼うずいている！」

「そう焦あせるなよ──」

　と、地上のクロトが右手を優ゆう雅がに持ち上げて異能を発動する。

「攻型『操』タイプ・パペツト×緑Ⅱグリーン・デユアル──《自律戦闘像形成セフエルゴーレム》×《自遊気流ストリーマー》」

「……っ!?」

　ルティシアは啞あ然ぜんと両目を見開いた。

　突とつ然ぜんクロトの前の地面が盛り上がり、奇き妙みような土の棒が二本伸のびてきたのだった。

　否いな、それは土の棒ではなく──泥どろで形成された異形の人間。二体の泥人形のようだ。

　顔に異形の仮面を嵌はめて、手には細長い泥の槍やりを所持。全身に薄いベールに似た魔法の緑風を纏まとわりつかせている。

「クロト……何だいそれ？」

　地上で見学中のユーリが怯おびえ気味に訊きいた。《戦術竜装タクテイクスヴアラー》のないユーリは今回の模も擬ぎ戦には参加しない。

　クロトは安心させるように軽く手を広げて、

「土属性の魔法人形だ。自律戦闘像セフエルっていうらしい。与あたえた命令を自動的に行う──要はオートマトンだな」

「そんな魔法があったのか……。かなり高位の術法だね」

「ん、そうなのか？　俺も昨日、ヴィナスから吸収して初めて知ったんだけど」

「ヴィナス……？」

　途と端たん、普ふ段だんはスマートで温おん厚こうな物腰のユーリが憎ぞう悪おをあらわにする。

「あの女……また君に何かしたのか？」

「大したことはされてない。そんなに怒おこるなよ。いつもヴィナスに過か剰じよう反応しすぎだぞ、ユーリは」

　気まずそうにユーリは伏ふし目になった。

「……すまない、クロト。今はそんな場合じゃなかったね。続けてくれ」

　自じ嘲ちよう的な声こわ色いろでそう言うと、ユーリは踵きびすを返して下がった。

「いいのか？　悩なやみがあるなら相談に乗るけど」

「大だい丈じよう夫ぶ。今はもう少しだけ放ほうっておいてほしいんだ。ただ……ボクも《戦術竜装タクテイクスヴアラー》のこと、そろそろ真ま面じ目めに考えなきゃいけないな」

「どういう意味だ？」

「彼女たちがあんなに頑張ってるんだから、ボクもあのことを──いや……だけど──」

　一向に稼か働どうしない〈穹骸竜スカルドラ〉を背負って気張るファムのそばに立ち、前まえ髪がみを直しながらユーリは物思いに沈しずむ。

（うーむ……。本当に、ユーリとヴィナスの間には何があったのだろうな）

　と、ルティシアは地上を眺ながめて思いを巡めぐらす。

　男女間のもつれ──否、それはおそらくないだろう。なぜなら、と思考している間にも地上では更に驚きよう異いの事象が続いていた。

　魔ま法ほうの緑風を纏まとった泥人形──二体の自律戦闘像セフエルが宙に浮ういたのだった。

　そのまま緑の気流を拡張させて緩やかに浮ふ上じようし、突とつ然ぜん弾はじけるように垂直上昇。トビウオのように加速する。

「──あれって、わたしの風魔法じゃない！　どうして……？」

　上空のルティシアの隣となりで、同じく滞空しているシャロンが驚おどろきの声を上げた。

　クロトが地上で、ごく当然のことのように説明する。

「昨日、間近で見せてもらったからな。構造がシンプルな魔法なら、一度見れば《ザラストラ》で分ぶん析せき×再現できる。それを自律戦闘像セフエルに継承インヘリタンスさせたんだ」

「クロトって……やっぱり凄すごい！」

　陶とう酔すい的な視線を地上に向けるシャロンを横目に、今いま更さら何を言っているんだとルティシアはつい憮ぶ然ぜんとする。

　ともあれ、二体の自律戦闘像セフエルがルティシアとシャロンの高度まで到とう達たつした。

「……つまりはこれを倒たおせばいいのだな？」

「ああ」

　ルティシアの問いに地上のクロトが短く頷いて、

「無生物だから、遠えん慮りよなく狙撃して撃げき墜ついすればいい。格好の訓練になるはずだ」

　言下に、二体の自律戦闘像セフエルが急旋せん回かいしながら更さらに高度へ上昇した。

　空戦とはいえ、位置エネルギーが存在する以上、より上のポジションが有利だ。魔法人形たちはナハティガル隊の戦闘機動を再現する魂こん胆たんらしい。

「生意気な……。無生物が竜装騎士ヴアラードラグーンを気取るなどと……！」

　ルティシアは《精霊機銃剣エレメンタル・ソードライフル》から光刃を生成すると、勇ゆう猛もうに上空を睨にらみ付ける。

　光刃の原理は精霊素の攻こう撃げき系変へん換かん処理──つまり攻撃魔法と同じ仕組みだが、射出装置に《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の機構を使っているため、威い力りよくも速度も比ひ較かくにならないほど優れている。

「人形風ふ情ぜいが──舐なめるなっ！」

　ルティシアは二体の敵に向けて《精霊機銃剣エレメンタル・ソードライフル》の光刃を連射した。

　落とした、と思う。

「──ギッ！」

「──ギギィッ！」

　だが二体の自律戦闘像セフエルは意外にも難なくルティシアの光こう弾だんを躱かわして、反撃を仕し掛かけた。

　振ふりかぶった泥の槍を、物もの凄すごい勢いで下方のルティシアに投とう擲てき。

　風を切り裂さいて飛来した槍が、ルティシアの肩かたと脚きやく部ぶにそれぞれ命中する。

「──きゃっ！　あぁっ！」

　ダメージの衝しよう撃げきで大きく横に体勢を崩くずした。

　小こ癪しやくにも、泥人形は泥の槍を連続で投擲し、またもルティシアは躱せない。余よ裕ゆうを失った状態のまま空中で滅めつ多た打うちにされて、やがて体勢がぐりんと逆になった。

　落下する。

（あっ……怖こわい──）

　スラスターと前ぜん進しん翼よくのバランスが狂くるって変な動きになった。鳥とり肌はだが立つ。

　姿勢制せい御ぎよに失敗して頭から下方に加速し始めた。自由に身動きできない未知の恐きよう怖ふに、ルティシアの整った顔が引き攣つる。

〈スカラバード・レーヴァ〉は滅め茶ちや苦く茶ちやな錐きり揉もみ状態で、加速しながら頭から地上に急降下していった。

「きゃあああああああっ！」

　地面が高速で目前に迫せまり来る恐怖──頭がそれでいっぱいになり、バリア発動の余裕もない。空戦がこれほど危険で恐おそろしいものだったとは。

　地面に激げき突とつする寸前、ルティシアは思わず両目を瞑つぶった。

　が──不意に落下の勢いが消失し、柔やわらかなベッドに似た心地好さに受け止められる。

「守型『還』タイプ・トーラス──《衝撃吸収エアクツシヨン》」

　涼すずしい声と優やさしい感かん触しよくに、怖こわ々ごわ目を開けると、クロトが両りよう腕うででルティシアの身体を横向きに抱かかえてくれていた。おかげで掠かすり傷一つ負わずに済む。

　しかもそれは憧あこがれの王子に運ばれる姫ひめのような──密ひそかにルティシアが少女時代から憧れていた抱だかれ方で──

（……）

　落下の恐怖で、まだ心臓の鼓こ動どうが速い。

　危あやういところを助けられたルティシアは呼吸を懸けん命めいに落ち着けつつ、赤面しながらクロトをひたむきに見つめる。

　と、やがてクロトも微かすかに頰ほおを染めて、

「な、何だよ……そんなに見るな」

「す、すまん！」

　ルティシアは慌あわてて瞳ひとみを斜ななめ下に逸そらした。

「べ、別に謝らなくてもいいけど」

　と、なぜかクロトも照れたように横を向いて続ける。

「でも、まさか泥人形に瞬しゆん殺さつされるとは思わなかったな……。一体減らそうか？」

　そんなクロトの提案に、ルティシアの陶酔的な気分はいとも呆あつ気けなく消え失うせた。

　確かに醜しゆう態たいを晒さらしたし、提案がクロトの気き遣づかいであることも分かっていたが──

　それでも自分の気持ちを主張せずにはいられない。

「ば、馬ば鹿かにするな！」

「うお？　びっくりした」

「そもそもお前が強すぎるのが原因だろう！　わたしはこの程度では音ねを上げん！　減らすより増やせ！　もっと大勢で我々を狙ねらい撃うちにしろ！」

　クロトに抱かれたまま、ルティシアは拳こぶしを振り上げて勇ましく言い立てる。

「そもそもランク戦まで、あと四日しかないんだぞ？　敵のブレーンはあのレイスだ。多少無茶するくらいでないと奴やつらには勝てん！」

「でも、このタイミングで怪け我がしたら大変じゃないか」

「わたしを侮あなどるのもいい加減にしろ。怪我になど負けるものか！」

「……」

　クロトが微かに眉まゆを顰ひそめたのでルティシアの胸はちくりと痛んだ。

　きっと扱あつかいにくい女だと思われているのだろう。別に誰だれに何と思われても構わないが、クロトにだけは──

「すまん……。当たってしまった」

　気づけば小声でそう呟つぶやいていた。

　ルティシアはクロトの腕うでの中で唇くちびるの端はしを僅わずかに嚙かみ、呻うめくように語る。

「だが……分かってくれ、クロト。わたしはいつか必ず誰よりも強い竜装騎士ヴアラードラグーンになる。そう決めたんだ。Ｓランクに昇しよう格かくして、卒業試験に合格して、一人で軍と渡わたり合えるほど強くなる。そして、国と姉様たちを救うんだ。みんなの笑え顔がおを取り戻もどしたい──」

「ルティシア……」

「だからクロト、敵の数をもっと増やせ。傷ついてもいい。怪我したって構わん。わたしはどうしても強くなりたいのだから！」

　クロトが何かに打たれたような真しん剣けんな顔になった。

「──そうだよな。分かった」

　クロトはルティシアをそっと地面に下ろすと、

「来い、自律戦闘像セフエル──」

　秘術を極きわめた呪じゆ術じゆつ師しのように、地中から異形の泥人形を四体、速すみやかに呼び出す。

「──飛べ」

　クロトの命令に頷うなずいた泥人形が、風の魔法《自遊気流ストリーマー》で矢のように垂直上じよう昇しようした。

　上空の二体と合流し、全部で六体の自律戦闘像セフエルが泥の槍を構えて旋回を始める。

「こ、こんなに沢たく山さん相手しなきゃいけないの……？　ナハティガル隊は三人なのに？」

　いつも元気なシャロンも上空でたじろぐが、ルティシアが気合に満ちた声で、

「二倍の相手と特訓するくらいでちょうどいいんだ！　一いつ緒しよに頑がん張ばろう！」

「う、うん……。分かったわ！」

　発奮したシャロンに合流しようと、ルティシアが《戦術竜装タクテイクスヴアラー》のスラスターを再稼働させた時、ふとクロトに呼び止められる。

「ルティシア、強くなるためには無茶も必要かもしれないけど、空中狙そ撃げきには判断力も重要だぞ。敵は常に動いてる。相手の軌き道どうを見極めて、次の行動を先読みするんだ」

「先読み？」

「敵が来るであろうポイントを狙う。つまり、敵の移動位置の予測」

「……っ！」

「むしろ、それを利用して敵の動きをコントロールするんだ」

　その助言はルティシアの中に強く響ひびき、脳のう裏りに新たな領域が広がる感覚があった。




　スラスターを全開にしたルティシアは、滞たい空くう状態のシャロンの隣まで上昇すると、クロトから聞いた助言を伝えた。

『敵六体の動きを先読みしての狙撃』──

　世間の大たい抵ていの物事と同様、言うのは簡単だが、実行は極めて困難だった。

　しかもルティシアもシャロンも、ほぼ初めての本格空戦。空中感覚を摑つかめない状態での三次元機動戦闘だから、狙撃以前に移動が覚おぼ束つかない。

　地面との摩ま擦さつがないだけで、急速な方向転てん換かんや停止がこれほど困難になるとは思ってもみなかった。《精霊機銃剣エレメンタル・ソードライフル》を使う最適な姿勢とタイミングが確保できない。

　スラスターと前進翼のバランスを取り、敵の投擲武器と包囲から高速移動で逃のがれて、狙撃ポジションを確保する──

　それに慣れるのに数時間。数え切れない大量の泥どろの槍やりをこれでもかと浴びせられて、ルティシアとシャロンは何度も何度も地上に落とされた。

　地上ではユーリとファムが気の毒そうな表情でルティシアたちを見上げている。

「ルティシア！　シャロン！　少し休んだ方がいい。ぼろぼろじゃないか」

　クロトが上空に声を投げると、満まん身しん創そう痍いのルティシアとシャロンが気き迫はくで叫さけび返す。

「──ま、まだだ……っ！」

「せめて……一体は倒してからでないと！」

　疲ひ労ろうを知らない自律戦闘像セフエルが六体、またしても高速旋回による包ほう囲い網もうを形成しながら、泥の槍を連続投擲してきた。目の前の脅きよう威いにルティシアは集中する。
















（最小限の動きで躱すんだ──そして狙撃のタイミングを作る）

　ようやく目が慣れてきた敵の攻撃を、ルティシアは感覚で必死に回かい避ひしながら、

（──そう、今だ──敵の軌道と速度から判断して、来るべき場所に──）

　瞬間、脳裏を一条の蒼あお白じろい光が駆かけ抜ぬけ、何かを摑んだ気がした。

　ルティシアは驚おどろくほど滑なめらかな動作で銃じゆうを標的に向けると、

「──そこだ！」

　キュオンッ──！

　鋭するどい発射音と共に光こう刃じんが放たれて、青空を裂くように飛ぶ。

　その後、射線上に敵が飛び込んで来た。

　飛行する泥人形の頭部に吸い込まれるように光刃が命中して破は裂れつ音が響く。土つち塊くれが辺りに爆散し、自律戦闘像セフエルが一体戦闘不能になった。

「や、やった……！」

　ルティシアはこれ以上ないほど大きく目を瞠みはった。あまりにも鮮あざやかな手て際ぎわで、自分のしたことだとは思えない。

「当てた……。わたしは当てたぞ、クロト！」

　ルティシアは興奮を抑おさえきれずに捲まくし立てる。

　地上でクロトはしばらく呆気に取られた顔だったが、やがて銀ぎん髪ぱつを風にそよがせて淡あわく顔かおを綻ほころばせた。

「よくやったな。間ま違ちがいなく強くなってるよ、ルティシアは」

「……っ」

　その一言でルティシアの胸は燃えるように熱くなり、なぜか一瞬泣きそうになって、今日の全すべての苦労が報むくわれたと思った。








第三章　王弟派の陰いん謀ぼう









　アナトダスク要よう塞さい──

　中央大陸、ダーナ王国の王都スーヴェランの北西に位置する、巨きよ大だいな城である。

　城と言っても、宮きゆう廷ていがある王都の王城とは機能が全く異なり、ここアナトダスクは岩の多い丘きゆう陵りように築かれた、天然の要害にしてダーナ王国最大の軍事拠きよ点てんだ。

　すぐ西の貿易都市リントパクを押さえることで、クヴァル連合公国への連れん絡らく経路も支配できるという、地政学的にも重要な場所である。

　現在ダーナ王国では、女王派と王弟派が泥どろ沼ぬまの内乱を繰くり広げているが、ベアトリスを筆頭とする女王派は王都スーヴェランを中心に、そして王弟派はこの要塞を拠点として、多くの諸しよ侯こうや上位騎き士したちと共に敵陣じん営えいの打だ倒とうを企くわだてているのだった。

　そのアナトダスク要塞の最さい奥おうにある大聖堂──

　人ひと払ばらいされた静せい寂じやくの空間に、六つの人ひと影かげがあった。

　祭さい壇だんの前で向かい合っているのは王弟リチャードと、彼の右みぎ腕うでの預言師ゼラ・ヴェーデンドレヒ。

　騎士姿のリチャードと、闇やみ色のナイトローブを着たヴェーデンドレヒのオーラは拮きつ抗こうしていて、二人の間に格の違ちがいはない。

　リチャードの背後には、魔ま導どう騎士団の王弟派指揮官──グリスウォルドが控ひかえている。

　グリスウォルドは王弟派随ずい一いちの力を持つ騎士で、周辺国から〈暗黒騎士ダークナイト〉と畏い怖ふされる剛ごう剣けんの遣つかい手だ。判断力と知性にも優すぐれ、戦場外で行われる活動にも対応が可能。

　即すなわち、策さく謀ぼうにも長たけているため、最年少エースと呼ばれる少女騎士メタリア・ヴァランシーも、立場的にはグリスウォルドに到とう底てい及およばないのだった。

　グリスウォルドは無言で思考する。

（しかし──いつ見ても得体の知れん連中だ。命を預ける気には到底なれんな）

　預言師ヴェーデンドレヒの背後に控える彼の三名の部下は、いずれも一いつ般ぱん的な騎士や魔法士とはかけ離はなれた風ふう体ていだった。

　仮面で顔を隠かくしたベアラ人の女と、車くるま椅い子すに乗って死んだように動かない謎なぞの老人。

　とりわけ奇き妙みようなのは最後の一人だ。額から角に似た突とつ起き物を生やしたその少女は、子供の頭部ほどもある巨大な卵を両手で抱かかえている。

「それで──」

　リチャードが悠ゆう然ぜんと口を開いた。

「諜ちよう報ほう員の動向はどうだ、ヴェーデンドレヒ？」

「順調ですよ。潜せん入にゆう先にも馴な染じみ、今は対象の情報を徐じよ々じよに引き出しているところだとか」

「そうか」

　リチャードは満足げに頷く。

　ダーナ王国には《幽骸ガイスト》と呼ばれる諜報機関があり、そこから抜ばつ擢てきした腕うで利ききのスパイを先日、ヴァントワーヌ永世中立国に送り込んだのだった。

　まだ誰だれにも気づかれていないらしい──つまり、ヴァントワーヌの防犯および監かん視し機構も存外大したことはないようだ、とグリスウォルドは結論づける。

（早めに例の情報を盗ぬすみ出せるといいが──）

　欲ほしい情報は多々あった。

　大陸最重要武力である《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の技術と、核かくとなる素材。その戦闘能力を更さらに上回る最強生物ドラゴンと、頂点に君臨する〈八大竜エンシエント〉の情報──

　特に〈八大竜エンシエント〉については、グリスウォルドでさえ名前以外、ほぼ何も知らなかった。

《大壊層》ティアマトー、《邪じや溶よう焰えん》スマウグ、《皇こう戦せん禍か》ファーヴニル、《蛇だ蝎かつ侯こう》アジダハーカ、《死し喰しよく帝てい》ジルニトラ、《魔ま海かい嘯しよう》リヴァイアサン、《蛇じや剣けん樹じゆ》ニーズヘッグ、《無む限げん還かん》ヨルムンガンド──

　最後のヨルムンガンドという名は、預言師とその部下が時折口にしているが、グリスウォルドが近づくと口を貝のように閉とざしてしまうため、詳しよう細さいを知れずにいる。

（食えない奴やつらだが……いずれ全員の正体を暴あばいてやる）

　表情を消して考えるグリスウォルドの前で、リチャードが不敵に顎あごを撫なでながら、

「このまま潜入者がうまくやれば、〈あれ〉が手に入るのだな？」

　ヴェーデンドレヒが冷たく微び笑しようして答える。

「《幽骸ガイスト》の彼女次し第だいですがね──」

「問題なかろう。彼女は優ゆう秀しゆうな諜報員だ」

　王弟の言葉に、ヴェーデンドレヒは一瞬何か考えるように切れ長の目を細めたが、

「──そう。たとえ奴が介かい入にゆうしてきたところで問題はない。新しい〈ドラゴンスポイラー〉の孵ふ化かも近づいていますしね」

　ヴェーデンドレヒが後方に顔を向けると、角を持つ少女が無言で頷うなずき、抱えた巨大な卵を意味ありげに撫でるのだった。




　　　　◆　◆　◆




　ヴァントワーヌ竜装学院上空──

　抜けるような青空を背景に、数多あまたの飛行物体が高速で飛び交かう。

　レイス率いるナハティガルＣ９機動小隊との対戦を二日後に控えたクロトたちは、その日も学院敷しき地ち内の外れにある無人の丘おかで訓練を重ねていた。

「──当たれ！」

「──命中しなさいっ！」

　ルティシアとシャロンが各自《精霊機銃剣エレメンタル・ソードライフル》を発射すると、眩まばゆい光こう刃じんが青空に綺き麗れいな線を引き、旋せん回かい機動中の自律戦闘像セフエル二体に命中。泥人形が爆ばく裂れつして二体分の土つち塊くれに戻もどる。

　雹ひようのように地上に降り注ぐ土の雨を見ながら、

「凄すごいね、ルティシアとシャロン……。短期間でこんなにも上達するなんて」

　感かん嘆たんの声を洩もらすユーリに、ああ、とクロトは答える。

「二人とも、俺たちが思ってた以上にセンスがあったみたいだ」

「うー……。わたしもあの二人が羨うらやましいのです」

　そう言い、ファムが無表情で指先を咥くわえる。どうしても動かない〈穹骸竜スカルドラ〉は当面諦あきらめることにしたようだった。

　クロトとユーリとファムが地上で見守る中、ルティシアとシャロンは見事な空戦機動を披ひ露ろうしていた。

　簡素な思考ルーチンで動いているとはいえ、自律戦闘像セフエルの攻こう撃げきを適切に回かい避ひし、最適な狙そ撃げきポジションに移動してライフルを発射。必ず当たるわけではないが、命中率はかなり高く、全すべては寝ねる間も惜おしんで二人が訓練に励はげんだ成果だろう。

（何だか感かん慨がい深ぶかいものがあるな──）

　クロトは腕うで組ぐみして思い出す。

　──当初〈スカラバード・レーヴァ〉を与あたえた直後のルティシアは、魔法が得意でないこともあり、途と轍てつもなくバランスの悪い戦い方をしていた。

　精霊素の配分処理の未熟さ故ゆえに、Ｄ‐ｚ精霊素変換機関エレメンタル・シンギユラリテイ・リアクターにオーバーフローを発生させ、時には戦闘中に停止してしまうこともあったのである。

　それが今では安定した高いパフォーマンスを発揮し──遠えん距きよ離り狙撃戦せん闘とうに限るが、一通りの空戦もこなせるようになった。

（やっぱり強くなりたいという欲求が人を強くするのかもな……）

　と、クロトが漠ばく然ぜんと考えていると、最後の自律戦闘像セフエルが狙撃されて土に還かえる。

　ルティシアとシャロンが滑らかに降下してクロトたちの間近に着地した。前ぜん進しん翼よくとスラスターの操作にもすっかり習熟している。

「クロト、見ててくれた？　わたしの勇姿！」

　上じよう機き嫌げんで駆かけ寄ってくるシャロンに、ああ、とクロトは頷いて、

「見てたよ。シャロンらしい爽そう快かいな動きだった」

　風の魔法が得意なせいか、動き自体はシャロンの方がいいとクロトは内心思っている。

「きゃーっ！　クロトに褒ほめられちゃったー！」

　シャロンは弾はじけんばかりの潑はつ剌らつ笑え顔がおでクロトの周りを飛び跳はねる。

　上気した顔のルティシアも少し勢い込んだ様子で、

「わ、わたしの動きはどうだったっ？」

「よかったよ」

「む、それだけ……か？」

「初日とは比べものにならない柔じゆう軟なんなバランス感覚だった。何より、ルティシアは射しや撃げきが巧うまい。一連のアクションを身体からだが覚えてきたな。努力が確実に結果に出てる」

「そ、そうか──！」

「お世辞じゃなくて本当に強くなってるよ、ルティシアは」

「～～～……っ！」

　ルティシアが心底嬉うれしそうに顔をほころばせ、両りよう拳こぶしを握にぎって背中を丸める。

「いざとなったらルティシアには《三叉槍砲ドラゴンクロー・ハープーン》もあるし……まあ、今の射撃の技ぎ倆りようを見る限り、ナハティガル隊に使う機会はなさそうだけどな」

　召しよう喚かん兵装《三叉槍砲ドラゴンクロー・ハープーン》は先日のティアマトー事件の後、〈スカラバード・レーヴァ〉を修復した時に追加した武器だ。

　純じゆん粋すいな遠えん距きよ離り武器とは違う特とく殊しゆな装置なので、今回のメイン戦術には据すえられない。

（さておき──）

　クロトは遠くの時計台をちらりと見る。もうすぐ約束の時間だった。

　新しい自律戦闘像セフエルを若じやつ干かん多めに土中から呼び出すと、クロトは素す早ばやく身を翻ひるがえして、

「じゃ、俺はちょっと用があるから。ユーリ、代わりに監かん督とく頼たのむ」

「了りよう解かい」

「いつも悪いな」

　と、言って立ち去ろうとしたクロトを、まだ地上にいたシャロンが呼び止めた。

「ちょっと待って。最近クロト、いつも途と中ちゆうで抜ぬけちゃうけど、どこ行ってるの？」

「実はわたしも気になっていた」

　ルティシアも腰こしに片手を当てて話に加わる。

「この訓練を始めて以来毎日だからな。……どこに行くのも君の自由だが、気にはなる。授業か？　それとも設計科で特別な課題でもやってるとか」

「いや、授業じゃない。行き先は学院の外だよ」

「学院の外……？　ああ、買い物か」

「いや──」

「いや？」

　怪け訝げんな顔をするルティシアとシャロンに、どう対応しようかクロトは少し迷う。

　が、隠すことでもないだろう。ありのままを説明した方がいいと判断して、

「街で知り合いと会ってるんだ。蒼そう月げつ華か南なんっていう同級生の女の子で……彼女も俺と同じ異世界転生者なんだよ。色んなことを話して、情報交こう換かんしたいって言うんだ」

「え……？」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくが通りすぎ、その後、皆みなが声を揃そろえて叫さけんだ。

「えええええええーっ!?」

　物もの凄すごい仰ぎよう天てんぶりを見せるルティシア、シャロン、ユーリ、ファム。叫び終わっても、口を金魚のように開閉させるばかりで、いくら待ってもまともな言葉を発しない。

（別にそこまで驚おどろかなくても……。俺だって異世界から来たんだぞ？　ファムだって自じ称しよう、並行世界パラレルワールドからの来訪者じゃないか）

　何より、このままでは華南との約束に遅おくれる。

「じゃ俺、中央広場で待ち合わせしてるから。夕方までには戻る」

　クロトは片手を軽く振ふって、その場を離はなれた。




　　　　◇　◇　◇




　ヴァントワーヌ学術都市、首都中央広場──

　午後の明るい陽光の下、巨きよ大だいなブロンズの騎き士し像の陰かげに隠かくれて、ルティシア、シャロン、ユーリ、ファムの四人は噴ふん水すいの方向を見ていた。

　気になって訓練どころではないとシャロンが大おお騒さわぎするので、それを口実に、皆で制服に着き替がえて密ひそかにクロトを追ってきたのだった。

　ルティシアは低い声で呟つぶやく。

「むう……。あの人が……華南さんか」

　いつもクールで気配りに長たけたクロトが、自分たちの訓練をオートマトンに任せてまで毎日欠かさず会いに行く、異世界から来た女性──

（──くっ！）

　なぜか平静でいられず、つい下した唇くちびるを嚙かむルティシアの隣となりでは、シャロンが涙なみだ目めで小刻みに震ふるえている。

「やだ……あの人、凄く可愛かわいい……。しかも何か謎なぞのある雰ふん囲い気き……大人っぽい！　どうしよう。わたし、浮うわ気きされちゃう──」

　シャロンの横でユーリが転びそうになり、体勢を直して冷や汗あせまじりに頰ほおを搔かく。

「いやいや、別にシャロンのものじゃないでしょ、クロトは……。でもあの娘こ、確かに美人だな。髪かみとか艶つや々つやで、この世界にはあまりいないタイプだよ」

「納なつ得とくできないのです……。お兄様は本来、小さな女の子しか愛せないはずなのに！」

　ファムもさりげなく暴言を吐はき、そんなことはない、とルティシアは心中で断じる。

　広場の噴水のそばで、クロトとその異世界人の少女──華南は立ち話をしていた。

　風に棚たな引びく神秘的な長ちよう髪はつ。整った顔と淡あわ雪ゆきの肌はだ。見たことのない不思議なデザインの服がよく似合っている。

（認めざるを得ない。女のわたしの目から見ても彼女は綺麗だ──）

　綿わた菓が子しに似た雲が浮うかぶ青空の下、楽しげに談だん笑しようするクロトと華南。二人の様子はまるで恋こい人びと同士の逢あい引きのようだ。遠目に見ながらルティシアは少し息苦しくなる。

　と、やがて二人が親密な目配せを交わして歩き始めた。

　打ち解けた雰囲気で会話しながら、クロトと華南は多くの市民が行き交う昼すぎの中央広場をゆっくりと歩いていく。

　シャロンが慌あわてて皆を急せかした。

「ほら！　追うわよ、みんな！」

「う、うむ！」

「お兄様が昼間からどこかにしけ込むつもりなら、全力で止める必要があるのです」

「いやー……流石さすがにそれはないんじゃないのかな」

「ユーリには危機感が足りないのです。男は皆、自分の中に猛たけり狂くるう一いつ匹ぴきのドラゴンを棲すまわせているのです！」

「どういう意味だい？」

　ともあれ、ルティシアたちもブロンズ騎士像の陰を出て、適度な距きよ離りを保持しつつクロトと華南を追う。

　最初にクロトと華南が向かったのは食べ物の屋台だった。二人は細長いスティック状のチュロスを購こう入にゆうして仲良く食べながら、繁はん華か街がいに繫つながるヘクセン通りを歩いていく。

（美味おいしそうだな……。わたしは昼食を食べていないのに）

　尾び行こうしながらルティシアは眉まゆ根ねを寄せて、ほぼ八つ当たり的に考える。

　空腹を抱かかえてなぜこんなことをしているのか──客観的に己おのれを省かえりみると少し悲しくなるが、どうしても二人の遠い後ろ姿から目を離せない。

（ランク戦まであと二日──本来はこんなことをしている場合ではないのだがな……）

　逡しゆん巡じゆんするルティシアをよそに、クロトと華南はバザールの様々な品を覗のぞいては興味深そうに顔を突つき合わせている。

　きっと向こうの世界には存在しないものが沢たく山さん売られているのだろう──

　クロトが土産物の屋台で、中に虫が閉じ込められた琥こ珀はくを摘つまんで太陽にかざし、華南が物もの珍めずらしげにそれに見入る。

　華南が絹織物の店で、薄うす手でのショールを頭に被かぶって首に巻き付け、修道院のシスターのように両手を組んで祈いのる真似まねをする。クロトは微笑ほほえむ。

　やがて花屋で華南にせがまれたクロトが一本、淡あわい水色のスミレを買い、彼女の髪に挿さしてあげたのを見た時には、花好きとして思わず地じ団だん駄だを踏ふんでしまった。

「ル、ルティシア……気持ちは分かるけど、そういうこともあるって」

　隣のユーリが控ひかえめに慰なぐさめの言葉をかけてくるが、

「分かってる！　わたしは全然悔くやしくなんかない……。ただ、意味もなく苛いらついているだけだ」

「そうなのかい？」

「八つ当たりしそうだからユーリは少し離れていろ。放ほうっておいてくれ！」

「ん、分かったよ。無理しないでね」

「……すまない」

　先に行くよとユーリは気き障ざに前まえ髪がみを搔き上げて微笑み、ルティシアは仲間たちから少し距離を取ってクロトと華南の尾行を続ける。

　だが──もうそんなことは切り上げて帰るべきだと、内心ではとっくに理解していた。

（なぜかは分からんが、見ていると……辛つらい。そもそもこんな覗き見、誇ほこり高き竜装騎士ヴアラードラグーンのすることではないだろう。せっかく異世界で巡めぐり会えた二人が楽しんでいるのだ。今は少しだけ、そっとしておいてあげればいいじゃないか──）

　と、思いながらも、どうしても尾行をやめられない。

　それどころか、二人の一挙手一投足を更さらに食い入るように見てしまう。

（くっ……！）

　ルティシアは俯うつむいて、制服のスカートの裾すそを両手で強く握り締しめた。

（わたしは弱い女だ……。強くなったと訓練では褒めてもらったが──幻げん想そうに過ぎなかった。だからこそ、人の幸せを素す直なおに喜ぶことができないでいる……）

　もっと強くなり──そして王族らしい揺ゆるがない心を手に入れたいと真しん剣けんに考えた。

　やがてバザールの人ひと混ごみの中、顔に切り傷のある粗そ暴ぼうそうな男がクロトたちの前方から歩いてくるのが見える。

　肩かたが僅わずかに華南とぶつかったようだった。

　案の定、切り傷の男は居い丈たけ高だかに二人に因いん縁ねんをつけ始める。

　しかし何という愚おろかな男だろう──ルティシアは呆あきれを通り越こして気の毒になった。

　華南は並外れた美人だから、たぶんぶつかったのはわざとだ。それくらいは世事に疎うといルティシアにも分かるが、いくら何でも相手が悪い。

　彼女が今連れている相手はこの世で誰だれよりも──

「──ひいっ!?」

　案の定、悲鳴が上がった。一瞬、赤いものが男の間近で光るが、何かは分からない。

　脇わき目めも振らず、男は一目散に逃にげ出す。

　特にクロトが何かしたようには見えなかったが──おそらく威い圧あつされたのだろう。地じ獄ごくの魔ま神じんでも見たような顔でこちらに走ってきた。大の男が物凄い全力疾しつ走そうだ。

　男はルティシアの少し前で立ち止まると、左右の膝ひざに手を当てて屈かがみ、ぜえぜえと激しく息を切らしている。何だか知らないが、余よ程ほどの恐きよう怖ふを味わったらしい。

「死ぬ……やばかった……何なんだあいつ……？」

　目を白黒させながら、男は混乱しきった様子で呟いている。

「もう少しで焼き殺されるところだった……けど──わけ分かんねえ！　焼き殺す？　火もないのにどうやって焼き殺すんだよ？　何で俺が黒くろ焦こげになるっていうんだ？」

（火……？　こいつは何を言っているのだ？）

　混乱の極きわみにあるらしく、男の言動は滅め茶ちや苦く茶ちやだった。

　と──やがて男は路上に唾つばを吐いて、

「……クソがっ！」

　憤ふん怒ぬもあらわに歯は嚙がみした。

　味わった恐怖が理解不能であったが故ゆえに怒いかりが再燃しているのだろう。調子に乗ってんじゃねえぞあいつ、と男は押し殺したような声で呻うめく。

　直後にルティシアは思わず息を吞のんだ。

　男が腰こしに帯びていた鋭するどい短たん剣けんを抜ぬいたのだった。

「……舐なめやがって。あいつら、背中からぶっ刺さしてやる」

　遠ざかっていくクロトたちの後ろ姿に、男は凶きよう暴ぼうに血走った目を向ける。

「──や、やめろ！」

　気づけばルティシアは自然と男の前へ飛び出していた。

「馬ば鹿かなことはよせ！　ここは学術都市だぞ！」

「あぁ……？　誰だ姉ちゃん」

「誰でもいい。とにかくナイフをしまえ。学術都市の治安は大陸最高のはずだ。保安局を呼ばれてもいいのか！」

「……ちっ。学院の生徒か」

　男は忌いま々いましげに舌打ちしたが、その後、ふと気づいたようにルティシアを見直す。

「な、何だ？」

　身を引くルティシアの前で、男は不意に下げ卑びた笑みを浮かべた。

「よく見りゃ、お前の方が美人じゃねえか」

「……っ？」

「ふるいつきたくなるような、いい女だ」

　露ろ骨こつに嫌いやらしい視線を向けられた。

　全身を舐めるように見られて、ルティシアは思わず両りよう肩かたを抱える。眼前の下品な男に対する嫌けん悪おと敵意が湧わいた。

　男はこれ見よがしにナイフをちらつかせ、舌なめずりしてルティシアに迫せまる。

「何か飲みに行こうぜ。いいところに連れてってやるよ」

「い、嫌だ！」

「そう言うなって。楽しませてやるから」

「だ、黙だまれ！　断るッ！　わたしはお前とお茶など飲みたくない！」

　ルティシアは惨みじめな気持ちで下唇を嚙み締める。

（わたしは何をやっているのだ。こんな奴やつとは関かかわり合いにもなりたくなかったのに）

　あの二人を助けた結果、人知れずこんな目に遭あってしまうなんて──

　後こう悔かいしなかったと言えば噓うそになる。

　だが、どうしても放ってはおけなかったから、結果はこれでいい。

（これでいいんだ……。わたしは自分の力で事態を切り抜けられる……！）

　男がにやにや笑いながら、ルティシアの身体からだに手を伸のばしてくるが──

　不意に、ぱんと甲かん高だかい音が響ひびいた。

　男は啞あ然ぜんとした顔を真横に向けて硬こう直ちよくしている。

　ルティシアが手首のスナップをきかせた、強きよう烈れつな平手打ちを男に見み舞まったのだった。

「嫌だと言っているだろう。わたしはお前のような奴には指一本触ふれられたくない」

「……」

「失うせろ、下郎！　恥はじを知れ！」

　男は余程ルティシアを舐めていたのだろう。毅き然ぜんとした強さを目まの当たりにして、完全に放心状態だ。不自然な体勢のまま鼻血を垂れ流し、微み塵じんも身動きできない。

　と、騒さわぎに気づいたシャロン、ファム、ユーリの三人が駆かけ寄ってきて──

「ルティシア、どうしたのっ？」

「何かされたのですか？」

「平気かい？　ボクが追い払はらおうか？」

　口々に心配の声をかけてくるが、ルティシアは小さくかぶりを振ふった。

「いや……大だい丈じよう夫ぶだ」

　男はルティシアたち四人の前で長らく硬直していたが、やがて我に返り、情けない悲鳴を上げてその場から逃げていった。







　男とのトラブルでクロトたちを見失った一行は、学院に戻もどることにした。

　道すがら四人で様々な感想を言い合う。

　共通するのは──華南が可愛かわいかった、美人だった、ミステリアスな雰ふん囲い気きがあった──

　やがて学院通りに入った辺りで、唐とう突とつにシャロンが人差し指を立てると、

「でも、よかったわぁ……！　わたし、二人がもっと先の段階まで進んでて、きゃーって言うようなこともしてると思ったの。あれくらいなら、まだ全然大丈夫よね！」

「……それはどういう意味なのだ？」

　不可解な発言に戸と惑まどいつつルティシアが訊きくと、シャロンは指をお茶目に振って、

「だって、まだ恋こい人びと同士って感じでもなかったもん。ちょっと仲のいい友達みたいな？」

「ふむ？」

　ルティシアは眉まゆを寄せて首を傾かしげた。

（ちょっと仲のいい友達……）

　そうなのだろうか？

　一いつ緒しよに仲良く散歩して、買い物をして、美味おいしいものを食べて──

　ルティシアなら、そんなことを共にする相手はかなり仲のいい友人に分類するのだが、王族だけに自分が世間知らずなことも自覚している。他者の意見も欲ほしいところだ。

「ユーリはどう思った？」

「ボク？」

　話を振ると、ユーリは細い顎あごを摘んで青空を見上げながら、

「そうだね……。ボクの考えはシャロンと少し違ちがうな。華南さんって人は、友情とかそういうのじゃなく、もっと切実な動機で動いてるように見えた」

「え？　それはどういう……」

　刹せつ那な、ルティシアはぎくりと身を強こわ張ばらせる。

（友情ではないなら──恋こい？）

「うーん……。だけど、いまいち謎なぞなんだよね。アプローチは明らかに華南さんの方からしてたけど、微び妙みようによそよそしいというか、ちょっと壁かべがある雰囲気だったし」

「そ、そうなのか？」

「ボクの見た限りでは。とりあえず今のところは微妙な関係だと思うよ」

「……ふうむ。勉強になる」

　ユーリには観察力がある。自分も今後は人の様子をよく見ようとルティシアは考えた。

　その後、ファムにも水を向けてみると、

「──分かりません」

　珍めずらしく浮うかない顔で彼女は首を横に振る。尖とがらせた唇くちびるにファムは小さな指先を当てて、

「ただ、あの人……どこかで……」

「ファム？」

「むー……何だろう……？　ごめんなさい。やっぱり今は分からないのです……」

　ファムは怪け訝げんな顔で物思いに耽ふけり、その後は話を振ってもずっと上の空だった。

　忘れられがちだが、一応ファムも転生者で、クロトと同様に記き憶おくが欠けている。

　超ちようが付くマイペース人間のファムだけに、普ふ段だん気にする様子は見られないが、同じく転生者の華南の出現をきっかけとして、何か思い出しかけているのかもしれなかった。




　それから学院に到とう着ちやくしたルティシアたちは空戦の鍛たん錬れんを再開して、夕方まで続けた。

　暗くなる前にクロトが戻ってきて日程終しゆう了りよう。

　華南との話が長引いた、とクロトはざっくばらんに語り、全員揃そろって寮りように戻る。いつものように夕食を摂とり、その後は各自部屋で身体を休めた。

　そして──ランク戦までに残された訓練期間は、あと一日となった。








第四章　潜せん入にゆう者









　朝食はパンと卵料理だった。

　小隊戦を翌日に控ひかえたその日の朝、寮一階の食堂のテーブルでは、クロトとシャロンとユーリの三人が、小さく音を立てながらナイフとフォークを動かしていた。

「ん、いつもみたいに賑にぎやかなのもいいけど、こういう少人数の朝もたまにはいいわね。何かこう落ち着いた感じで、家族感があって」

　もぐもぐと炒いり卵を咀そ嚼しやくしながら言うシャロンに、ユーリが不思議そうに目を瞬またたいて、

「家族感……？　いつもながらシャロンは感性が豊かだな。でもまあ、分からないでもないかも。ボクとクロトが優ゆう秀しゆうな兄弟で、シャロンがおてんばな妹──みたいな？」

「もう。ユーリってば何言ってるわけ」

　これだから男の子は、と言いたげにシャロンが唇に付着したジャムを舐めて悪戯いたずらっぽくウインクし、

「クロトが旦だん那な様で、わたしが……お嫁よめさん！　に決まってるじゃない」

「……お嫁さんと来ましたか」

「うん！」

　心底嬉うれしそうに目を細めるシャロンを見ながら、ユーリが苦く笑しようして肩かたを竦すくめる。

「あれ？　じゃボクは？」

「ユーリはねぇ……何かしら。何がいい？　わたしの従兄弟いとことかどう？」

「ボクの扱あつかい、ぞんざいすぎるでしょ！」

　二人の愉ゆ快かいなやり取りを聞きながら、寝ね起おきのクロトは少しぼんやりしていた。

　ルティシアとファムはまだ起きてこない。

　ファムは普段から眠ねむりが深く、時には昼過ぎまで寝ねている。彼女曰いわく、『寝たい時に寝て、起きたい時に起きるのが生き物として一番自然』──その持論の正否をとやかく言うつもりはないが、几き帳ちよう面めんな性格のルティシアの寝ね坊ぼうは珍しかった。

　クロトは切り分けたバケットに甘あま酸ずっぱいアプリコットジャムを塗ぬりながら、

（きっと疲つかれが溜たまってるんだろう。ルティシア、毎日頑がん張ばってたからな。明日あしたに備えて今日の訓練は軽めに流すくらいでいい──）

　彼女は本当に強くなったとクロトは思っている。普段通りの射しや撃げき技術が出せれば、ナハティガルＣ９機動小隊には順当に勝てるはずだ。何も心配していない。

（それより……）

　気にかかっているのは華か南なんのことだった。

　ジャムを無意味に何度も塗り重ねながら、クロトは昨日の出来事を思い出す──




　中央広場で待ち合わせしたクロトと華南は、いつものように世間話をしながら散歩と買い物と食事をした。

　話の内容は様々だ。話題の多くは華南が振ってくる。

　出会った当初は、本当の意味で当たり障さわりのない話が大半だったが、最近はこの世界の住人が持つ特とく殊しゆな力に関するものが多い。

　学院にはどんな魔ま法ほうを使う者がいるのか。どんな異能の遣つかい手がいるのか──とても熱心に華南が知りたがるので、普ふ通つうの人にも理解可能な範はん囲いで教えてあげている。

「魔法も異能も、原理は同じなんだそうだよ」

　クロトの言葉に、華南は桃もも色の唇を指で軽く押さえて、

「──そうなの？」

「ああ。両方とも、この世界の大気中に含ふくまれる精せい霊れい素ってものを現象に変へん換かんすることで発現するんだ。魔法は体系化されていて、難易度ごとに階位があるんだけど、基本的には色んな人が共通して使える。で、特殊能力や異能は個人の素質に基もとづく」

「資質？」

「生まれつきの特技みたいなものかな。精霊素を使う点は同じだけど、発現方法が魔法とは全く別。つまりは個人の体質や特性に依い存ぞんする、体系化できない魔法が異能なんだ。中でも、特に希少性が高いものは極限固有異能と呼ばれてるらしいよ」

「極限固有異能──」

「舌を嚙かみそうな名前だろ？」

「ふふ、ほんとね」

　口元を押さえて屈くつ託たくなく微笑ほほえむ華南。

　クロトの所持する能力、神体《ザラストラ》も極限固有異能と呼ばれるが、そこまで突つっ込んだ話は、この笑顔の前ではまだしたくない。




　しかし、とクロトは考える。

（なぜ華南はそんなことが気になるんだろう？　俺たちには他にもっと考えるべきことがあるじゃないか。この世界のこと、元の世界に帰る方法のこと、記憶のこと──）

　ジャムを塗りすぎたバケットを齧かじっていた時、ふと思い至る。

（──もしかしたら……実は華南も異能を身につけているとか？　それが俺の能力と同様、あまりにも常じよう軌きを逸いつして強大すぎるから言えずにいるとか……）

　いや、それはないだろう。いくら何でも考えすぎだとクロトはかぶりを振ふり──

　否いな、そうとも限らないと直後に思い直す。

（そう言えば、昨日も俺のもっと色んなことを聞きたそうにしてたな。この銀ぎん髪ぱつ赤眼にも慣れたって言ってるけど、さりげなくちらちら見て、やっぱり気になるみたいだし）

　やはり《ザラストラ》の件も話しておいた方がいいのか。それを言ったが最後、どこか素そ朴ぼくな今の心地ここち好よい関係が、決定的に損そこなわれてしまう気がするけれど──

　と、考えていた時、不意に二階から階段を下りてくる足音が聞こえて、

「おはよう……」

　食堂に制服姿のルティシアが顔を出した。

　クロトは軽く頭を振り、現実に返って言う。

「おはよう、ルティシア。卵は両面焼くか？　それとも片面だけでいいか？」

　シャロンは片面派で、ユーリはスクランブルエッグ派。他の人はその日の気分による。

　クロトは立ち上がると調理場に向かい、卵とフライパンを手に取るが、ルティシアは気まずそうに瞳ひとみを逸そらして口を開く。

「……朝食はいらん。今日はこのまま学院に行く」

「え？」

　クロトは少し意外に感じた。

「授業に出るのか？　ナハティガル隊との対戦は明日だぞ？」

「うむ、分かってる」

「今のところ座学の方は順調で、単位は問題なく取れそうだって言ってなかったっけ？」

「言った。単位の方はこの調子なら全く問題ない」

「なら、一応訓練した方が──」

「いや、いい！」

　顔を微妙に背けたまま、意外なほど彼女がきっぱり拒きよ絶ぜつするのでクロトは目を瞠みはる。

「ルティシア……何かあったのか？」

「な、何もない！」

「だったら──」

　ルティシアは長い睫まつ毛げを伏ふせると消え入るような小声で、

「……何もないからこそ腹立たしいんだ。君と華南さんは毎日逢おう瀬せを重ねて楽しんでいるというのに」

「何……？」

　なぜここで華南の話になるのか。クロトは面食らって眉み間けんに指を当てる。

　ルティシアは完全に失言したという顔で口元を押さえ、見る間に顔を赤く染めた。

「き、君もしつこいな！　わたしにだって感情がある。どうしても色々と考えてしまうんだ。昨夜もベッドの中でずっと──」

「ルティシア？」

「君は──」

　彼女は切なげに眉まゆを寄せて胸を押さえた。

「君は、華南さんに沢たく山さんアプローチされているのだろう……？　あんな美人と一いつ緒しよにいて嬉しくない男性はいないはずだ。そう考えると、なぜか胸の奥がもやもやして……。不可解だ。こんな状態では、とても明日の対戦には集中できん！」

　ルティシアは紅潮した顔で苦々しげに呻うめいた。

「少し気分を変えたい……。だから学院の生徒と訓練してくる！」

　輝かがやくような長い金髪を搔かき上げると細身を翻ひるがえし、ルティシアは寮を出て行った。




　少しの間クロトは呆あつ気けに取られていたが、テーブルのシャロンとユーリが微び妙みように汗あせをかいていることに気づく。
















「……よく分からない。突とつ然ぜんどうしたんだろう」

　クロトが呟つぶやくと、ユーリがぎくっと硬こう直ちよくし、直後に両手を合わせると目を閉じて、

「ごめん、クロト！　実はその……昨日、君と華南さんのこと尾び行こうしちゃったんだ！」

「えっ？」

「実はわたしもなの！　ごめんなさい！」

　シャロンも跳ちよう躍やくすると、物もの凄すごい勢いでダイニングチェアに両りよう膝ひざをついて頭を下げた。

「わたし、どうしても気になって我が慢まんできなくって……。この通りです！　本当にごめんなさい！」

「いや、別にそこまでしなくてもいいけど……。何でそんなこと」

　クロトの言葉をよそに、しばらくユーリとシャロンの一方的な謝罪は続いた。

　半はん端ぱな勢いではない。嵐あらしを思わせる猛もう烈れつな謝りぶりと、元よりそこまで腹が立ったわけでもなかったので、クロトの方が逆に戸と惑まどわされる。

「も、もういいって。とにかく今後は気になることは普通に言ってくれよ。そうすれば皆みなで食事会とかするプランを立ててもいいからさ」

「クロト……優やさしい──」

「でもまあ、おかげで理解できたぞ。昨日の俺と華南が楽しそうに見えたから、ルティシアは苛いらついてたわけだな？　自分たちが汗あせ水みず流して訓練してるのに、あの二人はって」

　悪いことしたな、と思いながらクロトは軽く眉を寄せる。

　別に楽しむのが目的ではなかったとルティシアに教えたい。だが、それくらいなら今すぐ伝えなくても構わないだろうか──？

　そんな風に黙もつ考こうするクロトを見ながら、ユーリもまた無言で前まえ髪がみを擦こすり合わせていた。

「うーむ……」

「どうしたんだ、ユーリ？」

「意い志し疎そ通つうって難しいよね。それがある意味、面白くもあるけどね」

「何だそれ？　この世界特有の言葉遊びか何かか？」

　と、不意にユーリが何か閃ひらめいたように両手を打ち合わせて、

「話は変わるんだけどさ。クロトは最近学院の授業には出てる？」

「ほんとに話が変わったな……。授業？　授業は割とさぼりがちだけど」

「あ、それはよくない」

「分かってる」

　真っ当すぎるユーリの指し摘てきに、クロトは苦い顔で銀髪を搔き回す。

　この学院のカリキュラムは非常に自由度が高く、単位を取る自信があるなら、極論、学期末試験の他は一度も授業に出なくてもいいという完全実力主義だ。

　無論、授業に出なければそれだけ学力が減退するが、小隊任務などで欠席する者の事情を考こう慮りよして頻ひん繁ぱんに補講が行われている。シャロンはよくこれに出ている。

　クロトは設計科に所属しているが、実のところ授業内容は既き知ちのことばかりで物足りなかった。

　これは異能の弊へい害がいだ──《ザラストラ》の内部には、《竜装ヴアラー》に関する膨ぼう大だいな知識が貯蔵されており、それらを解かい析せきする方がずっと学習効果が高いため、どうしても授業が魅み力りよく的に感じられないのだった。

　更さらに言えば、クロトの目的は小隊ランク戦でヴィナス小隊と戦い、記き憶おくを取り戻もどすことだから、進級にそこまで拘こだわる必要もない。

（でもまあ皆が二年生になった時、俺だけ一年なのもあれだから、適度にはやるけど）

　と、考えを巡めぐらせるクロトに、ユーリが細い金髪にくるくると指を絡からめながら言う。

「たまには授業を受けるのもいいんじゃない？　ボクはこまめにちゃんと行ってるよ。何より今日はルティシアも登校したことだしさ」

「……」

　顎あごに手を当てるクロトの様子をちらりと見たユーリが、細い肩かたを竦すくめて続ける。

「それに今、学院に顔を出さないと旬しゆんの話題に乗り遅おくれちゃうよ」

「旬の話題？」

「ここだけの話──でもないけど、潜せん入にゆう者のこと。少し前から、誰だれかが学院の関係者に化けて入り込んでるらしいんだ。最近もっぱらの噂うわさだよ」

　潜入者──と呟いて、目を丸くするクロトにユーリは軽かろやかに微笑んで続ける。

「どう？　興味深くて、登校するにはいい口実でしょ？」

「……でも、潜入者なんて、どこの勢力が何のために？」

　ユーリは気き障ざに両手を広げてかぶりを振った。

「さーてね。優ゆうし秀ゆうな諜ちよう報ほう機関を持つことで有名なのは、ダーナ王国か、クヴァル公国……でも、どこの手の者かはまだ不明らしい。ただ、目的は明白だよ。この国の最重要機密、《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の情報を狙ねらってのことに決まってる」

「あ、やっぱりそれか」

「詳しよう細さいは生徒会が秘ひ匿とくしてるけど、色んな場所の色んなものが荒あらされたそうだ。それが目に余るだけに、一部の情報を事情通の生徒に流したんだけど、瞬またたく間に広まっちゃって仕方なくまた箝かん口こう令れいを敷しいたらしい。でも、時既すでに遅おそし。みんな知ってる」

「成なる程ほどな」

　微妙に好こう奇き心しんを刺し激げきされたクロトは顎を摘つまんで考え込む。

（潜入者……。もしかして──）

　が、その後ふっとクロトは肩の力を抜ぬき、

「いや、それはないよな……。大体、そこまで噂が広まってるなら、とっくに雲くも隠がくれしてるはずだ。この学院は、将来国家を背負って立つエリート揃ぞろいらしいし……シャロンもそう思うだろ？」

　と、まだダイニングチェアに正座しているシャロン──ロトムという小国の命運を託たくされた祖国の輝かしき期待の星──に水を向けた。

　シャロンは二重の大きな目をこれ以上ないほど見開いて言う。

「そ、そんな噂があったなんて……！　どうしよう！　旬の話題を知らなかったわたしって、実はかなり旬をすぎちゃってる？」

「……」

　朝の食堂にリアクションに困る沈ちん黙もくが漂ただよい、そんなことないよとクロトは告げた。




　　　　◇　◇　◇




　並木が地面に斑まだら状の影かげを落とす、緑豊かな学院構内のメインストリートを、ルティシアは伏し目がちにこめかみを押さえながら歩いていた。

　先程から多くの生徒がルティシアの左右を慌あわただしく行き交かっているが、朝から何を急いでいるのか疑問に思う心の余よ裕ゆうもない。

　頭の中は先程の件でいっぱいだった。

（──っ。わたしの馬ば鹿か！）

　あんな変なことを言うつもりは全くなかった。今日は気分を変えるために他の学院生たちと訓練する──単にそれだけのことを伝えるつもりだったのだが。

　並木の美しいメインストリートを歩きながら、ルティシアは溜ため息まじりに思う。

（……扱あつかいにくい、難しい女だと思われただろうな）

　ルティシア自身、今の自分の感情がうまく摑つかめない。あんな態度を取る必要性は皆かい無むだと理性では明確に分かっていたのに──

　クロトと華南は付き合っているわけではなく、観察した限りでは只ただの友達同士だとシャロンもユーリも口を揃そろえて言っていた。

　だから昨夜ベッドに入ってからも、何度も自分にそう言い聞かせた。

　にも拘かかわらず、感情が溢あふれて言うことをきかないのだから、度し難がたい。こんな精神状態になったのは正直初めてで、自分で自分のことがよく分からなかった。

　明日あしたのランク戦、果たしてまともに戦えるのだろうか？

（この感情……。わたしは一体──）

　前から一いち陣じんの風が吹ふき、ルティシアは棚たな引びく長い髪かみを押さえる。

　──ジェラシーという言葉は知っているが、自分がそれを感じていることはどうしても認めたくなかった。

（負けるものか──いくら華南さんが元の世界の知り合いでも、わたしとクロトの間には多くの冒ぼう険けんをくぐり抜けてきた絆きずながある。それに……キスだって──）

　と、そこまで考えた途と端たん、ルティシアの顔が見る間に紅潮する。

（……キス──）

　先日〈腐界〉の間ま際ぎわで《八大竜エンシエント》のティアマトーと戦った際、呼吸の止まったクロトを助けようと、ルティシアは口移しで必死に空気を送り込んだ。

　初めての唇くちびるの記憶は滑なめらかで瑞みず々みずしく、時折夢に見るほど。

　クロトを蘇そ生せいさせるために無我夢中でしたことだったが、心の片かた隅すみでは密ひそかにドキドキして気持ちよかったと感じていた──

（って、違ちがう違う！　感じてなどいない！　あれは人工呼吸だ！　決してキスしたわけではない……！）

　不覚にも、自分で自分を恥はずかしさの極北に追い込んだルティシアは、一人赤面しながら路上で地じ団だん駄だを踏ふむ。

　やがてすれ違う生徒に目を丸くされて我に返ったルティシアは、顔をますます真っ赤に染めて、肩を怒いからせながら構内のメインストリートを進んでいくのだった。







　しばらく歩くうちに荒あらかった呼吸も落ち着いてきた。ルティシアは構内演習場の外周の歩道を進み、やがて見慣れた竜装格納庫が見えてくる。

　不思議なことに、この辺を行き交う人々の勢いはメインストリートと比ひ較かくしてかなり激しい。皆が何か言い合いながら血相を変えて走り回っているが──

　何があったのだろう？　すれ違いざまに、彼女たちのしている話の断だん片ぺんが聞き取れた。

「逃とう走そう……潜入者が……」

「……盗ぬすまれた……三つ……」

（何かの部品でもなくなったのだろうか？）

　ルティシアは小首を傾かしげて、竜装格納庫の外がい壁へきを眺ながめる。

　演習場のそばに建つ竜装格納庫は、騎き士し科の生徒が各おの々おのの武装を置いておく場所だ。

《戦術竜装タクテイクスヴアラー》は小隊待機室のハンガーに設置したり、仲間の竜装設計士ヴアラーデザイナーや竜装整備士ヴアラーメンテナーに預けてもいいが、教師陣は竜装格納庫の使用を推すい奨しようしている。根が真ま面じ目めなルティシアは額面通り、ここに〈スカラバード・レーヴァ〉を格納することが多かった。

　竜装格納庫に付設された第三更こう衣い室に入ると、中には女子が四名いて、ルティシアは微かすかな違い和わ感を覚える。

（今日はやけに着き替がえる者が少ないな……？）

《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の下には、レオタードに似た専用スーツを着用するのが通例だった。

　更衣室は複数存在するとはいえ、普ふ段だんはもっと混こみ合うのだが──

　自分のロッカーの前でルティシアが制服を脱ぬごうとすると、室内にいた一人の女子が慌ただしく駆かけ寄ってきて、

「ちょっと、ルティシア……！」

「あ、ベスさん。おはよう」

　ベスは一年の騎士科の女子だ。彼女とルティシアは以前少し揉もめたことがある。

　彼女の友達であるアビーの《戦術竜装タクテイクスヴアラー》をルティシアが壊こわしてしまったのが原因だ。ルティシアは《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の動力源こと竜りゆう核かくを暴走させてしまう体質なのである。

　授業の模も擬ぎ戦でベスとルティシアは本気で戦い、勝負の後は和解した。

　友達思いながらも、敵対する者には意地悪で、しかし根は決して悪い子ではないというのがルティシアのベスに対する評価だ。今では普ふ通つうの友達同士である。

　よく見れば、更衣室内にはアビーもいた。

「今日は人が少ないな。ベスさんは着替えないのか？」

　ルティシアがそう言い、ロッカーの前で制服を脱ぎ始めると、ベスが目を吊つり上げて、

「何を吞のん気きなこと言ってんのよ！　あんた、誰にも止められなかったわけ？」

「止められる……？　何を？」

「ったくもう……。いいわ。状じよう況きようが分かってないようだから説明してあげる！」

　そしてベスは驚おどろくべきことをルティシアに教えた。

　──加工前の竜核を盗んだ者がいて、それは今この更衣室内にいる誰かなのだと。

「何だとぉ……？」

　ルティシアは心臓が破は裂れつしそうなほど驚きよう愕がくした。

「そ、それはどういうことなのだっ!?」

　竜核はドラゴンの骸むくろからしか得られない、極きわめて貴重な物体だ。動力源のこれがなければ《戦術竜装タクテイクスヴアラー》はある意味、只の重い鎧よろいにすぎない。

「……呆あきれた。ほんとに何も知らないのね」

　と、ベスは嘆たん息そくして話を続ける。

「ルティシア。あんた、潜せん入にゆう者の噂は知ってた？」

「潜入者？　いや……初耳だ。ここのところ訓練に明け暮れていたから」

「学院では近ちか頃ごろ、凄すごい噂になってたのよ。よく聞きなさい──」

　ベスの話によれば、書類の盗とう難なん、機密の漏ろう洩えい──少し前からその手の事件が密かに学院で多発していたという。

　基本的には、どれも内部の者しか接せつ触しよくできない機密事じ項こうだから、外部から何者かが潜入したと判断するしかない。

　学院側は秘ひ密みつ裏りに事件を調査していたが、手て掛がかりが摑めず手を焼いていた。

　そして数日前、学院側は動く。発覚した潜入者の情報の一部を生徒間に流すことで事態の進展を企くわだてたのだ。

　──犯人は一年の女子生徒になりすまし、《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の機密を探さぐっていると。

　その情報が今回の件に繫つながったのである。

「ま、まさかそんなことが起こっていたとは……」

　茫ぼう然ぜんとするルティシアにベスは続ける。

「何かと噂になってたから、誰かが怪あやしい真似まねをしてないか、最近は皆みなで自主的に目を光らせてたんだけど……。今日、設計科で真新しい竜核が盗まれてさ。盗難の現場を見た人がいたわけ」

「ぬ、盗んだのは誰だったのだっ？」

「……分かんない。頭全体を長い布で覆おおい隠かくしてたから、顔は見えなかったそうなんだけど、やっぱり女子の制服を着てたって。で、その潜入者は竜核を持ったままあちこち追いかけられた末に、この更衣室に逃にげ込んだらしいのよ」

　ベスはさりげなく左右に目を走らせて続ける。

「着替えてる最中、突とつ然ぜん設計科の人たちが来てそう伝えるもんだから、もうわたしびっくりしちゃってさ……。その人たちは先生を呼ぶって、走って出ていっちゃった。誰だれも更衣室から出ないようにお互たがい見張ってろって言い残して」

「ふむ……」

「それを聞いてから、あたしはずっと更衣室の中にいたんだけど、外に出ていった人は一人もいないのよね……。どういうことか分かる？　ここにいるのは一見みんな普通の生徒。でも潜入者は顔を隠す布を取れば、それだけで普通の生徒になりすませるから──」

「あ！」

「そう。今この中にいる女子の誰かが潜入者ってわけ」

「……そんな状況の更衣室にわたしは入ったわけか」

　確かにここまで来る途と中ちゆう、構内は妙みように騒さわがしかった。そのせいだったのかと思い、ルティシアは更衣室内を素す早ばやく見回す。──現在、中にいるのは自分も含めて女子五名だけだ。

　ルティシア。アビー。ベス。

　それと、明日対戦するナハティガルＣ９機動小隊のメンバー・ヘレン。

　更さらにもう一人は、知らない女子生徒ベラである。

　この五人のうちの誰かが竜核を盗んだ、謎なぞの勢力の手先だということだ。

（……っ。どの子も一年の普通の生徒じゃないか）

　急に何だか寒気がしてルティシアは身み震ぶるいする。改めて実感させられた。

　竜装学院はこの世界の軍事バランスを左右する超ちよう人材の育成組織にして、絶対武力の開発機関──表向きはエリートの集まる学術の場だが、決してそれだけではない。実は他にも潜入している者がいて、今も虎こ視し眈たん々たんと陰いん謀ぼうを張り巡めぐらせているのかもしれないと。

（そう考えると……怖こわいな）

　何だか堪たまらなくなり、ルティシアはロッカーの扉とびらに手をかけた。

　訓練で疲つかれると甘いものが欲ほしくなるので、ルティシアはロッカーの中に水みず飴あめを固めたドロップを常備してある。その甘味で気を紛まぎらわそうと考えたのだが──

　ロッカーの中を見たルティシアは絶句した。自分の目に映ったものが信じられない。

「ウ、ウソ……？」

　掠かすれた声で呟つぶやくと、

「何よ？」

　と、ルティシアの横からベスがロッカーを覗のぞき込んできて、息を吞のんだ。

　見る間にベスの顔から感情が抜ぬけ落ちて、木き彫ぼり人形のような無表情になる。

　数秒間、全すべてが凍こおりついたような沈ちん黙もくがあり、やがて──

「──いやああああああっ！」

　絶ぜつ叫きようするベスの前で、ルティシアもまた全身に鳥とり肌はだを立てていた。必死の思いで叫さけぶ。

「ち、違う！　これは違うっ！」

「何が違うのよ!?」

「わたしじゃない！　これは何かの間違いだ！」

「言い訳はやめな！　目の前に証しよう拠こがあるでしょ！」

「……っ」

　あまりにも真っ当すぎるベスの指し摘てきに反論できず、ルティシアは唇を嚙かむ。




　──ルティシアのロッカーの中には、掌てのひらサイズの竜核が三個転がっていたのだった。




　やがて更衣室内の女子が全員集まってきて、威い圧あつ的にルティシアの前に立った。

　ヘレンが人差し指を毅き然ぜんとルティシアに突つきつけて、

「悪いのはこいつだったのね……。たぶんずっと潜入者に協力してたんだ。……共犯者だったのよ！」

「だから違う！　わたしじゃない！」

「うるさい、泥どろ棒ぼうは何も喋しやべるな！」

「……泥棒なんかするものか。本当に何かの間違いなんだ……。みんな、信じてくれ！」

　ルティシアは心を込こめて必死に訴うつたえるが、冷たい反応が返ってきた。

「この状況で、よくそんなことが言えるわね」

「ダーナ王国って、えげつない諜ちよう報ほう機関があるんでしょ？　確か……《幽骸ガイスト》だっけ」

「！　王女のふりしたスパイだったってことか」

「わたしたちを騙だましてたのね……。許せない！」

　学院を愛するが故ゆえにスパイの存在が許せないのだろう。選ばれた者である竜装騎士ヴアラードラグーン特有の誇ほこり高さ──それは裏返せば、敵対者への苛か烈れつな攻こう撃げき性に変わる。

　彼女たちの激しい怒いかりを一身に浴びてルティシアは眩暈めまいがした。不覚にも、両足が震ふるえて立っていられなくなる。全く身に覚えのないことなのに──

　血の気を失い、その場に崩くずれ落ちそうになったルティシアの両りよう腕うでをベラとヘレンが摑つかんで無理やり立たせた。

「他にも何か隠してるんでしょ？　今から皆であんたを身体検査するから！」

「えっ……？」

「全ぜん裸らになりなさい。自分で脱がないなら強制的に脱がせてやる」

「そ、そんな──」

　あまりの恐きよう怖ふに、ルティシアは真っ青な顔をこれ以上ないほど引き攣つらせる。

　冤えん罪ざい──。悪い夢でも見ているようだ。顔だけでなく、全身が強こわ張ばって動けない。

「あたしたち、スパイには容よう赦しやしないよ。ほら、早く素すっ裸ぱだかになれ！」

　業ごうを煮にやしたのか、やがてヘレンとベラが舌打ちをして、左右からルティシアの制服に手をかけた。




　　　　◆　◆　◆




　何かが起きていることは学院のメインストリートに着いてすぐに分かった。

　どこもひどく騒がしい。大勢の生徒が忙いそがしそうに走り回っている。

（──何なんだ？）

　クロトは並木道を足早に歩きつつ、辺りで交わされる会話に耳をそばだてた。

　やがて事態を把は握あくして冷や汗あせをかく。ユーリから聞いた例の潜入者とやらが、未加工の貴重な竜りゆう核かくを盗ぬすんで、女子更こう衣い室に逃げ込んだらしい。

（第三更衣室って、ルティシアのロッカーがある場所じゃないか……！　訓練する前に、まずはルティシアはそこで着き替がえをするはず──）

　胸むな騒さわぎがした。

　生き真ま面じ目めで理想が高く、いつもひたむきに頑がん張ばっているが、それだけに少し不器用なルティシア。まさか潜入者と揉もめたりしてないだろうな、と思いながらクロトはざわめくメインストリートを駆かけ抜けた。

　演習場の外周を風のように走り、やがて第三更衣室が見えてくる。

　と、目的の場所が近くに迫せまった時、意外な人物と鉢はち合あわせした。

　更衣室の間近に建つ竜装格納庫から、ちょうどそいつが出てきたのだった。

「……っ！」

　片目を隠した長い前まえ髪がみ。目の下の濃こい隈くま。

　明日あしたの対戦相手のブレーンこと、レイス・ティレトーだった。

「奇き遇ぐうだね。カミノメ・クロトくんじゃないか」

（……面めん倒どう臭くさい奴やつに会ったな）

　率そつ直ちよくにそう思い、つい足を止めて睨にらみ付ける。

　が──直後にそんな場合ではないと思い直してクロトは身を翻ひるがえした。

「悪いが、お前に付き合ってる暇ひまはないんだ。じゃあな」

「失敬な。わたしだってそうだよ」

　意外にもレイスはクロトを追ってきた。

「……っ。俺は今忙しいんだよ、レイス。明日の小隊戦で叩たたきのめしてやるから、今日はおとなしく帰れ」

「だから言ってるでしょ。わたしはキミに用があるわけじゃないの」

　レイスは薄うすい口を尖とがらせて続けた。

「……わたしはただ更衣室に行きたいだけだよ。近頃話題の潜入者が、竜核を盗んで逃げ込んだらしいからね。中にまだヘレンがいるはずだから気になるんだ──」

　クロトは思わずレイスの顔を見直した。

「何だ。メンバーを駒こま扱あつかいしてた割には、意外にちゃんと心配するんだな」

「……うるさいな。わたしは駒として心配してるだけだよ」

　真意は不明ながら、目的地は同じ。クロトとレイスは二人並んで駆け出すと、第三更衣室の中へ入った。

　ドアを開け放った瞬しゆん間かん、クロトの心臓は大きく跳はね上がる。

「なっ──？」

　更衣室の中では、涙なみだ目めのルティシアがベラに羽は交がい締めにされて、ヘレンに服を脱ぬがされかけていた。

　ヘレンは、ルティシアの豊かな双そう丘きゆうを覆う高級そうな下着に指をかけようとしている。

　横にいるアビーとベスはどうするべきか迷うような顔で立ち竦すくんでいた。

　瞬しゆん時じに燃えるような怒りが湧わく。

「──ルティシアから離はなれろ」

　クロトが低い声で告げた刹せつ那な、ヘレンとベラは電流でも浴びたように身を引いた。

　自由になったルティシアが物もの凄すごい勢いでクロトの胸に飛び込んで来る。

「……クロトォッ！」

「もう大だい丈じよう夫ぶだ」

　柔やわらかな身体を抱だき締めると、女性特有の仄ほのかに甘い香かおりが鼻をくすぐった。

　しばらく無言で彼女を抱いている。

（ルティシア……経けい緯いは分からないが──間に合ってよかった）

　滑なめらかな長い金きん髪ぱつを撫なでつつ、心からそう思う。彼女の胸がクロトの身体に押しつけられて柔らかく潰つぶれており、それを知覚するとこんな状じよう況きようにも拘かかわらず顔が熱くなった。

　クロトは微かすかに震えるルティシアの背中をそっと撫でながら、

「平気か？」

「うむ……。当然だ……」

　ルティシアはクロトの胸に顔を埋うずめた状態で素直に数回頷うなずいた。

「何があったのか聞いてもいいか？」

「それは──」

　ルティシアがクロトに抱きついたまま口を開きかけた時、あっとレイスが声を上げて、

「そこのロッカーに入ってるのは……竜核だね」

「そ、そうなんです！」

　途と端たん、ヘレンが自分たちの小隊のブレーンに向かい、ここぞとばかりに言い立てる。

「ルティシアがロッカーに盗んだ竜核を隠かくしていたんですよ！　おそらく彼女、例の潜せん入にゆう者とグルなんでしょう。わたしたちはルティシアが他にも何か盗んだり、隠したりしていないか、確かめようとしていたんです！」

「なーるほど。そういう経緯だったのか」

　レイスは片方だけ長い前髪を指の腹で擦すり合わせて、皮肉な笑えみを浮うかべる。

「確かにダーナ王国の諜報機関は、その筋じゃ有名だね。だとすれば、噂うわさの潜入者が誰だれかはお姫ひめ様を締め上げれば分かる──」

「わけないだろう」

　言下にクロトが断じた。

「ルティシアがそんなことをする意味がない。潜入者に嵌はめられただけに決まってる。誰が何と言おうが、それは絶対の事実だ。俺が保証する」

　レイスは呆あつ気けに取られたように片方だけ目を瞬またたいた。

「別に……保証されてもね。というか、キミはもっとドライで冷静な人だと思ってたよ」
















「俺は冷静さ。単に、お前の感性が拗ねじくれているからそう見えないだけだよ」

　ふんと軽く鼻を鳴らし、レイスは無言で首を竦めた。

「クロト……」

　不意にそう呟つぶやき、ゆっくり顔を上げたルティシアの両目は涙で潤うるんでいた。

「君は……。そこまでわたしを信じてくれるのだな……」

「当たり前じゃないか。ルティシアは大事な──」

　と、そこまで言いかけてクロトは言葉に迷う。

　大事な……何だろう？

　仲間か？　友達か？　恩人？　それともパートナー？

　適切な言葉が見つからなかった。異能で検けん索さくしても該がい当とうする言葉はない。

　だが確かなことがある。それは彼女が放っておけない、他に代わりのきかない人だということ。今のその感情を言葉でどう表現しようか迷っていると──

「んっ……」

　ルティシアは幸せそうに頷いて、再びクロトの胸に深く顔を埋めてきた。

「構わない。それでいいんだ……。気持ちさえ伝われば、言葉なんか要いらない」

「ルティシア……？」

「わたしの迷いも既すでに晴れたぞ。今からは、また綺き麗れいな気持ちで頑張れる」

「そ、そうなのか？　何のことか分からないけど……」

「──ありがとう、クロト」

　ルティシアが満足そうにそう言った直後、レイスが皮肉っぽく声をかけてくる。

「二人とも。いちゃつくのもいいけど、今はもっと大事なことがあるんじゃない？」

「それもそうだな」

　クロトは不敵な視線をレイスに返した。

「他の連中が来る前にけりを付けたい。お前は潜入者の正体が誰か分からないようだから今から俺が教えてやるよ」

「何っ──？」

　レイスが片方だけ目を見開き、ルティシアも驚きよう愕がくした顔でクロトを見上げる。

「クロトッ？　今来たばかりなのに……分かるのかっ？」

「ああ。だから少し……その手を緩ゆるめてくれ」

「……っ！」

　ルティシアは恥はずかしそうに頰ほおを赤らめて、クロトをきつく抱き締めていた手を離し、どことなく名残なごり惜おしそうな甘い表情で距きよ離りを取ると、乱れた制服を直した。

　その間にクロトは俊しゆん敏びんに更衣室内に目を走らせながら思考を巡めぐらせる。

「ところでルティシア、どうしてお前のロッカーにだけ錠じようがないんだ？」

「錠？」

「だってほら。みんなロッカーに錠前を付けてるだろ？」

「ああ……。確かに」

　ルティシアは唇くちびるを指先で押さえると、若じやつ干かん気まずい顔で語る。

「皆みなが錠前を付けていること自体は当然知っていたんだ。ただ、ここは意識の高い生徒が集まる学院だし、竜装騎士ヴアラードラグーンを目指す生徒が、まさか盗みを働くとは思えなくて……。だが今思えば浅はかだった。盗まれたものはなかったが、まさか盗とう品ひんを仕込まれるとは」

「世の中、色々あるからな。まあ、それはいいとして──」

　不意にクロトはルティシアのロッカーに近づくと、中の竜核を一個拾い上げた。

　はい、と軽く放ほうり投げると、ルティシアは不思議そうな顔で竜核を受け止める。

「？　クロト、突とつ然ぜん何の真似まねだ？」

「いいから」

　しばらくするとルティシアの手中で、竜核が淡あわく発光し始める。例のあれだ。

「何これっ？　ああ──」

　と、最初はぎょっとしていたベスとアビーが、顔を見合わせて得心した風に頷く。

　ルティシアは、触ふれた竜核を暴走させる特とく殊しゆな体質なのだった。

　以前、アビーはそのせいで自分の《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を破は壊かいされた。ベスがルティシアに喧けん嘩かを売った理由もそれだ。

　だから二人は誰よりもこの件を熟知しているが、実は生徒間では有名な話で、クロトが暴走しない特殊な《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を造ってあげるまで、ルティシアは要注意人物として皆からさりげなく除のけ者にされていたという。

　そもそも普ふ通つうの竜りゆう核かくと同調可能なら、精せい霊れい素で駆く動どうする《Ｄ‐ｚ型戦術竜装タクテイクスヴアラー》こと〈スカラバード・レーヴァ〉は必要ないのだった。

　やがて竜核の発光が激化し、ルティシアが切せつ迫ぱくした顔をクロトに向けてくるが──

「もう少し我が慢まんだ。俺がいいと言うまで、そのまま持ってろ」

「う、うむ！　分かった！」

　力強く頷いて竜核を握にぎり締めるルティシア。

　やがて竜核が傍そば目めにも分かる明確な熱を帯びて異音を発する。不ふ穏おんな細い煙けむりが幾いく筋すじも噴ふき出し始めて──

「ち、ちょっとルティシア！」

「やめなさいってば！」

「また爆ばく発はつしたらどうするのよ！」

「世話が焼ける姫様だな！」

　ベス、アビー、ベラ、レイスの四人が止めに入り、ルティシアから竜核を取り上げた。

　そしてクロトは静かに告げる。

「な。これで犯人が分かっただろ？」

　沈ちん黙もく──

　クロトが人差し指を向けた先には、戸と惑まどい、虚きよを衝つかれた顔で立ち竦むヘレンがいた。

　彼女だけが事態についてこれていない。

　砂でも含ふくんだようなざらりとした空気が更こう衣い室の中を通りすぎる。

「ヘレン……？」

　レイスが彼女に怪け訝げんな目を向けるが、何の言葉も返ってこない。ヘレンは事態を理解できていないのだ。

　クロトは軽く両手を広げて、

「説明するよ。潜入者がルティシアのロッカーに竜核を隠したことに他意はない。他に選せん択たく肢しがなかったというか、単に錠前を取り付けてなかったからだけど、まさにそのことが潜入者の素す性じようを明らかにする──」

　潜入者は、ルティシアが竜核を暴走させる体質だと知らないから、盗ぬすんだ竜核を彼女のロッカーに隠した。

　ルティシアは竜核に触さわると今のように暴走させるため、盗とう難なん自体がそもそも不可能。

「そ、そう言えばそうだ……！　興奮してて気づかなかった！」

「すっかり忘れてたよ。あんたに竜核が隠せるわけないよね。ルティシア……疑ってごめんなさい！」

　ベスとアビーに謝られて、いいんだ、とルティシアは照れ臭くさそうにかぶりを振ふる。

「……つまりはその事情を知らなかったヘレンが潜入者だというわけか」

　茫ぼう然ぜんと呟くレイスに、クロトは頷いて続けた。

「お前自身が前に言ってただろう。『彼女たちは学院に来たばかりだけど、何でもわたしの言うことをきく便利な駒こま』だって。学院に来て日が浅いヘレンは機密を盗み出すことに夢中で、ルティシアの体質のことを知る機会がなかった。だからこんな結果になったのさ」

「……」

　もう言い逃のがれできないと思ったのか、ヘレンの表情は完全に様変わりしていた。その態度の豹ひよう変へんが全すべてを物語っている。

「何か反論はあるか？」

　クロトの問いに、別人さながら冷れい徹てつな顔に豹変したヘレンは舌打ちして吐はき捨てる。

「……やめておこう。レイス・ティレトーと違ちがい、お前は頭が回るようだしな、カミノメ・クロト」

「こうなった以上、もう円えん滑かつなスパイ活動は続けられない。お前は終わりだよ」

　クロトの言葉に、突とつ如じよヘレンは口くち端はしを奇き妙みような形に吊つり上げると、

「──果たしてそうかな？」

《呼集法サイフオン》──《支配法コントラクト》──《使役法ハンドル》。素早い魔ま法ほう詠えい唱しようの後、閃せん光こうと煙えん幕まくが発生した。直後に窓ガラスが割れる甲かん高だかい音が響ひびく。

「この借りは返すぞ、カミノメ・クロト！」

　潜入者ヘレンは、捨て台詞ぜりふと共に跳ちよう躍やくすると、瞬く間に更衣室から逃とう走そう。

　クロトとルティシアが外に出た時には、既に彼女の姿はどこにも見当たらなかった。







　しばらくすると教師陣じんと生徒会のメンバーが更衣室に駆かけつけてきて、クロトたちは事情を聞かれた。

「──成なる程ほど。だったら、まだそれほどは離はなれていないはず。追うわよ！」

「はっ！」

　経けい緯いを聞いた生徒会副会長──ユリアナの指揮の下もと、皆がヘレンの追つい跡せきに出る。

　クロトとルティシアはその場に残って彼女たちを見送った。

（……俺も甘いな）

　本当はあの場でヘレンを絶命させることもできた。でも逃にげる者を追いかけて命を奪うばうのはどうしても気が引けて──

　力が正義のこの異世界で、それは甘さ以外の何物でもないだろう。

　だが、生き物が生きようとしてあがく意思を機械的に踏ふみにじることができない不完全性こそが、真の人間らしさなのかもしれないともクロトは思うのだった。

　と、不意に隣となりでルティシアが気の毒そうにぽつりと口を開いて、

「レイス……」

　その言葉でクロトは気づく。失念していたが、レイスもまだその場にいたのだった。

　いつも不ふ遜そんな彼女が明らかに傷ついた雰ふん囲い気きなのは、駒こま扱あつかいしていたはずの仲間が逆に自分を利用していたという皮肉に気づいたからだろう。

「わたしとしたことが……。増長していたかな」

　自じ嘲ちよう的に呟つぶやくレイスに、クロトは軽く嘆たん息そくして声をかける。

「……明日あしたのランク戦、どうするんだ？　ヘレンはもう参加できないし、竜装騎士ヴアラードラグーンが一人欠けたら、かなりの戦力ダウンなんじゃないか？」

「当然、大おお幅はばダウンだよ。──でも別に困らないから」

「何？」

「ランク戦には出る……。そして勝つ。今日の件で、わたしは己おのれの未熟さを痛感した」

　斜しやに構えていたレイスが、クロトとルティシアに正面から顔を向けて毅き然ぜんと告げた。

「カミノメ・クロトくん、そしてルティシア……。キミたちが侮あなどれない相手だと、実感として理解できたよ。温存しておく予定だったけど、明日はわたしの持つ最強の戦術を使う。覚かく悟ごしておくんだね」

「へえ……」

　いいじゃないか、とクロトは微かすかに口角を上げる。

「よかろう。お前の持つ一番強い戦術を使ってこい！　その上で、わたしたちが勝つ！」

　と、ルティシアが力強く頷うなずいて、レイスと激しく視線の火花を散らすのだった。




　　　　◇　◇　◇




〈境界〉──

　それはヴァントワーヌ竜装学院の北、ドラゴンが棲すむ特異森林地帯〈腐界〉と、人が住む土地の狭はざ間まに広がる荒こう涼りようとした野道だ。

〈腐界〉の外周には、かつて《竜の女神メーデンドラツヘ》が作り出した不可視の封ふう印いん網もうが張り巡らされているが、時折そのメッシュから小型のドラゴンが抜ぬけ出してくる。

　よって、巡じゆん察さつ任務中の竜装学院生を除けば、この危険な領域に自分から足を踏み入れる者はいないが──

「ハアッ……ハアッ……ハアッ」

　学院から逃走したヘレンは、静まり返った無人の〈境界〉の野道を疾しつ走そうしていた。

（カミノメ・クロト！　奴やつのせいで諜ちよう報ほう活動に終しゆう止し符ふを打つ羽目になったが──これで危機は脱だつしたぞ！）

　振り向き、後方に誰だれの姿もないことを確かく認にんしてヘレンは安あん堵どし、それでも足を緩めずに走り続ける。

　ヘレンはダーナ王国、王弟派の諜報機関《幽骸ガイスト》の一員。

　不測の事態に陥おちいった時は、〈境界〉に救きゆう援えんの使者が現れる手て筈はずになっていた。

　と、疾走していたヘレンの足が、突然地面に縫ぬい付けられたように吸着する。

「……っ？」

　金かな縛しばりにあったように全く動けなくなった。突然背後から聞き覚えのある声がする。

「ご苦労だったな、ヘレン・ユーン」

「──ヴェーデンドレヒ様！」

　いかなる場所から出現したのか、ヘレンの背後から回り込むようにして現れたのは、王弟派の預言師、ゼラ・ヴェーデンドレヒだった。

　ヴェーデンドレヒは一見、二十歳はたち前後。

　針金のような長身と、冷たく端たん整せいな顔が印象的な、闇やみ色のナイトローブ姿の美青年だ。

　力と知性と品格と残ざん酷こくさを兼かね備えた、ヘレンが密ひそかに焦こがれる相手でもある。

　金縛りが解けた瞬しゆん間かん、ヘレンは弾はじかれたようにその場に跪ひざまずいて、

「申し訳ございません！　竜核の奪だつ取しゆには失敗致いたしました！」

「そうか」

「しかし、古文書の写しはここに──！」

　ヘレンが懐ふところから紙し片へんを取り出してヴェーデンドレヒに手て渡わたす。

「元よりそちらが本命だ。よくやったぞ」

「──光栄でございます……！」

　手渡した紙片は、学院秘蔵の古代の写本をヘレンが部分的に書き写したものだった。

　内容の大半はヘレンには理解不能だったが、学院長にして賢けん者じや、アヴィタヤ・ルシャス本人が厳重に管理しているものだから、超ちようが付く極ごく秘ひ情報と言っていいだろう。

　遠えん隔かく視認の魔法を使えるヘレンでも、幾重もの魔法防ぼう壁へきを突とつ破ぱし、尚なお且かつ痕こん跡せきを完全に抹まつ消しようして、該がい当とうの部分を書き写すのには心底苦労した。

　内容は来たるべき《大侵攻ドラゴンウオーハザード》と、〈腐界〉に潜ひそむ〈八大竜エンシエント〉──《無む限げん還かん》ヨルムンガンドの棲せい息そく場所に関するものらしいが、今のヘレンに理解できるのはそれだけ。

　だが構わない。駒は主あるじの命令を忠実に遂すい行こうするだけでいいのだとヘレンは思う。

　と、ヴェーデンドレヒが艶なまめく闇色のナイトローブを翻ひるがえして、

「では、私は早さつ速そくあれの準備にかかる。ヘレンはクヴァル経由でダーナに帰き還かんしろ。公国には既すでに話を通してある」

「──はっ！」

「魔導騎き士し団入りの話は私から通しておこう」

「有り難がたき幸せ」

　これで今回の目的は達した。ヘレンが歩き出すと、やがて後ろで低い声がする。

「《扉フオリス》」

　振り返れば、ヴェーデンドレヒの魔法詠唱で、小型の檻おりが召しよう喚かんされたところだった。

　檻は鳥かごに似た奇妙な形状で、中に小さな生物──翼つばさを持つ奇き怪かいな蜥蜴とかげがいる。

　鱗うろこの色から判断するに、まだ卵から孵かえったばかりだろう。

　そいつの見た目は小型竜とも表現できるが、ヴェーデンドレヒによれば半生体だ。ドラゴンにしてドラゴンではない。

　彼が《竜装ヴアラー》の研究過程で、額に角を持つ少女と共に造り上げた突とつ然ぜん変へん異い体──

　ドラゴンスポイラーⅠ種第二形態だ。

　全身から血管を発射して竜体に取り付き、宿主から生命力を吸って肥大化する、一種の生体抑よく制せい機構。この寄生体と一体化したドラゴンは思考と能力にブロックがかかり、操作することが可能になるという。

「ティアマトーに試ためしたことで、より完成に近づいた。──行け、スポイラー」

　ヴォン──

　檻から解き放たれたスポイラーは封ふう印いんのメッシュをくぐり抜けて、瞬またたく間に〈腐界〉の森の奥へと消えた。

　ヴェーデンドレヒはその場で瞑めい目もくしたまま腕うで組ぐみして動かなくなる。己おのれの視覚をスポイラーに移し、目的の座標へ誘ゆう導どうしているようだ。

（ヴェーデンドレヒ様、ご武運を）

　彼の邪じや魔まをしないよう、ヘレンは静かにその場を離れる。そう、目的は既に達した。

（これでわたしも宮きゆう廷てい魔導騎士団に入ることができる……）

　宮廷魔導騎士団とは〈暗黒騎士ダークナイト〉グリスウォルドを指揮官とする、ダーナ王国の最上級精せい鋭えい集団だ。団員には地方領主並みの地位と財が与あたえられるが、ヘレンの目的はそんなことではなく──

　敬愛するヴェーデンドレヒと共に戦場で敵と戦うことだった。

　諜報員として間接的に貢こう献けんするのではなく、常にそばに控ひかえ、敵する者を殺あやめたい。

《竜遣いの巫女メデイウム》の末まつ裔えいで、高位の魔法士でもある彼女だが、剣けん術じゆつだけは不得手で、今までずっと魔導騎士団入りは叶かなわなかったのだった。

（これでようやく──くくっ）

　ほくそ笑えみながら無人の〈境界〉を歩き続けていると、突如強い殺気を感じる。

　音もなく、前方の木こ陰かげから小こ柄がらな人ひと影かげが現れた。

「お前は──!?」

「ヴェーデンドレヒ様が何て言ったかは知らねぇが……あたしは失敗者を許さねぇよ」

　冷れい笑しよう的に告げたのは宮廷魔導騎士団の最年少エース、メタリア・ヴァランシーだった。

　メタリアは少女騎士にして、王弟派でも随ずい一いちの残ざん虐ぎやく性を誇ほこる暗殺士でもある。

　なぜかヴェーデンドレヒに気に入られて重用されているので、ヘレンは内心忌いま々いましいと思っていたが──

「……メタリア、何のつもりだ？」

「第四階位金こん剛ごう石せき武具生成魔法──金剛石針ブラツクダイヤ・《暗黒剣ダークネス》」

　言下に地面から鉱石の粒つぶが吸い上げられて、メタリアの手中に集積し、針に似た真っ黒な小剣マインゴーシユを形成する。

　ヘレンは怯おびえて後ずさりした。

「よ、よせ！　わたしはただ──」

「甘く見るな。お前ごとき、魔導騎士団には入れねぇ」

　閃せん光こうのようにヘレンの懐に入り込み、メタリアは小剣を振ふるった。








第五章　ナハティガルＣ９機動小隊









　学院構内のランク戦会場には、朝から大勢の観客が詰つめかけていた。

「わーっ！　すっごい盛り上がってるわね！」

「うむ！　今日は絶対負けられんぞ、シャロン」

「見られるのって気持ちいい！　わたし、思いっきり頑がん張ばっちゃう！」

「その意気だ。……頑張るのは戦いだけでいいからな？」

　シャロンとルティシアの言葉通り、円形闘とう技ぎ場の観戦席は八割方埋うまっていた。

　Ｆランク小隊同士の対戦で、ここまで人が入るのは異例の事態と言っていい。

「──凄すごい盛り上がってるな」

　周囲を見み渡わたしてクロトが言うと、隣となりで制服姿のユーリが前まえ髪がみを搔かき上げて、

「どうやら皆みなも噂うわさを聞いたようだね。レイスの件」

「ああ」

「でも、この大観衆の前で勝てば、わたしたちは一いち躍やくスターなのですよ。マスコットガールのわたしは当然、各方面に引っ張りだこです。タコになれるのです……！」

「ファム……？」

「タコ娘むすめ、ファムなのです！」

　筋金入りのマイペース娘・ファムも発言内容がいつもより変だ。場内の興奮に当てられているらしい。

　今日はランク戦──ナハティガルＣ９機動小隊との対戦日である。

　大勢の観戦者に見守られる中、クロトたちＳＲ15小隊はいつもの顔ぶれで入場した。

　ルティシアはＤ‐ｚ型試作初号機〈スカラバード・レーヴァ〉、シャロンは同じく弐に号機の〈花散竜カサンドラ〉を纏まとい、その他のメンバーは制服姿だ。

　今日の試合では勝利に加え、『開始三十秒以内』と『ノーダメージ』のボーナスポイントも狙ねらう算段だったが、普ふ通つうに勝つだけでも今のＥランク小隊の最低点を大きく上回るポイント数が得られる。

　よって、勝てばＦランクからＥランクに昇しよう格かくだが──

（レイスがどう出るかが気になる。噂だと奴が新しいブツを……）

　と、不意に観客がざわめき、クロトたちの対面ゲートから小隊が入場してきた。

「……来た！」

「ナハティガル隊が来たわ！」

「見ろ！　あれがレイスの新しい──」

（……何だと？）

　視界に捉とらえてクロトも驚おどろく。──それは異形の《戦術竜装タクテイクスヴアラー》だった。

　薄うす板いたを折り畳たたんだ可か変へん翼よくを持つ〈ナハティガル〉も充じゆう分ぶん異様な外観だが、更さらに異様。

　設計思想的には〈ナハティガル〉の発展改良版なのだろうが、強しいて言うなら──

　美しく巨きよ大だいな蛾がだ。

　不要な防ぼう御ぎよ装そう甲こうの大おお幅はばカットと、推進装置の異様な充じゆう実じつ。防ぼう御ぎよ力と引き替かえに、運動性を極限まで追求した完全飛行特化型で、明らかに地上戦も接近戦も想定していない。

　特筆すべきは、高度なスライド機構を備えて可動性を強めた、全身を覆おおい隠かくせそうなほど巨大な翼だろう。全体に低視し認にん性彩さい色しきの施ほどこされた〈ナハティガル〉とは違ちがい、極ごく上じようの宝石のように青く輝かがやいている。

（このカラーリング……モルフォチョウみたいだな。構造色か）

　構造色とは物体自体の色ではなく、表面に刻まれた極きわめて細かな構造によって光に干かん渉しようし、特定の色だけを反射して発色する仕組みだ。これは青だけを反射するらしい。

　異形の《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を纏まとったレイスに率いられて、ナハティガルＣ９機動小隊がフィールド中央まで歩み出てくる。

　潜せん入にゆう者ヘレンが抜ぬけたため、敵は全三名だった。

　ブレーンのレイスと、〈ナハティガル〉を纏ったキキとルー。

　クロトは銀ぎん髪ぱつを搔き回しながらレイスに顔を向けて、

「まさかお前が戦せん闘とうに加わるとはな……。只ただの竜装設計士ヴアラーデザイナーじゃなかったのか」

「ふふん、これでも《竜遣いの巫女メデイウム》の末裔ではあるんだよ。生徒会長から出場も認可されてる。何せわたしにはベアラ人の血が入っているからね」

「ベアラ……」

「流る浪ろうの少数民族さ」

　と、横からユーリが口を挟はさんで続けた。

「ベアラ人には魔法とはかけ離はなれた特異な秘ひ匿とく異能を持つ者が多い。ロトムとか、あの辺の東方によく出しゆつ没ぼつするとかで──」

「そんなことはどうでもいいでしょ、物知りのユーリくん」

　億おつ劫くうそうに一いつ蹴しゆうしてレイスは言う。

「血のことなんかに興味はないよ。わたしの関心は《戦術竜装タクテイクスヴアラー》のことだけ。だからこそ設計科に入ったのさ。〈ベアラ異能構造体〉を使えば、世界一美しい《戦術竜装タクテイクスヴアラー》が造れる。それを最も美しく活かつ躍やくさせる方法を追つい及きゆうする学院生活を送りたかったんだよ」

「へえ……」

「変わり者だと思ってる？　でも、ユーリくんだって突つき詰めればわたしと似たようなものじゃないのかな。その気になれば竜装騎士ヴアラードラグーンとして──って、それはまあいい」

　ユーリに怖こわい目で睨にらみ付けられたレイスが、戯おどけた風に肩かたを竦すくめて続けた。

「とにかく──ロールアウトしたばかりの、この〈オベロン〉に、キミたちは指一本触ふれられない。せっかくこれだけの大観衆が集まったんだ……。皆の前で学院史上に残る圧あつ倒とう的敗北を味わわせてあげよう」

「それはこちらの台詞せりふだ！」

　ルティシアが威い勢せいよく言い放ち、レイスと顔を突き合わせて睨み合った。

「直接お前を叩たたきのめせるのは、わたしとしても望む展開だぞ……！」

「怖い怖い」

　やがて審しん判ぱんがフィールド中央に歩み出てくる。間もなく対戦開始だ。

　クロトとファム、そして今回はユーリも待機場所のダグアウトに移動する。

　今回の敵は、固有の《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の性質上、明らかに地上戦も接近戦もする気がないから飛べないユーリは出ない方がいい。

　ルティシアとシャロンが横に並び、それに面したレイスとキキとルーが視殺戦を繰くり広げる中、審判が緩かん慢まんに両手を上げて──

「ランク戦……スタートッ！」

　刹せつ那な、砂さ塵じんが舞まい上がる。

　開始早々、稀まれに見る展開に場内から歓かん声せいが上がった。

　ＳＲ15小隊も、ナハティガルＣ９機動小隊も選んだ戦術は同じ──全員が上空に飛ひ翔しようして、地上には誰だれもいなくなったのだった。
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　ランク戦会場、中空──ルティシアは上空に向かって高速飛翔しながら右手を掲かかげる。

　竜巧武装エーデルヴアツフエ──《精霊機銃剣エレメンタル・ソードライフル》！

　輝く光こう芒ぼうから召しよう喚かんされた魔ま法ほう銃じゆう剣けんを摑つかむと、ヴォンと砲ほう身しんから光の剣けん刃じんが伸のびた。

「──行け！」

　上じよう昇しようしながらトリガーを引く。金属的な発射音と共に風を裂さく光刃が発射された。

　レイスは呆あつ気けなくそれを回かい避ひ。そのまま螺ら旋せん状の機動に移行して上空を目指す。

「甘いね」

（こいつ──！）

　決して戦い慣れているわけではない。単純に《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の運動性能が違うのが明確に分かった。レイスの〈オベロン〉は〈スカラバード・レーヴァ〉より圧倒的に速い。

　上空まで到とう達たつした。

　ルティシアはスラスターで滞たい空くう状態を保持すると唇くちびるを引き結んで、

「こうも楽に躱かわされるとは……何事も想定通りにはいかんな！」

「キミの想定なんか何一つ役に立たないよ、落ちぶれ姫ひめ」

「黙だまれ！」

　柳りゆう眉びを吊つり上げたルティシアが銃口から光刃を乱射するが、レイスは優ゆう雅がに身体からだを捻ひねり、円を描えがくような空中機動で全すべてを躱す。イルカか何かが空を泳いでるようだ。

　アジリティに限定すれば野生の〈飛ひ竜りゆう〉より確実に上だろう。それほど〈オベロン〉の機動は縦じゆう横おう無む尽じん。空中遠えん距きよ離り戦せん闘とうにおいては圧倒的なアドバンテージだった。

（くっ──）

　開始直後から差を見せつけられたルティシアの顔に僅わずかな焦あせりの色が浮うかぶが、

「──落ち着いて、ルティシア！」

　疾しつ風ぷうを纏った〈花散竜カサンドラ〉のシャロンが高速で真横に飛来して告げた。

「挑ちよう発はつに乗ることないわ！　あいつはリーダーじゃないのよ。分かってるでしょっ？」

「ん……そうだったな」

　シャロンの指し摘てきに、ルティシアは冷静さを取り戻もどす。

　ランク戦の勝利条件は、敵小隊のリーダーを戦闘不能にすること。

　そして今回の敵のリーダーはレイスではなく、一年のルーだ。

　小隊のリーダーは必ず試合に出場する義務があるため、登録上、彼女たちは今までやむなくそうしていたのである。

　無論、ルーは後方の攻こう撃げき困難な空域にいるが、必ずしもレイス撃破の必要はない。レイスとしては、陰かげからブレーンとして小隊を操あやつるスタンスが裏目に出た形だが──

（それでも──彼女を倒たおしたいものだな）

　ルティシアは銃剣のグリップを強く握にぎった。

（もちろんルーだけを狙い撃うちするのが勝利の早道だ……。だが、せっかくレイスがずっと秘匿していた《戦術竜装タクテイクスヴアラー》で出てきたんだぞ？　倒したいじゃないか……。その上で、チームの勝利も摑めれば──）

　と、直後にレイスの鋭するどい声が蒼そう穹きゆうに響ひびき渡わたる。

「何をぼうっとしてんのさ！」

　──ドゥン、ドゥンッ！

　敵三名の一いつ斉せい攻撃。出力抑よく制せいで連射を実現した小規模なＤブレスが複数迫せまり来る。

　ルティシアとシャロンは素す早ばやく散開して回避すると、《精霊機銃剣エレメンタル・ソードライフル》で応戦した。

「──落ちろ！」

　閃せん光こう。

　だが当たらない。敵の動きが速すぎる。光刃はレイスたちの遥はるか後方の空域に消えた。

「魔ま法ほうと《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の技術の融ゆう合ごうか……。いい武器だ。お姫様には勿もつ体たいないね」

「お前も逃にげ足だけは速いな、レイス！」

「空中戦闘機動マニユーバと呼んでくれよ」

　レイスたち三人の飛行系竜装騎士ヴアラードラグーンの挙動は変へん幻げん自じ在ざいだった。

　ルティシアとシャロンは射撃ポイントの確保以外の飛行は基本的にしない方針だが、敵は空中を自在に高速で動き回り、しかも移動しながら高命中率のＤブレスを撃てる。

「ああ、もう！　鬱うつ陶とうしいわねっ」

　シャロンが顔を左右に振ふって額に浮かんだ汗あせを飛ばし、身体の正面に銃剣を構えて、

「ちょろちょろ逃げ回ってんじゃないわよ、このっ──！」

　連続する発射音。蒼穹に走る数多あまたの火線。

　シャロンが敵リーダーのルーに光刃を連射するが、一発も当たらない。

　フォーメーション的に、ルーは敵の中では常に後方位置を占しめていること。そして同じく小隊リーダーのシャロンも、ルティシアよりは後方空域に位置しているのが原因だ。

「前に出すぎだ！　シャロンはもっと下がってろ！」

「でも──」

「今はわたしに任せろ！　段々調子が摑めてきた」

「分かったわ。でも、無理しないで！」

　シャロンは旋せん回かいし、ルティシアはレイスの動きを予測しての連続射撃を続ける。

　前衛──というのも変だが、三次元的機動の中で常にルティシアたちと一番近い座標につけてくるレイスを落とさなければ、やはりルーに命中させるのは難しい。

　撃つ。躱される。敵の発射するＤブレスを回避して効果的な狙そ撃げきポイントを確保。再び射撃し、避さけられて──

　息つく暇ひまもない目まぐるしい空戦。ボーナスポイントを獲かく得とくできる三十秒はとっくに経過して、今や遠い過去のようだ。

　互たがいに遠えん距きよ離り攻こう撃げきのみの高速空中戦闘が繰り広げられ、そして──

　──キュインッ！

「……っ！」

　遂ついにルティシアの行動予測射撃がレイスのすぐ目の前を通りすぎた。

（いいぞ。もうすぐ──当てられる！）

　その感覚があった。

　手て応ごたえを摑んだルティシアが不敵に笑えんで前方を見み据すえると、レイスは舌打ちして、

「……やっぱり厄やつ介かいだな、その武器」

「クロトの造ってくれたものだ。これでお前を落とす！」

「ふん！　できないね。なぜなら──」

　レイスは片目を皮肉っぽく細めると冷ややかに笑って、

「わたしは今からいなくなる」

「何……？」

　ルティシアが怪け訝げんに呟つぶやいた直後、信じられない事象が発生する。

　青く輝かがやく〈オベロン〉の翼つばさが霞かすむように褪たい色しよくし、背後の空と同化し始めた。

　レイスは徐じよ々じよに透とう明めいになっていく翼をスライドさせると最大スケールまで展開し、自らの身体を完全に包み込んで──

「ば、馬ば鹿かな……？」

　愕がく然ぜんと呻うめくルティシア。

　蒼穹、冷れい涼りようとした強風が吹ふき付ける中、レイスはルティシアの見守る前で完全に消えてしまったのだった。
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「あいつ……！」

　地上のダグアウトから戦せん況きようを見ていたクロトは歯は嚙がみした。

（強力すぎるだろ──技術的に！）

　隣となりのユーリとファムは啞あ然ぜんと口を半開きにして、

「ど、どういうわけなんだ……？」

「消えちゃったのです！」

　ファムの端たん的てきな状況説明にユーリは頷うなずくと、困こん惑わくした風に細い眉まゆを寄せて、

「でも《戦術竜装タクテイクスヴアラー》にそんな機能はないはず……。クロト、あの現象は？」

　クロトは軽くこめかみを押さえて答える。

「たぶん……光学迷めい彩さい」

「何だいそれ？」

「文字通り、光学を利用した透明化技術だ。俺のいた世界でも実用化はされてなかったけど、構造色の物体を自力で作り出したレイスなら、アイデア的に辿たどり着いていても不思議じゃない……」

　optical　camouflage──光学迷彩には幾いくつか種類があるが、レイスは地上からも消えて見える。周囲の風景を投とう影えいする手法なら、対象者が限られるからそうはならない。

（たぶん光の屈くつ折せつに干かん渉しようして迂う回かいさせてるんだろう。物体は、物体固有の反射特性を反映して目に入る光で認識される。だから、負の屈折率を持つ物質で翼の表面をコーティングすれば……そうか！　試合前に奴やつが言っていたことの意味が今分かった。その物質が〈ベアラ異能構造体〉だったんだ──）

　と、クロトが思考を巡めぐらせていた時、上空の戦況が一変する。

「ここだよ、お姫様」

「──っ？」

　ルティシアは周囲に目を走らせるが、何もない。透明化しているのだから当然だ。ただレイスの声だけが聞こえる。

「ジ・エンド」

「まずい！　避けろルティシア！」

　クロトが地上から警告を発するも、それに反応するのはタイミング的に困難だった。

　突とつ如じよルティシアの間近に出現したレイスは、至し近きん距きよ離りから猛もう然ぜんとＤブレスを連射する。

「きゃっ？　うぐぅっ？　きゃあああぁーっ!?」

　連れん鎖さブレス反応による凄すさまじい爆ばく炎えんが炸さく裂れつして〈スカラバード・レーヴァ〉の表面装そう甲こうが砕くだけた。手持ちの《精霊機銃剣エレメンタル・ソードライフル》は爆発して四散。揚よう力りよく確保用の前ぜん進しん翼よくは破損して完全機能停止。両りよう腰ごしのスラスターは根元から吹き飛ぶ。

　爆炎に包まれるルティシア。青空に耳をつんざく甲かん高だかい悲鳴が響き渡った。

「きゃあああぁぁあああああぁぁッ……──」

　顎あご先を真上に向けて仰のけ反り、そのままルティシアは撃ち落とされた鳥のように地上へ墜つい落らくした。衝しよう撃げき音と共に地面が揺ゆれる。

「──ルティシアッ！」

　濛もう々もうと砂さ塵じんの立ち込める中、クロトとユーリとファムはフィールド中央に駆かけ寄った。

　そこには武装の大半を喪そう失しつして、力なく伏ふく臥がする彼女がいる。

「大だい丈じよう夫ぶか、ルティシア！」
















　明らかに戦せん闘とう不能状態の彼女を抱だき起こそうとクロトが手を伸のばすと、

「……こ……これくらい──」

「ルティシア？」

　クロトは目を瞠みはる。意外にもルティシアには意識があった。

　寝ね返がえりを打って仰あお向むけになると、ルティシアは黒こく煙えんまじりの息を吐はき出す。

　呼吸が乱れて腹部が激しく上下し、顰しかめられた顔は苦しげではあるが、彼女の戦意は折れていなかった。

「こ、これしきのことで……屈くつして堪たまるか！　わたしは最強の竜装騎士ヴアラードラグーンになってダーナ王国を救うんだ。そのためにも──」

（ルティシア、お前……）

　国や他人のためにここまで頑がん張ばれる者をクロトは他に知らない。真の意味で高貴なる魂たましいを持つ少女──ルティシアはやはり凄すごいと率そつ直ちよくに思わされた。

（だが、あの攻撃を食らって……。ん？）

　不意に気づく。ルティシアの右みぎ腕うでの武装──《戦術魔砲シユラインガン》には大量の罅ひびが入っていた。

（そうか、土ど壇たん場ばでシールドを使ったのか）

〈スカラバード・レーヴァ〉の右腕部、《戦術魔砲シユラインガン》は展開方法によって挙動が変化し、武器にも盾たてにもなる。

　初撃には対応できなかったルティシアだが、シュラインシールドを使って途と中ちゆうから不完全ながらも身体からだの前面部を守ったようだった。

「くっ……すまん、シャロン。わたしが不ふ甲が斐いないばかりに」

　ルティシアは仰向けで呻く。

　彼女の視線の先──上空では〈花散竜カサンドラ〉が敵三人を相手に孤こ軍ぐん奮ふん闘とうしていた。

「ルティシア、無理しないで寝てて！　後は、わたしが何とかするから！」

　明らかな強がりの言葉を地上に叫さけびつつ、シャロンは全開出力で上下左右にランダム飛行している。

　予測不能な軌き道どうで絶えず高速飛行し続けていなければ、先さき程ほどのルティシアのようにいつの間にか接近されて、零ゼロ距きよ離りからのＤブレスを浴びるためだ。

　ほぼ滅め茶ちや苦く茶ちやな乱数機動ながら、風の魔法が得意なシャロンが風属性の〈花散竜カサンドラ〉を装着しているが故ゆえに凌しのげているものの──

　決着は時間の問題だろう。

　敵は複数でＤブレスを連発し、対照的にシャロンは無茶な単独飛行を繰くり広げるだけで精せい一いつ杯ぱいだ。攻こう撃げきする余よ裕ゆうがない。

「くそっ……」

　地上で仰向けのルティシアが拳こぶしの裏で地面を無念そうに叩たたく。

「こんなことで──終わりたくない……」

　掠かすれた声で呻くルティシアの気持ちは、クロトにも痛いほどよく分かった。

　だが、今の彼女は多大なダメージを負い、充じゆう分ぶんな武装もない。

　推進装置である前進翼とスラスターを潰つぶされたため、空戦への参加は不可能。

　遠えん距きよ離り武器の《精霊機銃剣エレメンタル・ソードライフル》、《戦術魔砲シユラインガン》も破は壊かいされて、地上からの援えん護ごもできない。

　しかし──

「……悔くやしい」

　ルティシアは顔を顰めて血を吐くように呟き、再び拳の裏で地面を強く打った。

　なぜそこまで頑張るのか？　ルティシアのひたむきさに打たれつつも、少しでいいから労ねぎらいたいと思ったクロトは、仰向けの彼女の顔を覗のぞき込んで、

「なあ、ルティシア」

「……すまない、クロト。最強の異能《ザラストラ》を持つお前から見れば、わたしはさぞ滑こつ稽けいだろう。弱者が見苦しく足あ搔がいて、勝利に執しゆう着ちやくして……」

「そんなこと思うわけないだろ！　らしくないぞ」

「でも……現実として、スカラバードはもう飛べない。わたしは弱い」

　ルティシアは長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた両目を悲しげに閉じると、眉を寄せて続ける。

「あいつと……レイスと最後まで戦いたかった」

「え？」

「最初はいけすかない嫌いやな奴だと思っていたんだ……。実際、かなり捻ひねくれた性格の女だしな。それでも戦いの中で──確かに通じ合うものがあった……そう感じた」

「そうなのか？」

「ああ。だってあいつは──わたしを本気で倒たおしに来たから」

「倒しに……？　どういうことだ？」

「言葉通りの意味だ。本来のあいつは効率至上者で、仲間は駒こまだって最初に会った時に言ってただろう？　勝てばそれでいいんだって嘯うそぶいていた。でも──ヘレンの件の後は驕おごりを捨てて、自分の造った《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を着けて最前線で戦って……言葉とは全く逆のことをしてるじゃないか。その矛む盾じゆんが……わたしの心を震ふるわせるんだ」

「ルティシア……」

「大体、透明化なんて最高の初見殺し技わざだろう？　最初にシャロンを倒せば、勝負は終わっていた。でも奴はそうせずに、あえてわたしを狙ねらった。それが──やられて悔しかったけど、嬉うれしくもあったんだ」

（そういうことか──）

　勝ちに執着しつつも、敵の中に認める部分を見み出いだせるルティシアの感性は、素す直なおに尊敬できるものだとクロトは感じる。

　そして、もしかするとレイスも表面上の態度とは裏腹に、熱く負けず嫌ぎらいな心を内側に秘ひめた少女なのかもしれない。

「そんなあいつが相手だからこそ、わたしは……勝ちたくて──」

「……そうか」

　クロトは短く頷いてみせた。

「だったら勝てよ、ルティシア。方法はある」

「何……？」

　刹せつ那な、ルティシアが両目をぱっちりと見開き、凄い勢いで半身を起こす。

「か、勝てるのか、わたしが……っ？」

「思い出せよ。まだ出してない武器があるじゃないか。使うなら今だ」

「……あ、《三叉槍砲ドラゴンクロー・ハープーン》か！」

「この状態なら一気に蹴けりを付けられる。具体的には──」

　クロトはかいつまんでその方法を説明し、ルティシアとユーリとファムは驚おどろきで目を丸くする。

　無論、クロトも口調ほど確信があるわけではなく、むしろ本音は賭かけだったが──

（やれると俺は信じてる。ルティシアなら……！）

　そしてルティシアが立ち上がり、凜り々りしく地面を踏ふみしめた。

　すっと深呼吸して右手を高く掲かかげると、周辺の精霊素が集積し始める。

　最後の武器を召しよう喚かんした。

「──来い！」

　煌きらめく光こう芒ぼうの中から稲いな妻ずまのように落ちてきた召喚兵装をルティシアは凜りんと摑つかんだ。

　竜巧武装エーデルヴアツフエ──《三叉槍砲ドラゴンクロー・ハープーン》。

　端たん的てきに言うなら、それは手持ちで使用できる小型の無む反はん動どう砲ほうだ。砲身の先せん端たんには竜の爪つめに似た三みつ叉またの弾だん頭とう──通つう称しようドラゴンクローがセットされている。

　ルティシアが輝かがやく長い金きん髪ぱつを揺らしてこちらを振ふり向き、目と目が合った。

　彼女の双そう眸ぼうは生気と高こう揚ようと若じやつ干かんの緊きん張ちようを湛たたえて、濡ぬれたように輝いている。

　クロトは力強く頷うなずくと、

「やれるさ。思いきり行け」

「……うむ！」

　凜り々りしく頷き、ルティシアは《三叉槍砲ドラゴンクロー・ハープーン》を混戦状態の上空に向けて狙いを定めた。

「撃うつからな！　シャロン……！」

　声は返ってこないが、上空で彼女がターンする。伝わったということだ。直後にルティシアは無反動砲のトリガーに指をかけて、

　──ゴゥンッ！

　轟ごう音おんと共に砲身から三叉の弾頭──ドラゴンクローを射出した。

「行けぇぇぇっ──！」

　風を切り裂さき、物もの凄すごい速度で飛ぶその弾頭からは、高強度のワイヤーが伸びて砲身の中に繫つながっている。

　上空では、乱数飛行で逃にげるシャロンに敵全員がＤブレスの発射を続けていたが、

「──何だ？　ルティシアか？」

　やはりレイスが最初に攻撃に気づいた。自らを覆おおっていた〈オベロン〉の翼つばさを開いて透とう明めい化を部分的に解除すると、飛来する未知の武器を視し認にん分ぶん析せきする。

「？　ワイヤー付きの砲弾──？」

　まずい、とレイスが眉まゆを寄せて呟つぶやいた時には、唸うなりを上げる砲弾が下から迫せまっていた。

　キキとルーは突とつ然ぜん繰くり出された真下からの攻撃に虚きよを衝つかれて姿勢制せい御ぎよを乱している。

　が、混乱しつつもキキとルーは何とか回かい避ひ行動に移行し、地上から猛然と迫るドラゴンクローの軌道から逃のがれた。

　誰だれにも当たらない──

　と思われたが、不意にドラゴンクローの射線上に颯さつ爽そうと飛び込んでくる者がいる。

「──ルティシア！　あなたの作戦、伝わったわよ！」

　シャロンだった。《精霊機銃剣エレメンタル・ソードライフル》を〈花散竜カサンドラ〉のハードポイントに取り付けて、今は手に大だい剣けんを持っている。グレートソード型の近きん距きよ離り戦せん闘とう用兵装──《魔砲大剣ブレードナパーム》だ。

「はああっ！」

　シャロンは《魔砲大剣ブレードナパーム》を両手で持つと力強く正面に構えて、

　──ガシュッ！

　炸さく裂れつ音と共に、ドラゴンクローを刀身で受け止めた。

　刹那、それはトラバサミのように爪を閉じて強固なフッキング状態となる。シャロンの大剣の刃はとドラゴンクローが完全に固定された。

　そしてシャロンは〈花散竜カサンドラ〉のスラスターの出力を全開にした。

　一方、地上からはドラゴンクローから伸のびるワイヤーに引っ張られたルティシアが物凄い速度で急きゆう上じよう昇しようする。

「──飛べえぇっ！」

《三叉槍砲ドラゴンクロー・ハープーン》──別名、射出型立体機動機構。

　ドラゴンクローに付いたワイヤーは、砲身内部にある巻き上げ機の原理を応用したドラムに巻かれており、稼か働どうさせれば、フッキングした物体が自分より軽ければ引き寄せて、重い場合は逆に自分が引き寄せられる。

〈花散竜カサンドラ〉のスラスターが全開状態なら、人間の体重など木の葉のようなものだ。

　ガゴンッ、とドラゴンクローが再び《三叉槍砲ドラゴンクロー・ハープーン》の砲身内に収納された時には、ルティシアは再び空戦が行われるエリア──冷たい強風が吹ふきすさぶ上空にいた。

「いつものメンバー集合ね！」

　シャロンの言葉に、彼女の持つ大剣にフッキングした状態のルティシアが頷いて、

「何も言わずによく分かってくれたな、シャロン！」

「これでも勘かんはいい方なの。そもそも敵が全員避よけたら他に選せん択たく肢しがないでしょ？」

「……シャロンはやはりリーダーだな。ユーリは大だい丈じよう夫ぶか？」

「当然」

　と、ルティシアの胴どう体たいにしがみついた状態のユーリが涼すずしげに口を開く。

「とはいえ、生身でこんなに高くまで上ったのはボクも初めてだよ……。迫はく力りよくあるね」

「心配するな。落ちた時はクロトが受け止めてくれる！」

　と、悠ゆう長ちように話している場合でもない。

　シャロンを支点に、一いつ瞬しゆんにして上空まで到とう達たつしたルティシアとユーリを見て、敵は完全に度ど肝ぎもを抜ぬかれていた──千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンス。

「ルティシア、一気に決めろ！」

　地上でクロトが叫さけぶのと同時に、騎き士したちが空を翔かける。

　それは時間にすればほんの数秒の空戦だった。

　ルティシアがシャロンの〈花散竜カサンドラ〉のハードポイントに付着していた《精霊機銃剣エレメンタル・ソードライフル》を摑んで片手に構えると──

「──ふっ！」

　刹那、鮮あざやかな手て際ぎわで光刃を三連射。行動予測射しや撃げきだ。

　光の火線が天空を走り、虚を衝かれた状態のレイス、キキ、ルーに向かう。

「──ぐわっ！」

「きゃっ……！」

　キキとルー、それぞれの翼に命中！

　ロービジビリティカラーの〈ナハティガル〉が火を噴ふき、大きくバランスを崩くずす。

　片かた翼よくとはいえ、一つでも失えば鳥は飛べなくなる。後は簡単だ。

「今よ、ルティシアー！　撃って撃って撃ちまくれー！」

「やってる！」

　シャロンが仲間の体重を支えて滞たい空くう状態を維い持じしつつ興奮状態で叫び、ルティシアは更さらに《精霊機銃剣エレメンタル・ソードライフル》の光こう刃じんを連発。

　レイスは再度透明化して認識不能になったので、キキとルーに標的を絞しぼった。

　キィン、キュイン──と流星雨のような閃せん光こうが空を裂く。

　一発被ひ弾だんした後のキキとルーは驚くほど脆もろかった。発射した光刃は全すべて吸い込まれるように〈ナハティガル〉に命中する。連続被弾したキキとルーはもう落ちる寸前だが──

「いい気になるなよ──ルティシアッ！」

　突とつ如じよ、蒼そう穹きゆうにレイスの怒ど声せいが響ひびいた。

　途と轍てつもない殺気に満ちた声だが、視覚には何も映らない。

　シャロンが額に冷や汗あせを浮うかべて周辺空域に目を走らせる。

「ど、どこから来るの!?」

「無む駄ださ、シャロン。〈ベアラ異能構造体〉でコーティングされた〈オベロン〉の翼は、完全な光学迷めい彩さいを実現する。誰にも見破れない！」

「──果たしてそうかな？」

　不意にユーリが詠えい唱しようする。《呼集法サイフオン》──《支配法コントラクト》──《使役法ハンドル》。

　得意な水の術法が発動して、ユーリの手中にアクアブルーの魔ま力りよく剣けんが形成された。

「魔法水圧刃《蒼あおノ剣》──透明化対策はクロトにもう教わったよ！」

　言下にユーリは水でできた剣を無造作に振り、すると周辺空域に大量の水すい滴てきがシャワーのように撒まき散らされた。

　喩たとえるならそれは水滴のレーダー──

　ユーリを中心に大量散布された細かな水の粒りゆう子しが、近づく不可視の物体を検知する。

　たとえ対象が光学迷彩を発動中でも、水滴との衝しよう突とつを無視することは物理的に不可能。水は物体の動きに沿って流れるからだ。

　地上から空を見上げつつ、クロトは勝利したことを知った。

（基本、ペンキでも周囲にばらまけば光学迷彩は終わりだしな。視覚を欺あざむいても、当たり判定は消せない──）

　上空では、透明な『何か』が水滴を押しのけて近づいてくる様をシャロンが一いち瞥べつして、

「ね、最後はわたしが決めていい？　今回はルティシアばかりに頑がん張ばらせちゃったし」

「む、それもそうだな」

　ルティシアはルティシアで《精霊機銃剣エレメンタル・ソードライフル》をキキとルーに連射しながら首しゆ肯こうする。

「ならば一発大きいのを頼たのむ」

「よーし……じゃ、張り切っていくわよ！」

　シャロンは左手の大剣でルティシアとユーリを支えたまま、右みぎ腕うでを敵へ掲げた。

〈花散竜カサンドラ〉の右腕部が展開して砲ほう撃げき形態となり、呼集した風の精霊素が破は壊かいの光と風に変へん換かんされて電荷を帯びた激げき烈れつな竜たつ巻まきに変化する。

　そして──

「《戦術魔砲シユラインガン》──全力放射！」

　シャロンの叫びと共に、圧あつ倒とう的な破は壊かい渦うずと紫し電でんがレイスへと放射された。

　真正面から直撃して、蒼穹に絶ぜつ叫きようが轟とどろく。

　光学迷彩を発動させたまま〈オベロン〉は粉々に打ち砕くだかれ、直後にキキとルーの〈ナハティガル〉もルティシアに撃ち抜かれた。敵全員が地上に墜つい落らくする。

　小隊リーダーであるルーの《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の大破を確認した審しん判ぱんが高く両手を広げて、

「──勝者、ＳＲ15小隊！」

　その瞬間、割れるような大だい歓かん声せいがランク戦会場に沸わき起こるのだった──。
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　Ｆランク同士とは思えない戦せん闘とう内容と結末に、場内の歓声はしばらく収まらなかった。

　今まで駄だ目め小隊と思われていただけに、ギャップが衝撃的だったのだろう。

　おかげで審判から、ＦランクからＥランクへの昇しよう格かくを言い渡わたされた後も、場内には拍はく手しゆがずっと続いていて立ち去りにくい雰ふん囲い気きだ。

「ほらクロト、ちゃんと声せい援えんに応こたえて！」

「いや、俺はいいよ」

「む」

　ルティシアが頰ほおを心持ち膨ふくらませた凜り々りしくも可愛かわいい顔をクロトに向ける。

「……誰のおかげで我々が勝てたと思っている？　君はこの勝利を一いつ緒しよに喜んでくれないのか？」

「ちゃんと喜んでるよ」

「だったらほら！　わたしと一緒に！」

（うーん、この際、仕方ないか……）

　柄がらじゃないけどと思いつつ、クロトも手を上げて観戦席の声援に応える。

　クロトとルティシアとユーリとファムが皆みなに勝者の笑顔を振ふりまく横では──

「やれやれ、凄すごい盛り上がりだね……。アンコールに応えて歌でも披ひ露ろうしたら？」

「いいわね！　わたし、歌うの大好きっ。じゃ早さつ速そく──」

　と、女の子っぽいポーズをするシャロンの天然な反応に、レイスが半眼で、

「いや、冗じよう談だんに決まってるでしょ……。そんなことされたら、負けた我々が赤っ恥ぱじだよ」

「何で？　わたし、歌いたい」

「……勘かん弁べんしてよ」

　レイスは呆あきれ顔で肩かたを竦すくめる。シャロンとレイスは対戦前からの知り合いだから態度が気安い。

　まだ《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を纏まとったままのシャロンやルティシアと対照的に、現在レイスはその下に着用するレオタードに似た専用スーツ姿だった。全ぜん壊かいした〈オベロン〉は既すでにパージして、整備室行きである。

　とはいえ、低装そう甲こうの〈オベロン〉にも《戦術竜装タクテイクスヴアラー》として最低限の防ぼう御ぎよ機能はあったらしく、大した怪け我がをしなかったのが、幸いと言えば幸いか。ルーとキキは既に医務室へ運ばれた。

　レイスはまだ少し乱れたままの前まえ髪がみを面めん倒どう臭くさそうに手て櫛ぐしで直しながら、

「……でもさ、最後のシャロンの攻こう撃げき、正直凄かったよ」

「え？」

「まともに浴びて威い力りよくを痛感した。キミら、これでＥランクに昇格だけど、実質それどころじゃないね。単純な攻撃力なら普ふ通つうにＣか……下手したらＢランク級だよ」

「ほ、ほんとーっ？　わたしってそんなに凄かった？」

「ん。大おお技わざだから、使い方を工く夫ふうしないと躱かわされるだろうけどね。流石さすがは〈風使いウインドフラワー〉シャロンだよ」

「嬉うれしーい！」

　シャロンはその場でバレリーナのように回転した後、ふと両目を丸く瞠みはって、

「あれ？　でも、それってロトムにいた頃ころの仇あだ名ななのに……何で知ってるの？」

「前に誰だれかが言ってたのを小耳に挟はさんだのさ。爽さわやかなシャロンにはよく合ってるよ」

「そ、そう……？　わたしって爽やか？」

　えへへ、と照れ笑いしながら、後頭部で束ねた髪かみを指で弄もてあそぶシャロン。

　レイスはそんな彼女を見て溜ため息を吐つき、今度はクロトとルティシアに近づいてきた。

「負けたよ、カミノメ・クロト。あれは君の指示だったんだろう？」

「何の指示だ？」

「とぼけなくていいさ。一連の作戦と透とう明めい化か対策だよ。まさかあんなに簡単に見破られるなんて……」

「俺には元の世界にいた時の知識があるからな。それよりお前、なぜ最初にシャロンを落とさなかった？　そうすれば勝てたのに」

「ふん……」

　レイスは微び苦く笑しようして、クロトからルティシアに顔を向けた。

「正直、わたしにもよく分からない。ただ、先にお姫ひめ様を倒たおさないと自分の中で決着がつかない気がしたんだ」

「レイス……」

　ルティシアが澄すんだ翠すい玉ぎよくの瞳ひとみを正面からレイスに向ける。

「また……対戦しよう。お前たちが昇格してくるのをわたしたちは待ってる」

「……偉えらそうに言ってくれるね。まぐれで勝ったからって」

「な、何だと？　まぐれでも、毎回勝てば実力になるんだぞ？」

　むっとした顔で言った後、ルティシアが表情を改めて右手を静かに差し出した。

　少しの間、レイスは決まり悪そうな表情で躊ちゆう躇ちよしていたが──

「まあまあ、ここはわたしに免めんじて」

「誰キミ!?」

　唯ゆい我が独どく尊そんを地で行く少女・ファムに手を取られて、やがて渋しぶ々しぶルティシアと握あく手しゆした。

　ルティシアとレイスが握にぎった手に、なぜか得意げに上からファムが手を添そえて、全すべては丸く収まったかに見えた。

　が──異変は突とつ然ぜん発生する。

「──っ？」

　突然、表情に乏とぼしいファムの整った顔が目に見えて引き攣つり、抑よく揚ようのない声で呟つぶやく。

「……何かが出てきます」

「え？」

「途轍もない何らかの存在が封ふう印いんを破ろうとしています……！」

　ファムは弾はじかれたようにクロトへと顔を向けると、

「お兄様、まずいことになりました！」

「どうしたんだ、ファム？」

「この星の殺さつ戮りく存在の中で最高に厄やつ介かいな個体が──」

　場内の歓声はまだ続いているが、クロトの表情は自然と引き締しまる。

（ファムの態度がいつもとまるで違ちがう。何かは知らないが、ただ事じゃない）

「……あ！」

　突然ファムは機械的な仕草で、遥はるか北の方角に不思議な色の瞳を向けると──

「──駄目だ……もう出ます！」

　刹せつ那な、地底から聞いたことのない異様な音が響ひびいた。

　ゴオオォォォ──ッ！

　それは地じ獄ごくの蓋ふたが開いた音だったのか。突とつ如じよ、足元が液体化したように高く波打つ。

（──地じ震しんか？　違う！）

　クロトは本能で理解する。おそらく何か巨きよ大だいなものが──

　思考の途と中ちゆうで、視界の隅すみを鋭するどい煌きらめきが走り抜ぬけた気がした。

　振り向けば、彼方かなたに恐おそろしいほど巨大な銀色の柱が出現していて、クロトは息を吞のむ。

（ば、馬ば鹿かな……？）

　巨大などというレベルではない。その存在は遥か北──〈腐界〉の森から屹きつ立りつしていたが、学院構内からでも明確に視認できる──それほど桁けた外はずれに巨大だった。

　校舎がミニチュア模型に見えるほどの、常じよう軌きを逸いつした滅め茶ちや苦く茶ちやな超ちよう弩ど級きゆうサイズ。

　外見はまさに異次元的だ。蛇へび状の胴どう体たい部は太陽に届きそうなほど長く、全身がメタルシルバーの鱗うろこで覆おおわれており、その表面から常時激烈な光を放出して、まるで銀の稲いな妻ずま。

　高高度に位置する頭部は、東洋の龍りゆうに似ているが、そこも含ふくめて全てが銀色で、見ていると正気が失われていくような異常な感覚に襲おそわれた。

　外宇宙から飛来した機械生命体のように生物離ばなれしていて、美しく、恐ろしい。

「な、何なのだあれは……」

　突然彼方に出現した異次元的存在を遠目に、ルティシアは半ば心神喪そう失しつ状態だ。

　ファムが澄んだ声でルティシアに答える。

「ドラゴンです」

「その口調……まさか知ってるのか、ファム？」

「はい、思い出したのです。前の世界で一度あれに会いましたから」

「……前の、世界？」

「こないだ街で華か南なんさんに会ってから、記き憶おくの細部が少しずつ甦よみがえり始めていたのです。もちろん、このドラゴンのことは今思い出したのですけど──」

　ファムは小さく喉のどを鳴らして告げる。




「あれが〈八大竜エンシエント〉の一柱……人類最悪の敵にして無敵のドラゴン、《無む限げん還かん》ヨルムンガンドなのです！」




　そして場内を満たしていた温かな歓声が、恐きよう怖ふと戦せん慄りつの凄すさまじい絶叫に様変わりした。




　　　　◇　◇　◇




　ヴァントワーヌ竜装学院、執しつ務む室──

「──何ということだ……」

　学院長の賢けん者じやルシャスが水色のローブを苛いら立だたしげに翻ひるがえして、

「まさかあのヨルムンガンドが出てくるとは……！」

　ルシャスは一見、十代前半の金きん髪ぱつの少女だが、中央大陸屈くつ指しの魔ま法ほうの達人で、予知の力を常時発動している。

　しかし、この未来は見えなかった。おそらく例の預言師が未来を隠いん蔽ぺいしたのだろう。

　未来予知は超ちよう広域の精せい霊れい素から常時情報を吸い上げることで導かれる高精度の予測だが、あの預言師はそれに対たい抗こうする何らかの隠おん密みつ技術を習得したに違いない。

「ルシャス様！」

　と、不意に執務室のドアが開け放たれて、生徒会副会長のユリアナが飛び込んできた。

「〈八大竜エンシエント〉が……！　あれは《無む限げん還かん》ヨルムンガンドです！」

「うむ、どの世界でも倒されることのなかった無敵竜だな。だが、よりにもよってヴィナスの不在時に──」

　ヴァントワーヌ最強の天才竜装騎士ヴアラードラグーンこと〈ドラゴンスレイヤー〉の称しよう号ごうを持つ戦術竜りゆう騎き士し──生徒会長ヴィナス・クロフォードは現在、北ダーナ山脈の麓ふもとに広がる遥か東の小国、メイヴ共和国にいる。

　国こく賓ひんとして、東中央大陸経済的連れん携けい協定について意見を交こう換かんする晩ばん餐さん会に招かれたからだが、それは建て前。

　メイヴは隣りん接せつする微び小しよう国家ロトムを併へい吞どんしようと武力侵しん攻こうの準備を進めていると言われており、噂うわさの真しん偽ぎを有力者に接せつ触しよくして確かめるのが真の狙ねらいだったが──

（今やそれどころではない……。だがヴィナスを呼び戻もどすにはあまりに遠すぎる！　今からでは丸二日はかかるだろう）

「──やむをえん！」

　ルシャスは迷いを振り切るように片手を掲かかげて、

「大きな借りを作ることになるが、近きん隣りん国の戦術竜騎士に緊きん急きゆう支し援えん依い頼らいを出す。ユリアナと生徒会は全竜装騎士ヴアラードラグーンを率いて、人類最悪の敵ヨルムンガンドの迎げい撃げきに当たれ！」

「はっ！」

「応おう援えんが間に合わない場合は、私も戦線に──」

　と、ルシャスが言い終わらないうちに、爆ばく発はつに似た大音おん響きようと異常な衝しよう撃げきがあった。

　建物全体が殴なぐられたように揺ゆれ、衝撃波で壁かべの絵画が根こそぎ吹ふき飛び、全ての本ほん棚だなが倒れて上下左右に書しよ籍せきが飛び交かう。

「──こ……この音は！」

「一体何がっ？」

　耳を押さえたルシャスとユリアナが窓まど際ぎわにかけよると、ガラスは全て吹き飛んでいた。

　外に広がっているのは異様な光景。

「な、何ということだ……」

〈腐界〉に屹立していたヨルムンガンドが、ほぼ一いつ瞬しゆんで学院の敷しき地ち内に到とう達たつしていた。

　常軌を逸して滅茶苦茶に長大すぎるため、胴体は〈境界〉を横切り、〈腐界〉にあるはずの尾おはまだ見えない。

　ルシャスは強く歯は嚙がみした。

「あ、あの巨きよ軀くで音速移動が可能だというのか……！」

　音速移動で発生するソニックブームは、強固な建築物も柘榴ざくろのように断たち割る。防ぼう御ぎよ魔法を使えない生徒はその場にいるだけで死が確定。

　もはや一瞬の猶ゆう予よもない。ユリアナは無言で執務室を飛び出していった。

　ルシャスは精霊元素回廊プロムナードを開いて周辺国の首しゆ脳のう陣じんに救きゆう援えんを呼びかける──




　　　　◆　◆　◆




　ヴァントワーヌ竜装学院の構内外れ──〈腐界〉からの最短距きよ離りに、ほぼ一瞬で移動してきたヨルムンガンドの巨軀が鎮ちん座ざしている。

　辺りは地じ獄ごく絵え図と化していた。

　音速衝撃波で様々な施し設せつや校舎が滅茶苦茶に寸断されて積み重なり、運悪く近くに居合わせた生徒たちは指一本動かせずに倒れ伏ふしている。

　ランク戦会場から直接敵のもとに向かったクロト、ルティシア、シャロンの三人は、他のどんな竜装騎士ヴアラードラグーンよりも早く、ヨルムンガンドが地面に接する支点部位──その上の胴体部は天高くまで屹立しており、頭部は高高度に位置する──の間近へと到達した。

　ここが敷地の外れでなかったら、膨ぼう大だいな死傷者が出ていただろう。

《戦術竜装タクテイクスヴアラー》のないユーリとファムは、状じよう況きようを見て後から合流することになっている。

（しかし──何て大きさだ！）

　クロトですら瞠どう目もくする異次元的なサイズだった。

　いわゆる蛇を全身銀色の鱗で覆い、ありえないほど巨大化させた外観なのだが、そのありえなさが超ちよう絶ぜつ的すぎて長さの見当が全くつかない。

「普ふ通つうは自重で圧死──とか、そんな理り屈くつがドラゴンに通じるはずないか。長引くほど犠ぎ牲せい者が増える。ルティシア、シャロン、一気に片付けるぞ！」

「うむ！」

「分かったわ！」

　クロトは右手を掲げて異能《ザラストラ》を発動する。

「攻型『砲』タイプ・キヤノン×黒Ⅴブラツク・ペンタ──《戦術魔砲シユラインガン》」

　クロトの手中に《戦術魔砲シユラインガン》の純じゆん粋すいな攻こう撃げき効果だけが結集し始め、紫し電でんを散らす。

　この攻撃の原理自体はルティシアやシャロンの竜巧武装エーデルヴアツフエによるものと同じだが、破は壊かいを司つかさどる暗黒属性を付加し、更さらに五重強化を施ほどこしたため、攻撃力の高さは比ひ較かくにならない。

　地球上の物体に限るが、クロトは武器がなくても、体内の《超空間》で武器の攻撃効果だけを生成し、オブジェクト的に取り出して自由に行使できるのだった。
















　隣となりではルティシアが金髪を勢いよく搔かき上げると柳りゆう眉びを凜り々りしく吊つり上げて、

「シャロン！　我々は──」

「ええ、マニューバを使うわ！」

　Dragon　Combat　Manoeuvring──

《竜遣いの巫女メデイウム》の末まつ裔えいのみが使用できる、疑似竜戦闘機動ＤＣＭ──通つう称しようマニューバ。

　通常の竜装騎士ヴアラードラグーンは竜りゆう核かくとの同調性を強めてドラゴンの力を再現するが、ルティシアとシャロンは専用のＤ‐ｚ精霊素変換機関エレメンタル・シンギユラリテイ・リアクターの深部まで同調することで疑似生成された竜の力を呼ぶ。それを上乗せすれば彼女たちの攻撃は、時にドラゴンをも超こえるパワーを持つ。

「──来た」

「──ええ、来たわ」

　グルルッと美少女二人の喉が鳴り、纏まとった《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の発光部が輝かがやきを増す。

　そしてルティシアとシャロンの瞳どう孔こうが、ドラゴンのように縦長に伸のびた。

　ルティシアの掌てのひらには火属性の、シャロンの掌には風属性の高密度破壊エネルギー体が形成されていき──間もなく発射準備が整備された。

「行くぞ、ルティシア、シャロン──全門斉せい射しや！」

　クロトが掌から《戦術魔砲シユラインガン》の強化攻撃効果を撃うち出すと同時に、二人も必殺のブレスを放出した。

「攻型『焰』タイプ・フレイム×赤Ⅲレツド・トリプル──《ドラゴンブレス》！」

「攻型『嵐』タイプ・ストーム×緑Ⅳグリーン・クアツド──《ドラゴンブレス》！」

　Ｄ‐ｚ精霊素変換機関エレメンタル・シンギユラリテイ・リアクターの正体は、切り離はなした《超空間》──《ザラストラ》の子機だ。

　よって、クロトを根ルートに三者間で共鳴反応が起こり、紫電がケーブル的に連結して攻撃力が更に増ぞう幅ふくする。

「行けぇぇーっ！」

　──グオオオオォォォォンッ！

　クロトは掌から《戦術魔砲シユラインガン》を、ルティシアは掌から火か焰えんブレスを、シャロンは竜たつ巻まきブレスを放射し、それらは混じり合って激げき烈れつな光を撒まき散らしつつ、屹きつ立りつするヨルムンガンドの胴どう体たい腹部へ向かう。

　直ちよく撃げきした。炸さく裂れつする銀の火花と、響ひびき渡わたる耳みみ障ざわりな金属音。

　凄まじい輻ふく射しや光熱が周辺に拡散して一瞬何も見えなくなり──その後、目も開けていられないほどの強風が周辺を荒あれ狂くるった。

「……やったか？」

　ブレスで力を消費して瞳孔が元に戻ったルティシアが、砂さ塵じんの舞まう前方に目を凝こらす。

　その刹せつ那な、何かが上空から彼女に振ふり下ろされた。

「──なっ？」

「危ないルティシア！」

　捕ほ食しよくする気だろう。高高度から急降下してきたのはヨルムンガンドの顎あぎ門とだった。

　クロトは瞬時にルティシアの前に飛び出して、上空へ掌を掲げる。

「守型『盾』タイプ・シールド×白Ⅷホワイト・オクタル──《ドラゴンバリア》！」

　クロトの手中から発生した異能バリアが瞬しゆん間かん拡大して、巨きよ大だいな円えん盤ばん状の盾となった。

　──ガギイイィィン！

「ぐっ……？」

　物もの凄すごい衝撃が盾たて越ごしにクロトの全身を震ふるわせ、足元の石いし畳だたみがメキメキとひび割れる。

「──な、何てパワー……だ」

　自然界の巨大な存在はそれだけで基本的に強い。無論例外はあるが、一いつ匹ぴきの蟻ありはアフリカゾウに九十九・九九九九九九九九九九九九九九九九％勝てない。

　原初の世界では、単純な『大きさ』『重さ』『硬かたさ』『速さ』こそが力であり、強さ──

　透とう明めいな異能盾越しに銀ぎん鱗りんのドラゴンが隙すき間まなく牙きばを生やした口こう腔こうを広げ、見えない壁を嚙かみ砕くだこうとしているのが見えた。

「──させるか！」

　クロトは拳こぶしを振り上げると《ザラストラ》で肉体に強化を施し、シールド越ごしにヨルムンガンドの顔面を思いきり殴りつける。

　金こん剛ごう石せきをも容易に貫かん通つうする高速の豪ごう腕わんがヨルムンガンドの鼻面に命中した。

　ガゴォンと物凄い音が響く。

（……っ！　この感覚！）

　拳にフィードバックした打だ撃げき感を元の世界の比ひ喩ゆで表現するなら──

（全速力で突とつ撃げきしてきた大型トラックを正面から拳で殴りつけたようなものか。とにかくこいつは物理的に半はん端ぱじゃなさすぎる──）

「……グルッ」

　ヨルムンガンドは一瞬不快そうに唸うなると、爆発にも似た音速の衝撃音と共に首をもたげ、再び顎門は瞬またたく間まに遥はるか上空へ遠ざかって見えなくなった。

「ふう……」

　と、息を吐はいたクロトの横では、ルティシアとシャロンが放心状態で佇ちよ立りつしている。

　度ど肝ぎもを抜ぬかれて、完全に戦意を吹き飛ばされてしまった模様だ。

「二人とも大だい丈じよう夫ぶか？」

「な、何なのよあれ……」

　シャロンが茫ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「どうすればあんなの倒たおせるの……？　人間が太刀たち打ちできる相手なの？」

　シャロンの横では、ルティシアが小刻みにかぶりを振ると青白い顔を引き締しめて、

「た、確かに……。悔くやしいが、我々の攻撃は効果がなかったようだ。ヨルムンガンドは全くの無傷だった」

「クロトがいなかったら、わたしたち確実に死んでたわ……」

「人類の敵、ドラゴン……。だが、あのような規格外の存在を相手にどうすれば……」

　二人は完全に打ちひしがれてしまったようだ。

　ヨルムンガンドという超ちよう弩ど級きゆうドラゴンに、人類が勝つのは絶対不可能──

　頭ではなく、実感としてそう理解させられてしまったのだろう。

　絶対的な敗北が確定しているにも拘かかわらず、戦うことを運命づけられた竜装騎士ヴアラードラグーンの少女たち──勇ましい《戦術竜装タクテイクスヴアラー》姿だけに、その悲ひ壮そうさが際きわ立だつ。

　クロトは無言で思考を巡めぐらせた。

（俺が何とかするしかない。このドラゴンは正直やばすぎる。まさかこの前倒したティアマトーより途と轍てつもないドラゴンがいるとは──）

　だが、そもそも釈しやく然ぜんとしないことがある。

　なぜヨルムンガンドは唐とう突とつに出現し、何を目的に竜装学院の敷地内まで来たのか？

　と、その時、後方から突とつ然ぜん冷ややかな笑い声が聞こえる。

　顔を向ければ、倒とう壊かいした研修棟とうの屋根の上に、ナイトローブ姿の長身の青年がいた。

「──ドラゴンの顔面を殴なぐって押おし戻もどすとは──面おも白しろいな」

「お前は……！」

　闇やみ色のナイトローブを纏まとい、不敵な視線をこちらに向けているのはダーナ王国王弟派の預言師、ゼラ・ヴェーデンドレヒだった。

　クロトは彼と相対すると一いつ瞬しゆん奇き妙みような悪お寒かんが走り、次いで何かを想起しかける。どこかで会った気がするのだが──該がい当とうする記き憶おくはもう一歩のところで思い浮うかばない。

　ただ、この男が極きわめて危険な存在であることは明確に感じ取れた。途轍もない力を持っており、最強異能《ザラストラ》と何か関係があることも。

「そうか……。またお前の仕し業わざなのか」

　クロトは目を鋭するどく細めて預言師を睨にらむ。

　以前〈腐界〉からティアマトーが出現したのは、ヴェーデンドレヒの陰いん謀ぼうによるものだったが、おそらく今回もそうなのだろう。この男は何らかの方法でドラゴンを操あやつれる。

　クロトの問いにヴェーデンドレヒは軽く鼻を鳴らすと、腕うで組ぐみしたまま研修棟の屋根の端はしから一歩先へと踏ふみ出した。

　足場が消えて、針金のようなヴェーデンドレヒの長身が地上に落下する。

　が──地面に近づくに従い、自由落下の速度が減げん衰すいして、彼は無音で着地した。

　ヴェーデンドレヒは少し芝しば居いがかった態度で片手を広げると、

「私が目覚めさせたのは確かだが──この現状はある意味、想定外とも言える」

「……どういう意味だ？」

「あの巨きよ軀くを制せい御ぎよするには今のスポイラーの出力では弱すぎるということさ。〈腐界〉から出すのには成功したが、完全に吸収されて制御を外れてしまった。まだ改良が必要だ」

「スポイラー……？」

（！　そうか、また前回みたいな寄生体型のドラゴンを使し役えきして──）

「今のヨルムンガンドは本能のままに動く、完全な暴走状態だということだよ、カミノメ・クロト。制御不能のこいつを相手に、どうこうするつもりは私にもない。出現時に受けた直撃は──この私でも少々効いたからな」

「直撃……？」

　クロトの問いに、ヴェーデンドレヒは自じ嘲ちよう的に口角を上げて片手を持ち上げる。

　彼の闇色のローブのその部分には、刃は物もので切られたような裂さけ目があった。

　よく見ると、端たん整せいな顔には微かすかに何か掠かすったような浅い傷もある。

（ダメージを負った──のか……）

　通常の人間なら、直撃どころかヨルムンガンドの音速衝しよう撃げき波はを浴びただけで身体からだが粉こな微み塵じんになる。掠り傷だけで済んだのは余よ程ほど特異な力を所持しているということ──

　しかし──それにしても暴走とは。

　ならばドラゴンが学院を襲しゆう撃げきしたことに目的はないのか？

　と、思考するクロトの横から、我に返ったルティシアが凜々しい声を張り上げて、

「ヴェーデンドレヒ！　貴様ぁ！」

「これは第三王女、お久しぶりです」

「このドラゴンは、やはりお前の仕業だったのだな……！　人類の敵を呼び出して学院を破は壊かいするとは！」

「ドラゴンに罪はありませんよ。人を喰くい、人の文明を破壊するのが彼らの存在目的なのですから」

「黙だまれ！　お前のような奴やつは絶対に許さん！」

「──残念ながら、許してもらえないのは貴女あなたの方です、第三王女」

「何……？」

「暴走状態ではありますが──ヨルムンガンドの本能はドラゴンの原初的本能そのもの。目的は己おのれを害する可能性のある仮想敵の捕食と殲せん滅めつです。そしてドラゴンにとって一番の敵とは──実はあなたのことなのですよ、ルティシア姫ひめ」

「な、何だと……？」

「《竜りゆう刻印》──」

　不意にヴェーデンドレヒは凍こおりつくような冷たい微び笑しようを浮かべた。

「まだ不完全ながらもそれを持つ貴女は、ドラゴン族にとって最大の敵……。生まれ変わろうと何百年経過しようと、《竜の女神メーデンドラツヘ》への恨うらみは、そう簡単に消えるものではないのでしょうね……。だが、それと同時に貴女は、究極のドラゴンに進化するために必要な、栄養たっぷりの美しい獲え物ものでもある。要は餌えさですよ」

「──っ？」

　ルティシアは切れ長の目をこれ以上ないほど見開いた。

「殺されるか、喰われるか。あなたの人生には最終的に二つの選せん択たく肢ししかない」

　ルティシアは真っ青な美形を強こわ張ばらせて、しばらく絶句していた。

　──が、やがて柳りゆう眉びを凜り々りしく吊つり上げて、翠すい玉ぎよくの瞳ひとみを潤うるませながらも告げる。

「……騙だまされんぞ。そんなくだらん脅おどしに負けて堪たまるか……。わたしはダーナ王国の第三王女だ。たとえ死のうが喰われようが、最後までドラゴンと戦ってやる！」

「勇ましいことだ」

　──先程ヨルムンガンドが真っ先にルティシアを捕食しようとした理由がそれでクロトにも理解できた。

（つまり、このドラゴンはルティシアを捜さがしてここまで来たのか……）

　ふざけやがってとクロトが呟いた瞬間、不意に背後から大勢の足音が近づいてきて、

「クロトーッ！」

　叫さけんだのは魔ま法ほう水すい圧あつ刃じん《蒼あおノ剣けん》を構えたユーリ。背後には生徒会副会長のユリアナに率いられた、学院の誇ほこる数多あまたの竜装騎士ヴアラードラグーンたちが続いていた。

　僅わずかに眉まゆを寄せると、ヴェーデンドレヒは闇色のローブを優ゆう雅がに翻ひるがえす。

「──後は君たちに任せよう」

「待て！」

　クロトが阻そ止しする前に、ヴェーデンドレヒは足元に広がる自分の影かげの中に落下し、その影は瞬しゆん時じに謎なぞの黒い球体に形状を変えると、空の彼方かなたへと音速で飛び去った。

　戦せん闘とう域に合流した竜装騎士ヴアラードラグーンたちは瞬時に広域展開して、円状の陣じん形けいを形成する。

「──学院は我々が守る！　全騎き士し一いつ斉せい攻こう撃げき！　撃うてーっ！」

　ユリアナの指揮の下もと、ヨルムンガンドを包囲した竜装騎士ヴアラードラグーン群が一いつ斉せいに腕部からＤブレスの放射を開始した。

「……グルォン！」

　学院生たちの何十発というＤブレスの爆熱が重なり、近くにいると余波を受ける。

　ルティシアとシャロンの手を引いて、クロトは一いつ旦たん後方へ下がった。

「危ないところだったね！　みんな怪け我がはないかい？」

　と、声をかけてきたユーリに皆みなが頷うなずき、クロトは訊きく。

「そう言えばファムは？　姿が見えないが」

「危ないから寮りようで待機してるように言った。まずかった？」

「いや、有り難がたい。ここだと巻き添ぞえを食うからな。……あのドラゴン、まだ全然本気を出してないぞ。今はたぶん、この人数をどう相手にするか考えているだけで──」

　と言いながら、不意に視線のようなものを感じてクロトは何気なく視線を横にやる。

　目が合った。心臓が強きよう烈れつに跳はね上がる。

（え──？）

　一瞬頭が白くなったのは、いるはずのない人物がそこにいたからだ。

　クロトの視線の先──学院構内の遠い並木の陰かげになぜか華南がいて、真っ青な顔でこちらを見ていた。いつもの制服姿で、艶つややかな長い髪かみを熱風になびかせて。

（馬ば鹿かな！）

　と、思った次の瞬間にはクロトは全速で彼女のもとに向かっていた。

　距きよ離りはあったが、一秒で辿たどり着く。つい声を荒あららげた。

「──華南！」

「カミノメくん！」

「なぜここにいるんだ！　今すぐここを離はなれないと──ドラゴンの音速衝撃波で下手したら真っ二つだぞ!?」

「でもわたし、カミノメくんのことが心配で……！」

　華南は胸を押さえて訴うつたえる。

「今日の小隊戦のことがどうしても気になって、こっそり会場に見に行ってたの。凄すごかったわ。でも突然、あの怪かい物ぶつが出てきて……！」

「そうだったのか……。でも、ここにいたらまずい！　あのドラゴンはこれから──」

　と、言い終える前にそれは前兆もなく放たれた。

（！　しまった──）

　華南と話すのに夢中で、敵の攻撃の感知が遅おくれた。

　攻撃──それは視し認にん不能の高高度から発射される、ヨルムンガンドのドラゴンブレス。

　詳しよう細さいは不明だが、恐おそろしく膨ぼう大だいな破壊エネルギーが超ちよう高角度から神速で飛来する。

（華南を守らないと──でもルティシアたちも危険──いや、そもそも学院には大勢の生徒が──くっ！）

　異世界に来て以来、最も深刻な危機だった。処理に失敗すれば自分以外の皆が死ぬ。




　──そして学院構内で、この世の終わりを思わせる大爆ばく発はつが発生した。
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　瓦が礫れきの山と化した学院外れの敷しき地ち内をクロトは頭痛を堪こらえながら歩いていた。

「──どこだ……みんな……」

　吐はき出す息が燃えるように熱い。

「無事なのか……華か南なん……ルティシア」

　辺りは見み渡わたす限かぎり滅め茶ちや苦く茶ちや──多くの校舎や研けん究きゆう棟とうが倒とう壊かいし、火の手が上がって、並木はドミノ倒たおしのように一定方向に曲がっている。

　遠方には、ヨルムンガンドが銀色に輝かがやくバベルの塔とうのように超ちよう然ぜんと屹きつ立りつしていた。

　理解不能の異常な悪夢のようであり、どこか神話的な光景にも見える。

（だがまさか、こんな場所まで吹ふき飛ばされるとは……）

《ザラストラ》の防ぼう御ぎよシステムを自分に回す暇ひまがなかった。完全直ちよく撃げきに近い形でブレスを受けたクロトは、構内のほぼ端から端まで飛ばされてしまったのだった。

　あの時──クロトはヨルムンガンドの攻撃を異能シールドで遮しや蔽へいしようと試みたが、それは普ふ通つうのドラゴンブレスとは全く異質な攻撃だったのである。

　空中爆発──エアバースト。

　一九〇八年、ロシアで発生したツングースカ大爆発と同等の原理だ。

　小隕いん石せきの上空における爆発で発生した熱風と空振衝撃波が、地表をＴＮＴ火薬五万メガトンに匹ひつ敵てきする破壊力で焼き払はらった現象と同様、ヨルムンガンドは高高度で超ちよう音速の硬こう質しつ物体を吐き出し、エアバースト・ドラゴンブレスを学院の広こう範はん囲いに放射したのである。

　その攻撃効果範囲があまりに広すぎたため、クロトは異能シールドを限界以上に拡大したが、結果的に強度が落ちた。

　水すい爆ばく級ブレスの威い力りよくの大半を殺すことはできたが──途と中ちゆうでシールドが割れてクロトは硬質物体の直撃を受け、ほんの僅かに洩もれた余波で学院も半はん壊かい状態に陥おちいってしまった。

「くそっ……どこなんだ……みんな」

　割れるように痛む頭を押さえて、クロトは学院構内を彷徨さまよう。

　頭痛はブレスによるダメージではない。あの程度は本来、楽に防げた攻撃だ。ただ、学院全体に異能シールドを拡大したことで《ザラストラ》に多大な負ふ荷かをかけてしまった。

（武器庫サイロが四つしか解放されていない今の状態では厳しかったか……。せめて第五武器庫サイロまで解放されていれば──）

　と、考えた直後、クロトの脳のう裏りを嫌いやな言葉がよぎる。

　第五武器庫サイロの封ふう印いん解除に必要な絶対条件──『カナンを滅めつし、神の火を取り戻もどせ』

「……違ちがう！」

　クロトは叫ぶように言ったが、何が違うのかは自分でも分からない。

　否いな──本当はもう薄うす々うす自分でも分かっているのかもしれない。

　ただ、認めたくなかった。どうしても。

（確かに一いつ緒しよに異世界には来たが……華南と武器庫サイロの封印は無関係だ。そう、俺は彼女を助けなければ──）

　と、その時、前方の積み重なった瓦礫から細い腕がはみ出しているのが目に入る。

　倒壊物の下に人が埋うまっていた。残ざん骸がいの隙すき間まから僅かに覗のぞく顔は──ユーリだ。

「ユーリ！」

　クロトは素す早ばやく駆かけ寄って瓦礫をどけていった。かなり深く埋まっていて、しかも真横に今にも倒壊寸前の傾かたむいた建物があるから相当慎しん重ちように作業しないと危ない。

「ユーリ、大だい丈じよう夫ぶかっ？」

「ん……」

　余よ裕ゆうがないのだろう。瞑めい目もくしたままユーリは消え入りそうな声で答える。

　どんな危機でも器用にやり過ごしそうなユーリがこんな目に──

　そう思うと、ドラゴンへの怒いかりが募つのり、華南とルティシアが心配で堪らなくなった。

　クロトは手て際ぎわよく瓦礫を放ほうり捨てていき、やがて全すべてを取り去る。

　と、そこで驚おどろくべきものを目にした。

「──えっ？」

　自分の目を疑う。ヨルムンガンドのブレスの衝しよう撃げきの余波で、ユーリの制服は滅茶苦茶に破れていたのだが──

「なぜ。お前……どうして？」

　クロトが茫ぼう然ぜんとしながら訊くと、半はん裸らのユーリは生命力を振ふり絞しぼるように呻うめいた。

「秘密に……して……」

　ユーリは薄うすく目を開け、掠かすれた声で懇こん願がんする。

「お願いだ……今はまだ……」

「──ああ」

　どんな事情があるのかは現状不明だが、頼たのみを聞かないわけにはいかないと思った。

「誰だれにも言わない。約束する」

「ありがとう──」

　と、ユーリが呟つぶやいた直後、真横にある倒壊寸前の傾いた建物がぐらりと揺ゆれて──

　一気に崩くずれる。ユーリとクロトのいる方向に雪崩なだれのように倒れてきた。

（──くっ！）

　今のユーリの身体からだに触ふれるのが躊躇ためらわれて、クロトは降り注ぐ倒壊物に背を向けた。

　ユーリに覆おおい被かぶさり、盾たてになってかばおうとしたが──

　ズドォォン！

　突とつ如じよ、空から真しん紅くの稲いな妻ずまが飛来して、全ての残骸を根こそぎ焼き払って消しよう滅めつさせた。

「──手て緩ぬるいことをしている場合か、カミノメ・クロト」

　振り向けば、波打つ赤い長ちよう髪はつを風になびかせている学院の生徒会長──ヴィナス・クロフォードが専用の《戦術竜装タクテイクスヴアラー》に身を包んで立っていた。

「……ヴィナス！」

「《サンダードラゴン》を最大出力にしてメイヴ共和国から飛んできた。たまには本気を出すのも悪くないが──我々の学院に乗り込んできた、あのドラゴンは許せんな」

　ヴィナスは遠方に屹立するヨルムンガンドを睨にらむように一いち瞥べつするとクロトの横に屈かがみ、ユーリを労いたわるようにそっと抱だき上げた。

「ユーリはわたしが引き受ける。……腐くされ縁えんだからな。お前はお前の大切な者を捜さがせ。敵の討とう滅めつには、後ほどわたしも合流する」

　ユーリが囁ささやくように礼を言ったのが聞こえた。

「──頼んだ！」

　クロトは踵きびすを返して走り出した。




　　　　◇　◇　◇




　高度八千メートルの不可視の上空から、究極の恐きよう怖ふが音速で襲おそい来る。

　──グォォオオオオオオオォッ！

　凄すさまじい風圧で身体が縦方向にひしゃげかける。顔面蒼そう白はくのルティシアは全身総毛立ちながら《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の疑似ドラゴンバリアを全開発動して、横に跳ちよう躍やくした。

　一いつ瞬しゆん遅おそい。僅わずかに掠る。

　ガゴンッと身体の奥に響ひびく音がして、構えた《魔砲大剣ブレードナパーム》ごとルティシアは弾はじかれた。

「──きゃああああああっ！」

　美しい目が限界まで見開かれる。大たい剣けん越ごしに掠っただけ──にも拘かかわらず、全身の骨が破は砕さいするような衝撃を受けて、脳が頭ず蓋がい内で激しく揺さぶられた。

　着地した時には、視界が滅茶苦茶にぶれているが、先さき程ほどからずっとこの状態だ。

　クロトがドラゴンブレスで遠くに飛ばされた後から、ルティシアは延々とヨルムンガンドの捕ほ食しよく行動のターゲットにされていた。

　クロトが視界から消えたことで警けい戒かいを解いたのだろう──超ちよう弩ど級きゆうドラゴンは何の躊ちゆう躇ちよもなく大口を開け、幾いく度どとなくルティシアを飲み込もうとする。

　既すでに辺りには誰の姿もなかった。シャロンも、ユリアナ率いる学院の竜装騎士ヴアラードラグーンたちも、ヨルムンガンドの体当たりを受けて全員彼方かなたに吹き飛ばされてしまった。

　Ｄバリアの強度が足りなかった者は余波の音速衝しよう撃げき波はだけで行動不能──周辺には、身体こそ粉こな微み塵じんにならなかったが、目と耳と鼻から出血して昏こん倒とうしている生徒が大勢いる。

　彼女たちが何とか生き存ながらえているのは、ヨルムンガンドが狙ねらいをルティシア一人に絞っているからだ。

『究極のドラゴンに進化するために必要な、栄養たっぷりの美しい獲え物もの』──

　故ゆえにルティシアは逃にげられない。この場を離はなれれば悪戯いたずらに巻き添ぞえを増やすだけ。どのみち音速の敵を振り切るのは今のルティシアには不可能だ。

　と──再びヨルムンガンドが顎あぎ門とを振り下ろして、

「──ッ！」

　全身の反射神経を総動員してルティシアは後方に跳躍し、隕石の落下にも似た猛もう撃げきを紙かみ一ひと重えで回かい避ひする。

　爆ばく音おん。学院構内にまた新しいクレーターができ、噴ふん水すいのように大量の土が巻き上がる。

　疲ひ労ろうと恐怖で、着地したルティシアの膝ひざは立っていられないほど震ふるえていた。大剣を地面に突つき刺さし、杖つえ代わりにしてどうにか立つ。

（く、食われる……。このままでは食い殺される……）

　ガチガチ歯を鳴らし、ルティシアは翠すい玉ぎよくの目を潤うるませて先程の一幕を思い出す──

　──たとえ死のうが喰くわれようが、最後までドラゴンと戦ってやる！

　ヴェーデンドレヒにはあんな啖たん呵かを切ったが──浅はかだった。

　真のドラゴンは人類が戦えるような相手ではない。食しよく物もつ連れん鎖さの頂点に位置する無敵の完全捕食者。蝶ちようが小鳥に捕食され、小鳥が鷲わしに捕食されることはあっても逆はない。

　目の前にいる捕食者は、絶対的な最強生物なのだと心底思い知らされた。

　皆みなを巻き添えにしたくないから、この場を離れるわけにはいかないが──かといって戦う気力も方法も既に皆かい無む。

　ヨルムンガンドの力に圧あつ倒とうされたルティシアは完全に心を叩たたき折られている。

　やがて──

「──助けて……」

　遂ついにルティシアの口から、言わないと決めていた泣き言がぽつりと零こぼれた。

　誇ほこり高き王族であり、民たみの規き範はんとなるべきダーナ王国第三王女、《星金の姫君フローレス・ブロンド》。

　それでもやはり──死にたくはない。

「お願いだ……誰か助けて！」

　誰にも届かない言葉だと知りつつも叫さけばずにいられない。そんな自分の弱さを痛感しながら、ルティシアは悲鳴を上げてヨルムンガンドの捕食突とつ撃げきを必死に躱かわし続けた。

　一体何度、竜の顎門を回避しただろう。

「──きゃっ！」

　不意にルティシアの膝が崩れる。地面の窪くぼみに足を取られて前のめりに転んだ。

　視線の先で、地面に牙きばを突き立てた状態のヨルムンガンドの目がにたりと笑う。

「あ……ああぁ……！」

　究極の恐怖で、ルティシアの整った顔が歪ゆがんだその時──

「──ルティシアァーッ！」

　威い勢せいのいい声が響き、半壊状態の〈花散竜カサンドラ〉を纏まとったシャロンが飛来するのが見えた。

　吹ふき飛ばされた地点から、スラスター全開で必死にここまで戻ってきたらしい。息を切らし、水を被ったように汗あせを流して。心をへし折られたルティシアを助けるために。

「来るな！　シャロンだけでも逃げろ！　殺されるだけだぞ！」

　眉まゆを寄せてルティシアが叫ぶと、シャロンはそれ以上の声で怒ど鳴なる。

「何を弱気になってるのよ、馬ば鹿か！」

「シャロン？」

「どんな時でも負けちゃダメ！　あなたならできるわ！　立ち上がるのよ！」

　シャロンはルティシアの前に着地すると《魔砲大剣ブレードナパーム》を正面に構えて、ヨルムンガンドの頭部を毅き然ぜんと睨み付けた。

「こんなところで終わらせるわけにはいかない……！　だってわたしはみんなのリーダーなんだもの！　これからＳＲ15小隊はどんどんランク戦を勝ち上がって──」

　ヒュン──

　不意に予兆のない音速攻こう撃げき。ルティシアの眼前に突然出現したヨルムンガンドの頭部が高速で横に振るわれた。なぎ払はらわれたシャロンが変な声を上げて吹き飛ぶ。

　引き攣つった顔を横に向けると、滅め茶ちや苦く茶ちやな形をした何かが恐おそろしい速度で遠方に飛んでいくところだった。変形した粘ねん土どの塊かたまりでも投げたようだ。砕くだけ散った《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の欠片かけらが遠くの校舎に衝しよう突とつして深くめり込み、壁かべにバシャッと真っ赤な鮮せん血けつの花弁が広がる。

　絶句する。叫ぶような余裕もなかった。なぜなら──

　いくら目を凝こらしてもシャロンの死体が見当たらない。

「シ、シャロン……？」

　震える声でルティシアは呟いた。

「噓うそだろ、シャロン……？」

　死体がないのは当然だ、と頭の片かた隅すみで声がする。

　人間の肉体は《戦術竜装タクテイクスヴアラー》より遥はるかに脆もろい。《戦術竜装タクテイクスヴアラー》は砕けて壁にめり込んだが、シャロンの肉体は完全に爆散したのだ。

　目では確かく認にんできないほど微び細さいな肉にく片へんに代わり、彼方に撒まき散らされてしまった──

「う、噓だ」

　全身を微び弱じやくに震わせつつ、ルティシアは《魔砲大剣ブレードナパーム》を杖代わりに立ち上がる。

「……こんなことは……噓に決まってる」

　声に出してそう言ったが、頭の中を飛び交かっていたのは全く違ちがう考えだった。

（死んでしまった──あのシャロンが？　本当に？　いつも元気いっぱいで心の優やさしい、あのシャロンが……死んでしまった）

　わたしを守るために──

　涙なみだで視界が歪んだ。悪い夢でも見ているようだ。いつも楽しそうで、どんな時でも笑え顔がおを絶やさない、皆に好かれる明るい女の子、シャロンが殺されてしまった──

　ドラゴン如ごときに！

　刹せつ那な、怒いかりで視界が真っ赤に染め上げられた。ルティシアの胃の底で灼しやく熱ねつ感が蠢うごめく。

　突然、下腹部の《竜りゆう刻印》が燃えるように熱くなり、苛か烈れつな光を何条も[image: 迸]ほとばしらせた。

《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の装そう甲こうを貫かん通つうして、蒼あお白じろい光が辺りを満たす。

「……グルッ？」

　ヨルムンガンドの頭部が俊しゆん敏びんに後退してルティシアから距きよ離りを取ったが、突然びくりと痙けい攣れんし、なぜかその場から動かない。

　否いな、銀ぎん鱗りんに包まれた細長い体たい軀くは小刻みに振しん動どうしている。必死に動こうとしているが、何らかの巨きよ大だいな力に押さえつけられて動けないようだ。

　その正確な原因は不明だが──

　敵が動きを止めた今この時以外、勝機は存在しないとルティシアは判断した。

　シャロンを弔とむらう前に、どうしてもやり遂とげたかった。

　──どんな方法を使ってでも、何としてでも、この憎にくいドラゴンを倒たおしたい！

「姉様──どうかわたしにお力を……！」

　ルティシアは両足を交差させてまっすぐ立つと、両手で《魔砲大剣ブレードナパーム》を振ふり上げた。

　相手に左ひだり肩かたを向けて、首を横に捻ひねって敵を見み据すえる。剣の柄つかが一番上になる状態で、そのまま剣先をゆっくり下ろし、九十度に曲げた左ひだり肘ひじの外側に刃はを近づけた。

　それはルティシアの一番上の姉、剣技の天才ベアトリスが得意とする必殺の構え──

　──ダーナ王国最上級聖剣技、星十字列破。

　その状態を保ち、ルティシアは《魔砲大剣ブレードナパーム》に今度は魔ま法ほうの力を付加する。

「《呼集法サイフオン》──《支配法コントラクト》──《使役法ハンドル》」

　──第十階位万象系新星破は砕さい魔法、《万聖螺ヘリカルノヴア・変位付加エンチヤント》。

　二番目の姉、魔法の天才スノーンが得意とする超ちよう上位魔法だ。これも成功して未み曾ぞ有うの破は壊かい効果を剣けん刃じんに付ふ与よすることができた。

　ルティシアは本来、剣技も魔法技術も未熟で、二人の姉に遠く及およばず、いつも憧あこがれの目で二人の姉を見てきた。いつか使えるようになり、共に並び立ちたいと──

　その、ただ目に焼き付けていただけの剣技と魔法が、なぜか今は行使可能に思え、しかも奇き跡せき的に具現化することができた。

　後は敵に浴びせるのみ！

「──おぉおおおっ！」

　咆ほう吼こうと共にルティシアは硬こう直ちよく状態のヨルムンガンドへと突とつ撃げきした。これまでの人生で間違いなく、最大最強の絶技を銀鱗に覆おおわれたドラゴンの頭部に正面から浴びせる。

「グォオオオオオォォォンッ！」

　目が眩くらむような閃せん光こうと、耳が割れそうな衝しよう撃げき音。間欠泉から溢あふれる水のように激げき烈れつな火花が乱れ飛ぶ。反動で両手が折れそうだが、ルティシアは命の限り剣刃を押し込んだ。

「いけぇぇぇぇ──ッ！」

　倒した、と思った。だが──

「──何っ？」

　破は砕さい音。ドラゴンの脳のう髄ずいを貫つらぬく前に突然甲かん高だかい音と共に《魔砲大剣ブレードナパーム》が砕け散った。

　魔法が付与された超ちよう剣けん技ぎと、ドラゴンの銀鱗の激突の衝撃に耐たえきれなかったのだ。

「そ、そんな……」

　ルティシアの全身から一気に力が抜ぬけた。心も折れて、その場にへなへなと膝をつく。

　最後の力を振り絞しぼったのに──

　見れば、それでもドラゴンの頭部には傷一つなかった。《竜刻印》の発光が薄うすれる。

　と、ヨルムンガンドは突とつ如じよにたりと笑い、爆ばく裂れつ音と音速衝撃波を残して高度八千メートルまで首をもたげた。これでもう頭部には手が出せない。
















「こ、ここまでか……」

　今の攻撃でヨルムンガンドはルティシアを捕食対象ではなく、排はい除じよすべき障害だと認識したのだろう。目視不能ながら、遥か頭上で再び水爆級破壊力を持つドラゴンブレスが放たれる気配があった。

（これで……世界も終わる……）

　豪ごう炎えんを噴ふん出しゆつする小隕いん石せきと、極大範はん囲いの熱波が地上に猛もう然ぜんと迫せまる。間もなく全すべてが白く吹き飛ばされ、全てが灰かい燼じんに帰きすだろう。ルティシアは無念を嚙かみ締しめて瞑めい目もくする。

　高高度から到とう来らいする死の風が、自じ慢まんの金きん髪ぱつを美しくなびかせて──

　刹那、人知を超こえた事象が発生した。

「──っ!?」

　何も起こらない──つまり、水爆級大破壊が発生しなかった。

　風に激しく引っ張られていた艶つややかな長い金髪も重力でふわりと下方に垂れる。

　理解不能の異常な現象──ヨルムンガンドが高高度から放った空中爆発エアバーストブレスが綺き麗れいに消しよう滅めつしていた。

「な、何が起こったのだ……？」

　ルティシアが怖こわ々ごわ辺りを見回すと、頭上に見たことのない少女が浮ういていた。

　否いな、正確に言えば見覚えはある。愛らしい双そう眸ぼうと、ビスクドールに似た精せい緻ちな無表情。クロト設計の《戦術竜装タクテイクスヴアラー》──〈穹骸竜スカルドラ〉を纏まとっていた。

　ファムに似ている。

　だが十代前半だった彼女に比べ、今頭上にいるのはどう見ても十六、十七の女性。

　あるいは自分の目がおかしくなってしまったのか──？

　そんなことを思いつつ、ルティシアは頭上に遠えん慮りよがちな声を投げかける。

「ファム……なのか？」

「わたしはファムではありません」

　微かすかに見下すようなニュアンスを滲にじませて彼女は答えた。

「超ビユーテイファムです」




　　　　◆　◆　◆




〈八大竜エンシエント〉──駆く逐ちく型大量殺さつ戮りく生命体《無む限げん還かん》ヨルムンガンド。

　ドラゴン族でも最大級のサイズを誇り、それによる超絶的戦せん闘とう能力を有する。

　攻撃力──標準出力のドラゴンブレス一発にＴＮＴ火薬５メガトン分の破壊力があり、それは最大五十六発まで同時射出が可能。空中爆発の連れん鎖さ反応で威い力りよくは更さらに増ぞう幅ふくする。

　ブレスの搭とう載さい弾だん数すうは最大八十八万発。同時射出だけでなく、十八万連射が可能で、その気になれば地球上の全生命を瞬またたく間に滅ほろぼせる。

　巨きよ軀くながら音速移動が可能。体表は地球上の武器では破壊不能の物質《銀鱗》で覆われており、ほぼ全ての攻撃を無効化する。僅わずかに貯蔵されているブラッドエネルギーを消費すれば《竜の女神メーデンドラツヘ》の封ふう印いんも突破が可能だ。

　動力は外燃機関。真空状態でも、三千五百万度の超高熱内でも、絶対零れい度どでも、一いつ切さい支障なく破壊活動を行い、命令次し第だいでは食事および補給なしで約二十七年間稼か働どうする──




「──というわけなのです」

　超ビユーテイファムの流りゆう暢ちような説明に、地面にへたり込んだ状態のルティシアは首を横に振った。

「いや……何が何だかさっぱり分からん。そもそも君は誰だれなんだ？」

「だから言っているのです。わたしは超ビユーテイファムです」

　全く理解不能という風に額を押さえるルティシアの姿が目に入り、クロトは瓦が礫れきを飛び越えて駆かけ寄った。

「ルティシア、遅おそくなってすまない！」

「──クロトッ!?」

　振り返ったルティシアの表情が、一いつ瞬しゆんで大輪の薔薇ばらのように華はなやぐ。物もの凄すごい勢いで立ち上がり、ひび割れた《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を纏まとった姿で心底嬉うれしそうに駆けてきた。

「んっ……！」

　甘あま酸ずっぱい香かおりを立ちのぼらせて身体からだ全体で飛び込んで来るルティシアをクロトは受け止め、無事であることに安あん堵どする。必死の勢いでしがみついてくる彼女を強く抱だき締め、

「──大だい丈じよう夫ぶだったか？」

　ルティシアは顔を顰しかめて何度も頷うなずいた。

「平気だった！　わたしは全然平気だった……何も心配要いらない！」

「そうか」

　涙なみだ声ごえで訴うつたえるルティシアの《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の背面をクロトは軽く叩たたいて、

「頑がん張ばったな」

「ん」

　クロトの制服の胸にルティシアは深く顔を埋うずめる。

「でも──わたしをかばってシャロンが！　シャロンが……！」

「大丈夫だ」

　クロトは涙目のルティシアに、シャロンの吹ふき飛ばされた方向を見るように促うながす。

　と──怖々顔を向けたルティシアの顔が驚きよう愕がくに見開かれた。

「なっ……？」

　そこには《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の破は片へんがめり込んだ校舎と、奇き妙みように霞かすむ歪わい曲きよくした風景と、瞑目したシャロンを抱き抱かかえたレイスの姿があった。

　怪け我がしたらしく出血しているが、レイスは不敵な表情でこちらに親指を立ててみせる。

「な、なぜ……？　どうしてレイスが？」

「途と中ちゆうで会ったレイスを、ファムがあのタイミング──ヨルムンガンドの顎あぎ門とに吹き飛ばされた直後の座標に送り込んでくれたんだ。そしてキャッチして助けた」

「ファムが……？　一体どういうことなのだ？」

「ファムが異能を使ったんだよ。レイスは開発試験機の〈オベロン〉を装備して戦線に加わろうとしていたんだが、ファムの異能の説明を聞いたら理解してくれた。そして協力してくれたんだ」

「何だかよく分からないが……そうか、シャロンの身体は爆散したのではなく、〈オベロン〉の透とう明めい化か効果で見えなくなっていたということか──」

　ルティシアはまだかなり混乱した様子だが、シャロンが無事でひとまず安堵したらしく、長い息を吐はき、その後、眉び宇うに微かな憤ふん慨がいを滲ませてクロトを見上げた。

「だ、だが、あのファムは一体何なのだっ？　わたしの知っているファムと違ちがうぞ。今までのファムより五歳は年上に見える！」

「確かに」

「自ら超ビユーテイファムなどと名乗っていた！」

「あ、ああ……」

　確かにそれにはクロトも面食らわされた。本来はもっと早く駆けつけるつもりだったが、ファムと遭そう遇ぐうしたことで予定変へん更こうを余よ儀ぎなくされたのだった──







　あの時──ユーリをヴィナスに預けた後、ヨルムンガンドのもとに駆け出したクロトの前に、突如上空から〈穹骸竜スカルドラ〉を纏った綺麗な女性が飛来した。

「お兄様！」

　見知らぬ美人から声をかけられてクロトは戸と惑まどう。

「え……。誰だ君？」

「見て分かりませんか？　わたしは、超ビユーテイファムです！」

　人差し指と親指を立てて銃じゆうに似た形を作り、顎先に当てる謎なぞの美人──自じ称しよう超ビユーテイファム。

　眉まゆを顰ひそめるクロトに向かい、彼女は早口で──しかも何かのマニュアルでも読み上げるような、途と轍てつもなく説明的な口調でこう語ったのだった。

「この間から記き憶おくが少しずつ甦よみがえりかけていたのですが、頑張って思い出し続けて、ようやくそれが五％に達したのです！　記憶を取り戻もどすほど、わたしの力は強くなります。お兄様と同じ仕組みですね。さしずめ今は超ビユーテイファム！　出力五％ですが、お兄様と同系統の異能を使えます」

「超ビユーテイファム……？　異能？　何だかよく分からないが、あのファムなんだよな？」

「はい。世界有数の美人こと、あの超ビユーテイファムなのです！」

　無表情で人を食った台詞せりふを吐く彼女を見ながら、クロトは半眼で考える。

（……異世界人は全員記憶を失って、取り戻すたびに強くなる仕組みなのか？　ファムの場合は年ねん齢れいまで変わってるが──）

　しかし、例のマイペースを突つき詰つめたような性格までは変わっていないようだ。

〈穹骸竜スカルドラ〉のスラスターの出力を下げて、地上に着地した超ビユーテイファムにクロトは訊きく。

「それで超ビユーテイファム──いや、やっぱりファムって呼ばせてもらうけど……君の異能というのは？」

「極限固有異能《アールマティ・ザラストラ》──座標操作が可能です」

「《ザラストラ》……？　座標操作──だって？」

「はい。本来はお兄様から分ぶん離りした能力のようです。異世界転生時に何らかの事象が発生して幾いくつかの機能が……。お兄様から切り離はなされた原因はまだ思い出せていませんが、異能の使い方はちゃんと分かるのです」

「俺の《ザラストラ》の一部……」

　茫ぼう然ぜんと額を押さえるクロトに、彼女は無表情で続ける。

「一日五分だけわたしはこの姿──超ビユーテイファムに覚かく醒せいし、触ふれた対象を座標移動させることができます。わたしの身体が接せつ触しよくした場所や事物にはオートマティックで不可視のタグが打ち込まれ、タグとタグの間の距きよ離りを任意でゼロにできるのです。体内の時間庫サイロの封印を解いていけば、いずれはもっと長く発動できるようになるのでしょう……」

「時間庫サイロ……？　それも俺と同じ仕組みか──」

「案ずるより産むが易やすし。それでは参りましょう。あのドラゴンに仲なか睦むつまじい兄妹きようだいの力を見せつけてやるのです！」

　そして二人はヨルムンガンドのもとに向かい、途中で会ったレイスに超ビユーテイファムが異能を実演する場面を見て、ここに到とう達たつしたのだった──







　クロトから経けい緯いを聞き終えたルティシアはようやく納なつ得とくした顔で、

「うむ……。つまりあの姿は五分だけしか持たないわけだな。……それで少し安心した」

「え、どうして？」

「だってファムの奴やつ、凄すごい美人になってるし……。あ、いや！　こんな非常時にわたしは何を言っているのだ……。すまないクロト、今の言葉は忘れろ！」

「いいよ──」

　こんな時でも変わらない律りち儀ぎな反応に、クロトはつい頰ほおが緩ゆるむ。

　彼女を守ってあげたい。そう思った。

　と──その時、ヨルムンガンドの銀ぎん鱗りんに覆おおわれた体たい軀くが僅かにうねり、高高度からドラゴンブレスが発射されたのが分かる。

　しかも連続放射──八連れん弾だんブレス！　超ちよう音速の硬こう質しつ物体が複数衝しよう突とつして、干かん渉しようによる恐おそるべき極大規模の空中爆ばく発はつが地表に降り注ぐ。

「ク、クロト……ッ！」

　顔面蒼そう白はくと化し、強くしがみついてくるルティシアの背中をクロトは優やさしく撫なでて、

「心配ない。──ファム、処理は任せる」

「了りよう解かいなのです、お兄様！」

〈穹骸竜スカルドラ〉を纏った超ビユーテイファムが上空へ伸のびやかに両手を掲かかげると──

　──バシッ！

　眩まばゆい白い光が弾はじけて、放射されたエアバースト・ドラゴンブレスが全すべて消しよう滅めつした。

「な、何だと……？」

　ルティシアは翠すい玉ぎよくの瞳ひとみが零こぼれ落ちそうなほど両目を大きく瞠みはって、

「そうか。先さき程ほどのブレスも綺き麗れいに消滅していたが……あれはファムの異能だったのか」

「《アールマティ・ザラストラ》というらしい」

「物理攻こう撃げきを吸収する異能なのだな？」

「いや、吸収とは違う。ファムの異能効果は触れた対象の座標操作だ。あれはブレスの効果を移動させただけだよ」

「移動……？」

　俄にわかに眉を顰めて、露ろ骨こつに非難がましい表情になるルティシア。

「な、ならば今この世界の別な場所で、ドラゴンブレスの大爆発が起きているということか？　何の関係もない人たちが住む場所で？　それは正直感心できんぞ……」

　クロトはかぶりを振ふる。

「移動といっても空間移動じゃない。時間移動だ」

「え……？」

「ファムによれば時間と空間は同じものらしい。五分だけなら、どちらの座標も操作できるそうだ」

　上空で超ビユーテイファムが得意げに胸を張って続ける。

「その通りなのです。敵のブレス攻撃を五分後の未来に座標移動させました。あのドラゴンが、どんなブレス攻撃を何発撃うってこようが、わたしには一切通用しないのです！」

「──み、未来に……移動……だと？」

　理解を超える規格外の能力に、少しの間ルティシアは呆あつ気けに取られた顔をしていたが、

「い、いやいや！　まずいだろうそれは！　五分経過したら、またここに落ちてくるってことじゃないか！」

「はい」

　滞たい空くう状態で平然と頷くファムに、ルティシアは眉を吊つり上げて悔くやしげに地じ団だん駄だを踏ふむ。

「ばかー！　はいじゃない！　それは死ぬのが五分遅おそくなっただけだ！」

「心配ない。そう怒おこるなよ、ルティシア」

「……んっ。そ、そうなの……か？」

　腰こしを不意に引き寄せられて赤面しながら従順に頷くルティシア。

　静かに頷くクロトの足元からは、少しずつ不ふ透とう明めいのスモークが流れ出している。

「このドラゴンを倒たおすのに五分も必要ないからな。痕こん跡せき一つ残さず、存在自体を全時空間から抹まつ消しようすれば──五分後のブレスは存在しなかったことになる」

「！　そんな──」

　心底恐きよう怖ふしたようにルティシアは息を吞のみ──その後、半ば放心したように少し恍こう惚こつとした顔でクロトに寄り添そった。

　その間にもクロトの足元から滲しん出しゆつするスモークは濃のう度どを増していく。

（そう、既すでに準備はできている──）

　ずっとルティシアが身体からだを密着させていたため、彼女の下腹部から《竜りゆう刻印》の力がクロトの体内に染み入り、流れ込んでいた。

《竜刻印》はドラゴンごとに異なる振る舞まいをするが、クロトに作用した場合は、体内にある《超空間》の封ふう印いん壁へきを開き、格納されている真の力を解放状態にする。

「ルティシア、少しの間ここから離れていてくれ」

「……武器を使うんだな？」

「ああ。精度は上がっているが、近づきすぎると熱でやられる」

「分かった！」

　ルティシアは力強く頷うなずくと、なぜか素す早ばやく左右を見回し、唇くちびるを舐なめて俯うつむいた。

　仄ほのかに頰を紅潮させつつ、そのまま無言で動かなくなる。

「ルティシア、どうかしたのか？」

　不思議に思って訊いた瞬しゆん間かん、彼女は不意に爪つま先さき立ちでクロトの頰にキスをした。

「！　ル、ルティシア……？」

　虚きよを衝つかれたクロトは赤面する。

　が、ルティシアの顔は更さらに真っ赤に染まっており、眉を吊り上げて強きよう硬こうに主張した。

「か、勘かん違ちがいするなよ！　今のは好意を表現したのではない！　き……騎き士しのキスだ！」

「何？　騎士の……？」

「そうだ！　い、言うなれば……戦いに赴おもむく前の激げき励れいだ！　なぜならわたしは竜装騎士ヴアラードラグーンなのだから！」

　自分の主あるじに忠誠を表す行こう為いが騎士のキスだと思っていたが、この世界では意味が違うようだ、などとクロトが無言で考えていると、やがてルティシアは小声で呟つぶやく。

「……すまない。わたしはただ、君が心配で──」

（そういうことか──）

「か、必ず勝って戻ってこい！」

　ルティシアは凜り々りしくそう告げると、恥はずかしそうに目を逸そらして遠くに駆かけ去った。

　既に辺りには、クロトの体内の《超空間》から滲出した濃のう厚こうなスモークが満ちている。

「約束するよ、ルティシア──」

　クロトは静かに呟き、《超空間》の封印壁の奥にいる自分の〈本体〉を呼び覚ます。

　制服の下から黒い装そう甲こう服が浮うき出して、滑なめらかに武装状態のステートに遷せん移いした。

　クロトの背面からは何本も長いチューブが伸びてスモークの奥に繫つながっており、その先に真の〈本体〉──クロトであり、ドラゴンであり、古代の《竜装ヴアラー》であり、生命体であり、大量殺さつ戮りく機械でもある存在が設置されている。

　──黒竜機〈ブラッドプレーン・ザラストラ〉。

　それは代謝・自己複製機能を持つ細さい胞ぼうを独力で生成する機能を有する、究極の無機物戦せん闘とう兵器。宇宙開かい闢びやく以来、唯ゆい一いつのオリジナル《竜装ヴアラー》だ。

　別名──裁きの執しつ行こう者。星であれ神であれ、殺せない存在はなく、作り出した生物細胞および生命存在に、転生機構・化け身しん機構・加か齢れい機構なども付ふ与よすることが可能。

　とある理由で、今は幾つかの機能が分離しているが──

　その一つを宿す超ビユーテイファムは、煙けむりの壁かべの中を優ゆう雅がに飛行しつつ、ドラゴンの全攻撃をキャンセルしていた。《ザラストラ》の分離体である超ビユーテイファムだけは、スモークによる疑ぎ似じ結界内でも自由に動き回れる。

「無む駄だなのです。どんな攻撃をしても！」

　ヨルムンガンドは既に何十発ものドラゴンブレスを斉せい射しやしているが、どれも《アールマティ》の効果で五分後の世界に転送されていた。

　超ビユーテイファム独自の完全抹まつ殺さつ消去戦術──敵のターンを全て先送りにしてスタックさせ続け、その存在を丸ごと殺すことでスタックを次元間の奈な落らくに落として消す。

「〈アールマティ・デュレーション・オーロラフィールド〉──わたしの前ではどんなドラゴンも無力なのです！」

「グ、グルッ……」

　効果がないと悟さとったか、ヨルムンガンドは高高度からのブレス放射を止めると、銀鱗に包まれた長い胴どう体たい部を急激に捻ひねり、今度は体当たりを仕し掛かけてきた。

「対物攻撃で来るなら──！」

　刹せつ那な、クロトはスモーク内に手を伸ばし、細長い万ばん能のう刺し突とつ兵装を引きずり出した。

　通つう称しよう〈ランス〉。すらりと長く、シンプルでエレガントな、震ふるえ上がるほど美しいその槍やり型の殺戮武器をクロトは軽々と振り回して──

　突つき出す。

　衝しよう撃げき波はを発生させない振しん動どう操作音速攻撃は、異様な音と共に銀鱗を貫かん通つうした。

　頭上からヨルムンガンドの凄すさまじい絶ぜつ叫きようが降り注ぐ。

「──グォォオオオォォォオオオオォォォンッ！」

　水銀の血ち飛沫しぶきが、豪ごう雨うのようにザアザアと地上に撒さん布ぷされた。

　ヨルムンガンドの胴体部には巨きよ大だいな穴が穿うがたれ、ほぼ断たち切られた形だった。重力に従い、穴から下の胴体部──便べん宜ぎ的に下半身と呼ぶ──が轟ごう音おんと共に地表に落ちる。

　鋼はがねの雪でも積もったように、全てが異様な水銀色に光り輝かがやく中、ドラゴンの上半身が突然上じよう昇しようを始めた。物もの凄すごい速度で地上を離はなれて、対流圏けん、成層圏を突破する。

　おそらく地表の彼方かなたで身体を修復しつつ、人類への復ふく讐しゆうの時を待つつもりだろう──

　クロトの脳のう裏りをヨルムンガンドに対たい峙じしていた時のルティシアの姿が一いつ瞬しゆんよぎった。

　彼女や学院の皆みなをあれほど苦しめたこのドラゴンに、再起の機を与あたえて堪たまるものか。

「──逃にがしはしない」

　クロトは万能刺突兵装〈ランス〉をスモークの中にトラッシュして、今度は長大な砲ほう門もんを引きずり出す。

　背せ丈たけを遥はるかに超こえるその砲門を蒼そう穹きゆうの彼方に構えた直後、クロトの装甲服の背中から、バインダー型の巨大な翼つばさ──左右六対つい、十二枚の可変型反応板が放射状に展開した。

「ブラッドエネルギー充じゆう塡てん──」

　可変型反応板が大気中の分子機械ごと精せい霊れい素を取り込み、高圧縮万能破は壊かい粒りゆう子し運動──ブラッドエネルギーに変へん換かんを始める。放熱板も兼かねているため、不純物質の浄じよう化か・排はい出しゆつも並列実行中だ。

　今の寸断されたヨルムンガンドなら、二割のエネルギーで抹消可能なはずだが──

（くっ……。あいつ）

　ヨルムンガンドは限界最高速度で月に向かっていた。そこで雌し伏ふくの時を過ごす魂こん胆たんだろうが、このまま撃てば、たとえ二割の力でも月を破壊してしまう。

（！　待てよ──？　そうか）

「ファム、来い！」

　クロトが上空に呼びかけると、待ち構えていたように超ビユーテイファムが飛来して、ピアノの鍵けん盤ばんにでも触ふれるように細い指を砲門に添えた。

　そのまま彼女は不可視の鍵盤を小気味良く弾ひき、何かのフレーズを奏でている。

「──やれるな、ファム？」

「はい！　ファムの能力の本質の一つに〈完全ターゲット〉があります。ヨルムンガンドには、とっくの昔にタグを打ち込んであるのです！」

　ファムの能力、座標移動──それはタグとタグの間の距きよ離りを任意でゼロにできる。

「──だったら何も問題ない。ザラストラ、《神爪アースメギン》！」

　クロトの靴くつのソールから飛び出した突とつ起き物──発射時の反動に対してクッションを作る支持装置──が地面に深く突き刺ささり、三次元的にｘｙ軸じくの座標を固定した。

　対象を消しよう滅めつ可能な二割のブラッドエネルギーも充じゆう塡てん完かん了りようして、主しゆ砲ほう斉射用意が整う。

　竜巧武装エーデルヴアツフエ──対竜長距離掃討殲滅砲ドラゴニツク・ヴアンダライズ・フルイレイザー。

　絶対万能破壊態のブラッドエネルギーを超高温超高圧で放射すれば、全物質、全存在、全高位存在、超次元的戦闘現象を含ふくめ、全てが問答無用で灰かい燼じんに帰きす。

「ファム、いいか」

「はい、お兄様！　どうか思いきり！」

「分かった！」

　クロトは頷き、セーフティを解除すると、砲門からブラッドエネルギーを解き放った。

「──うぉおおおおっ!!」

　炸さく裂れつする無上の破壊砲ほう撃げき。万象を破は砕さいする極限閃せん光こうが、ファムの《アールマティ・ザラストラ》の機能で、瞬間的にヨルムンガンドの体内へ転移して[image: 迸]ほとばしる。

　──ヨルムンガンドの内側で、突とつ如じよ、人知を超こえる激げき烈れつな究極破壊現象が発生した。

　それは敵にとって悪夢を超えた地じ獄ごく的悪夢の極限──遥か空の彼方で、ドラゴンは思考する暇ひまもなく爆散消滅した。そこに時間は存在しない。銀ぎん鱗りんも、水銀の血も、肉体組織も、骨も、臓物も、光の奔ほん流りゆうに吞み込まれて一瞬で気化する。

　ファムは周囲を妖よう精せいのように飛び回っては、散らばったドラゴンの体組織を片かたっ端ぱしからブラッドエネルギーの[image: 迸]りの中に座標転移で放ほうり込んでいき、やがてヨルムンガンドの体たい軀くの全ての部位が消えて、討とう滅めつは終しゆう焉えんを迎むかえた。

　期限の五分経過後、ファムは光の粒りゆう子しの拡散と共に元の十歳前後の姿に戻もどり──




　──地表にはドラゴンブレスどころか、石ころ一つ降り注ぐことはなかった。








エピローグ









　ヨルムンガンドの学院襲しゆう撃げきという災さい厄やくは幕を閉じ、垂れ籠こめていたスモークも晴れた。

　戦せん闘とう跡あと地ちには制服姿のクロトと、いつもの幼い外見に戻ったファムがいる。この状態だと〈穹骸竜スカルドラ〉を操作できないらしく《戦術竜装タクテイクスヴアラー》は自動的に外れて地面に落ちた。

「ああ──」

　ファムが抑よく揚ようのない声で呟く。

「妙みよう齢れいの美女ファムが、美少女ファムに若返ってしまったのです……」

「……性格は全然変わらないんだな。まあ、ファムらしくていいけど」

　クロトの言葉に、ファムは指で銃じゆうに似た形を作って、ふっと自分の顎あご先さきに当てる。どういう意味の仕草なのかは分からないが──

　クロトは軽くかぶりを振ふって顔を上げた。

　学院の各所ではまだ細い煙けむりが幾いく筋すじも立ちのぼっている。瓦が礫れきに埋うもれて動けない生徒もいるかもしれない。救護活動をする必要があった。

「行こう、ファム。まずはルティシアを捜さがして──」

「──お兄様、危ない！」

　ファムが金切り声を上げた直後、突然殺気が降ってきて、咄とつ嗟さにクロトは首を捻ひねる。

（攻こう撃げき──？）

　誰だれかが斬きりつけてきた。風を裂さく鋭するどい音と共に白銀の光が頭上を駆け抜ぬけて、切断されたクロトの銀ぎん髪ぱつが数本宙を舞まう。

　戦せん慄りつしつつも距離を取り、襲撃者の顔を見上げて息を吞のんだ。──驚きよう愕がくした。

　一瞬前までクロトがいた場所に、袈け裟さ斬ぎりのように刀を振り下ろした華か南なんの姿がある。

「か、華南……？」

　目の前の現実が理解不能だった。華南は怒いかりに燃える美しい双そう眸ぼうをクロトに向けて、

「返せ……」

「え？」

「──その力を返せ！」

　刹那、華南は刀を逆袈裟に斬り上げ、クロトは上体を仰のけ反らせて紙かみ一ひと重えで躱かわす。

　凄すごい剣けん速そくだった。長剣や大剣ではこの速度は出ない。

　刀はこの世界の武器屋で曲刀や片かた刃ば剣という名めい称しようで売られているが、それを華南が自分に向けて振り下ろしたことの意味は全く理解できなかった。

　彼女がクラスの自己紹しよう介かいで、特技は剣道だと言っていたことを頭の片かた隅すみで思い出す。

　否いな、技術の問題ではない。華南の剣には微み塵じんの躊ちゆう躇ちよもなく──

（彼女は──本気で俺を斬ろうとしている！）

　その事実が身体からだで理解でき、胃の底から寒気が湧わいたが、クロトは何とか口を開いて、

「何だよ！　突然どうしたんだ、華南！」

「──黙だまれ！」

　華南の返答は苛か烈れつだった。

「カミノメ・クロト……。あなたの力はこの目で直じかに確かく認にんさせてもらった。使いこなしているようだけど、それはあなたのものじゃない。《ザラストラ》は返してもらうわ！」

「な、何だって？」

（《ザラストラ》を知ってる……？　華南にはさっきの戦せん闘とうが見えていたのか？　どうやって……。同じ力を持つファムならともかく）

「──死になさい！」

　横よこ薙なぎの剣閃が走った。回かい避ひが間に合わず、クロトの制服の上着が浅く切り裂かれる。

　華南は間断なく刀を振るい、クロトはファムを巻き添ぞえにしないよう、少しずつ巧こう妙みように離れながら、斬ざん撃げきを寸前のタイミングで躱し続けた。

「やめろ、華南！　何があったっていうんだ！」

「黙れ！　あなたみたいな悪あく魔まときく口は持ってない！」

（悪魔──）

　俺が？　と思う。そんなことを華南に言われると胸が痛くて息苦しくなる。

　入学式の朝の電車内で彼女と出会い、意外にも同じクラスだった。帰り道でも会えた。

　異世界で再会することができて、あの時は何と嬉うれしかったか──

　一いつ緒しよに街を歩いて、買い物をしたり食事をしたり──心の安らぎを与えてもらった。

　この異世界でたった一人、前の自分を知ってくれている人、蒼そう月げつ華南。彼女のためならどんなに困難な頼たのみ事でも喜んできいてあげたいと思っていたのに──

　まさか死を望まれるとは。

「やめてくれ！　ほんとにどういうことなんだよ！」

　クロトは締しめ付けられるように苦しい胸を押さえて叫さけんだ。

「俺が何をしたっていうんだ！　せめて理由を教えてくれ！」

　華南は綺き麗れいな形の眉まゆを顰ひそめて不ふ愉ゆ快かいそうに舌打ちした。

「……そんな風に装よそおっても無む駄だ。あなたが、あなたでない者の真似まねをすればするほど、わたしの中の憎にくしみが募つのるということがなぜ分からないの？」

「何を言ってる？」

「もういいわ。遊びはここまでよ」

　不意に華南は刀を正眼に構えると静かに息を吸い込んだ。

　凜りんと澄すんだ、よく響ひびく声で──

「起動せよ──《クリムゾンブリンガー・ザラストラ》」

「……!?」

　突如、形容不能の爆ばく発はつ音が轟とどろき、華南の身体から物もの凄すごい炎ほのおが高々と噴ふん出しゆつした。それは燃え盛さかる蛇へびのように刀に絡からみつき、瞬またたく間に恐おそろしく長大な灼しやく熱ねつの炎えん剣けんへ変化する。

　普ふ通つうの火ではなかった。ブラッドエネルギーを使用した防ぼう御ぎよ不能の超ちよう火か焰えんだ。

　紅ぐ蓮れんの炎剣を手にして、ゆっくりと歩み寄ってくる彼女を前に、クロトは慄りつ然ぜんと呟つぶやく。

「なぜ……。華南、君も異能を──」

「これは戦略級破壊異能《神の劫ごう火か》。クリムゾンブリンガーと呼ばれているそうよ」

　華南の制服のスカートの裾すそと艶つややかな長ちよう髪はつの束が、不ふ穏おんな熱風に揺ゆれている。

　と──突とつ然ぜん華南は唸うなりを上げて、巨きよ大だいな炎剣を猛もう然ぜんと振り下ろしてきた。

　異能の効果なのか、その速度が今までとは段だん違ちがいで──否、人間を遥かに超える域に強化されていることを知ったクロトも咄嗟に自己の異能を使う。

「《ザラストラ》──黄Ⅵイエロー・ヘキサ！」

　異能生体電流で肉体活性と強化を施ほどこし、炎剣の射程圏けんから逃のがれようとした。

　が、見切ったはずの烈れつ火かの剣が轟ごう音おんと共に伸しん長ちようし、クロトは鳥とり肌はだが立つ。

　射程は剣ではなく、ほぼ銃のそれだった。伸のびるというより、火か焰えんを噴ふん水すいのように放出する──ほぼ火か炎えん放射器。

（避よけられない──あれをやるしかない！）

　クロトは両手を交差させて炎剣をブロックした。異音と肉の焦こげる臭においがして、

「──ぐああっ！　白Ⅹホワイト・デイカプル！」

　その瞬しゆん間かん、重傷者も一いつ瞬しゆんで健康体にする強力な治ち癒ゆの効果を発動させたが、それでもクロトの両手は一瞬で黒くろ焦こげになった。

「……っ」

　だらりと垂れ下がる両りよう腕うでは指先まで感覚がなく、しばらく使えそうにない。

（……やはり《ザラストラ》では吸収できなかったか。予感はしていたが──）

　自分のしたことに怖おそれを抱いだいたのか、焼け焦げたクロトの両腕を見ながら華南は微かすかに青ざめていた──が、その後、激しくかぶりを振って表情を引き締める。
















「あなたは邪じや悪あくの化け身しん……。討滅することに何の躊躇ためらいも感じないわ」

　半ば己おのれに言い聞かせるように彼女は真しん剣けんそのものの表情で呟く。

「《ザラストラ》は《ザラストラ》で吸収できない……。あなたを倒たおせるのは事実上、この世界でわたしだけなのだから」

「……やっぱりその力も《ザラストラ》なんだな。俺やファムとは別系統の」

「いいから素す直なおにその力を渡わたせ！」

　伸しん縮しゆく自在の火炎放射器であり、燃え盛る超ちよう大型日本刀──クリムゾンブリンガーで再び華南は斬り掛かかってくる。

　防御不可能、回避困難なその攻撃を必死に躱しながら、クロトは内心微かな寂せき寥りよう感に襲おそわれていた。信じていた人に敵意を向けられて、裏切られたようで、心が寒い──

　だが。

　都合の悪い真実から目を背そむけることはもっと望まない。クロトは回避行動を続けつつ、

「華南、君はいつから──学術都市で会った時から俺を狙ねらってたのか？」

「……だから言ったでしょう！　あなたの力を確認しようとしていたの。本当に邪悪の化身で、《ザラストラ》の遣つかい手なのかって──」

　華南は炎剣を振り下ろすと動きを止めて、一瞬切なげに長い睫まつ毛げを伏ふせた。

「……正直、街で会っていた時は分からなかったわ……。もしかしたら違うのかもしれない。本物なのかもしれないって、ずっと迷ってた。あなたを信じかけていた……」

「本物……？」

　クロトは驚おどろき、両目を瞠みはる。

「本物ってどういうことだ？」

「……偽にせ者ものがそれを知る必要はない。あなたはここで焼き尽つくされるのだから！」

　華南の握にぎる火焰長刀なぎなたが更さらに激しい炎を噴ふき出し、全方位に火の粉を撒まき散らす。

　ちっとクロトは舌打ちした。《ザラストラ》無効化能力を持つ華南は、ヨルムンガンドより遥はるかに手て強ごわい相手だ。両腕が使えない状態でどこまで躱せるか──

　その時、突とつ然ぜん切実な叫びが響き渡った。

「やめろおおおおぉぉぉっ！」

　半はん壊かい状態の《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を着けたルティシアが、クロトと華南の間に飛び込んできた。

「やめろ華南さん！　いい加減にしろ！」

「そうよ！　あなた、ちょっとおかしいんじゃない!?」

　シャロンもいる。ルティシアと共に両手を広げてクロトを庇かばい、二人は交こう互ごに叫んだ。

「元の世界で友達だったんでしょ？　何でクロトとちゃんと話してあげないのっ？」

「そうだ！　クロトは……君のことを……とても大切に思っていたんだぞ！」

「理由も言わずに襲いかかって、傷付けて、ひどいことしてると思わないわけ!?」

　交互に言い立てるルティシアとシャロンに対し、華南は冷たい沈ちん黙もくを返した。

　ルティシアは華南を真正面から睨にらみ付けると、

「華南さん……あなたは最初から、クロトを倒すのが目的だったんだな？　学術都市のバザールを歩いていた時、あなたに絡んだ男が言っていた。『もう少しで焼き殺されるところだった』って。つまり、あなたは隙すきを見て異能を発動しようとしていたんだ。あなたはクロトの優やさしさに付け込んで、ずっと命を狙っていた……！」

「──違う！」

　刹せつ那な、華南は切れ長の目を見開いて激げつ昂こうした。

「そんな卑ひ怯きようなこと、わたしはしない！　あの時は……何が真実なのか本当に分からなかった。一緒にいて心が躍おどったのも本当のこと。でも──さっきの戦いを見て知ったのよ。そこにいるカミノメ・クロトが、わたしの知っている神かみ吞のめ黒くろ都とくんじゃないと！」

「何？」

「もういい！　邪じや魔まをするなら、あなたたちも──！」

　クロトを庇って両手を広げるルティシアとシャロンを憎い敵でも見るように華南は睨みつけると、炎剣の先せん端たんを垂直に天へ向けた。

　煮にえたぎる剣から灼熱のプロミネンスを幾いくつも噴出して──

　と、不意にそれが生き物のように華南の身体に巻き付いて覆おおい始めた。

（……な、何だと──？）

　彼女だけは焼かない炎なのか、制服には焦げ目一つ生じない。

　蔓つる植物のように全身に網あみ状じようの炎を巻き付けた華南は、歩く人間火炎放射器状態だった。

　全身の全方向から絶え間なく火炎放射を行いつつ、更に背せ丈たけの数倍の長さまで伸長した紅蓮の長刀を鞭むちのように振ふるいつつ、クロトたちに悠ゆう然ぜんと歩み寄ってくる。

「カミノメ・クロト共々──全員まとめて焼き払はらってあげるわ」

「……っ」

　その姿は劫火の中から顕けん現げんした地じ獄ごくの使者のようだった。

　全方向型の火炎砲ほう台だいと化した華南を前に、ルティシアとシャロンは絶句して完全に竦すくみ上がり、細い脚あしが小刻みに震ふるえているのが後ろからも丸分かりだったが──

　ルティシアとシャロンの心は屈くつ服ぷくしなかった。

「ま、負けて……堪たまるか！」

「……わたしもよ！」

「クロトは……いつもわたしたちを助けて……守ってくれた。だからこそ、たとえ敵かなわない相手でも、今度はわたしたちがクロトを守らねばならんのだ！」

　ルティシアとシャロンは毅き然ぜんと胸を張り、クロトの前で壁かべになり続ける。

「やめろ二人とも！　華南は……本気だ。俺の腕うでを見ろ。黒焦げになりたいのか！」

「そんな腕にされたお兄様だからこそ、放ほうっておけません！」

　ファムも髪かみを揺らして駆かけ込んできて、ルティシアとシャロンの間に立った。

「……今のわたしは何の異能も使えません。それでも……お兄様を守りたい！　理り屈くつじゃないのです！」

　炎の熱で揺らめく華南の顔が一瞬悲しげに歪ゆがんだように見えたが、気のせいだろう。

「だったら──みんな……焼けてしまえばいい」

　そう呟き、炎を纏まとった華南が一直線にクロトたちへと駆けてきた。

　通過した後には消し炭以外、何も残らないであろう灼熱の突とつ撃げき──

「……っ！」

　両腕が死んでいるクロトは前に出て、壁になるルティシアたちの間に割り込み、体当たりして彼女たちを左右に弾はじき飛ばした。その後、跳ちよう躍やくして華南から距きよ離りを取るが──

「──ああ……っ？　熱ッ！」

　見れば、遠くで地面に倒れたルティシアの金きん髪ぱつの先端が燃えていた。異音と髪の焦げる臭いがここまで漂ただよう。華南の全身から撒き散らされる火の粉が燃え移ったようだ。

「イヤァーッ……！」

「──ルティシア！　今わたしが！」

　シャロンが慌あわてて駆け寄ると風の魔法で刃はを作り、燃えている髪を部分的に切った。

　頭部全体が燃える事態は回かい避ひでき、ルティシアとシャロンは安あん堵どの息を吐はいて、地面でまだ燃えている少量の髪かみ束たばを見つめる。

　ルティシアが自分の金髪を密ひそかに自じ慢まんに思っていることをクロトは知っていた。こまめに洗髪したり、寝ねる前の手入れを欠かさなかったり、とても大切にしていることも。

「華南──」

　クロトは死んだ黒焦げの両腕をだらりと下げて呟いた。

「彼女たちには手を出すな」

「駄だ目めよ。あなたをどうしても守ると言い張るお馬ば鹿かさんなのだから、全員一いつ緒しよに焼き尽くすしかないでしょう？」

「──っ」

　胸が張り裂さけそうになる。強く嚙かみ締しめた唇くちびるに薄うすく血を滲にじませてクロトは呻うめく。

「……彼女たちに手を出すなら……。どうしても殺すというのなら──」

　魂たましいを振り絞しぼるように宣告した。




「華南──お前を殺す」




　その瞬間、遠くでルティシアの両目から大量の涙なみだが溢あふれ出したのをクロトは見た。なぜ泣いたのかは分からない。

　ルティシアは声を詰つまらせて泣いており、この距離からでは理由を聞き取れなかった。

「──あの優しいクロトに……そこまで……。わたしたち──」

　気づけばシャロンも顔を覆っていて、女性の考えることは分からないとクロトは思う。

　対たい峙じする敵──劫火を纏った華南は、逆に驚くほど穏おだやかな微び笑しようを浮うかべていた。

「それでいい……。弱い者いじめをしているようで本当は嫌いやだった。これでわたしも心置きなく本気を出せる」

　そして華南は炎えん剣けんを握り締めて凜りんとした声を発する。

「《炎状竜装クリムゾンヴアラー》──」

　刹那、異常な爆ばく音おんが響ひびき渡り、華南に巻き付いていた炎の蔓が膨ふくれ上がった。のたうち回るドラゴンのように華南を覆い隠かくし、完全に彼女は炎の中に吞のまれて見えなくなる。

　炎えん塊かいは見る間に膨ぼう張ちようして、悪あつ鬼きを思わせる戦せん闘とう的な形状になった。

　それは燃え盛さかる火か焰えんの剣けんを持つ超ちよう高熱源体。身長四メートルを超こす巨きよ大だいな殺さつ戮りく者──

　炎の魔神だ。

　と、次の瞬間、唐とう突とつに空で閃せん光こうが弾はじけて、クロトの間近に真しん紅くの稲いな妻ずまが落下する。

　一いつ瞬しゆん驚おどろいたが──それは学院最強の竜装騎士ヴアラードラグーン、ヴィナス・クロフォードだった。

「……この敵はまずいぞ、カミノメ・クロト！」

　いつも余よ裕ゆうに満ち溢れるヴィナスが珍めずらしく焦あせった声で告げた。

「〈八大竜エンシエント〉より遥かに厄やつ介かいな相手だ。わたしも手を貸そう」

　クロトは静かにかぶりを振って答える。

「必要ない」

「何？」

「俺がけりを付ける……。付けたいんだ」

　ヴィナスは一瞬眉まゆ根ねを寄せ、切れ長の美しい目を細めてクロトを見た。

「できるのか……？　今の君に」

「他の誰だれにもやらせない。──たとえここで死んでもだ」

　決意のこもったクロトの目を見て、数秒ヴィナスは顎あごを摘つまんで考え込んでいたが、

「──ならば……任す。彼女たちはわたしが責任を持って守るから安心しろ」

「頼たのむ」

　ヴィナスはルティシアたちを連れて距離を取り、クロトと華南の周りは無人になった。

　が、それでも余波で誰かが傷つく可能性は高いと思い、クロトは制服の下から軽量の装そう甲こう服を呼び出して身に纏まとうと、

「──守型『界』タイプ・ワールド×虚Ⅹヴオイド・デイカプル」

　強固な結界領域を展開して空間を遮しや断だんした。これで外側からは誰も介かい入にゆう不可能で、内側から脱だつ出しゆつもできない。結界内に存在するのはクロトと炎の魔神だけ。そして──

「《アドラスティア》──」

　クロトはパスワードを唱えると、体内の《超空間》から探索触手プローブを六本呼び出し、

「攻型『剣』タイプ・ブレード×黒Ⅵブラツク・ヘキサ──《暗黒剣ダークネス》×６」

　それと同時に六つの大剣を生成して、身体からだから伸のびる探索触手プローブに一つずつ持たせた。

　両りよう腕うでは死んでいるが、これで六刀流。自由な軌き道どうでオールレンジ剣撃が可能になる。

　更に、クロトは《超ちよう空間》の錬れん成せい場から秘蔵の武器を呼び出す──

「攻型『核竜』タイプ・ニユークリアウエポン×黒Ⅷブラツク・オクタル──《ティアマトー》」

　するとクロトの装甲服の腹部から、以前倒たおした〈八大竜エンシエント〉ティアマトーの頭部の縮小版が浮き出てきた。さながら腹から砲ほう台だいが出現したかのように。

　グルルッ、とティアマトーは低い唸うなり声を上げて、眼前の炎の魔神を威い嚇かくする。

（あの戦いの後ずっと複製を試みていたんだ──まさかここで使う羽目になるとは）

　だが、この絶対強度の結界領域内なら他に被ひ害がいを与あたえずに済むだろう。

　クロトは探索触手プローブのオールレンジ六刀流と、腹部にティアマトーの疑ぎ似じ召しよう喚かん状態で、炎の魔神と向かい合う。もう異能総量の限界が近く、視界は逆流した血液で真っ赤だ。

　炎の鎧よろいに包まれた華南が今どんな表情をしているのかは不明。クロトも今の気持ちを言葉では到とう底てい言い表せない。胸をよぎるのは、なぜか高校入学式のことばかり──

『蒼月華南。南中学から来ました──』

（──まさかこんなことになるなんて……）

　つい先日のことなのに遠い昔に感じる。ひょっとしたら自分は転生などしておらず、入学式のあの日に事故にでも遭あい、ずっと長い夢を見ているだけなのかもしれない。

　結界領域の中は水を打ったような清い静せい寂じやくに包まれていた。

　クロトは首を左右に振ると、少しだけ微笑ほほえみ──

　直後、目を見開いて炎の魔神に突撃すると、現状最強の破は壊かい攻こう撃げきを解き放った。




「──《大壊層》ティアマトー、超ドラゴンブレス《爆轟デトネーシヨン》！」




　グオオオォォオオオォォォッ！

　完全再現ではないが、かつてこの大陸を滅ほろぼしかけた摂せ氏し五千度を超える超高熱ブレスが、クロトの腹部の竜りゆうの顎門から炎の魔神に一いつ斉せい放射される。

　ＴＮＴ火薬二万トン分に匹ひつ敵てきする核かく爆発クラスのそれを、炎の魔神は真正面から紅ぐ蓮れんの剣で受け止めたが──

　間かん髪はつ入れずにクロトはもう一発、超ドラゴンブレスを吐き出して、同時に大剣を使い、オールレンジ六斬ざん撃げきを発射した。

　炎の魔神の剣が弾はじかれて、ノーガードの腹部にブレスと六本の剣けん尖せんが直撃する。

　クロトは静かに呟つぶやいた。

「さよなら──華南」

　核攻撃級の超絶的な衝しよう撃げきと斬撃を受けて、炎の魔神は結界領域の壁に超音速で激突し、そのまま壁かべを突つき破やぶって彼方かなたへと吹ふき飛ばされた。




　　　　◇　◇　◇




　中央大陸、ダーナ王国──

　王都スーヴェランの北部に位置する小さな森の中を駆けている者がいる。

　制服姿で、艶つややかな長ちよう髪はつを風になびかせ、片手に鞘さやに収めた日本刀を握にぎり締めて疾しつ走そうしている少女は──蒼月華南。

　先さき程ほどクロトが放った超ドラゴンブレスの直撃を受け、こんな場所まで吹き飛ばされてしまったが、《炎状竜装クリムゾンヴアラー》の効果で怪け我が一つしていない。

　華南は唇を引き結び、先刻のやり取りを思い出す。

（あの人──）

　結界領域の壁が破は砕さいして外にパージされる寸前、熱風が荒あれ狂くるう引き延ばされた一瞬の中で、最後に華南は《炎状竜装クリムゾンヴアラー》から顔だけを露ろ出しゆつさせて叫さけんだ。

「──諦あきらめないわ！　あなたを倒しに……必ずまた来る！」

　ほぼ負け惜おしみの捨て台詞ぜりふだったが、それを聞いたクロトは心底安堵したような顔で、

　よかった──

　と、小声で確かに呟いたのだった。

（──っ。偽にせ者もののくせに……）

　華南はなぜか切なく痛む胸を押さえて、森の中を走り続ける。

　この森は華南にとって懐なつかしい森だ。華南が元の世界から初めて異世界に来た時──クロトには〈腐界〉だと噓うそを吐ついたが──このダーナの森に出現していた。

　そして現在、行動を共にしている王弟派の預言師、ゼラ・ヴェーデンドレヒに会い、多くの情報を教えてもらったのである。

　この世界の成り立ちと各国の情勢。身の振ふり方や、信じられない衝撃の事実──

　──神吞黒都も異世界に来ており、昏こん々こんと眠ねむり続けているということを。

　最初は半信半疑だったが、目覚める兆候のない彼の姿を見せられて、真実だと知った。

「この神吞黒都の身体が目を覚まさないのは《ザラストラ》を抜ぬかれたからです」

　そう教えてくれたヴェーデンドレヒに華南は怪け訝げんな顔で訊きいた。

「ザラ……ストラ？」

「神吞黒都の力であり、魂。それを奪うばい返さぬ限り、彼が目覚めることはありません」

「魂……。奪い返すって誰から？」

「彼の力を奪い、彼を僭せん称しようしている者がいる。カミノメ・クロト……銀ぎん髪ぱつと赤い眼めを持つ、邪じや悪あくな魔神の化け身しんですよ」

「魔神の化身──カミノメ・クロト」

　そいつを倒し、必ず彼の力と魂を奪い返すことを華南は心に誓ちかった。幸い、異世界に来た際、強力な火焰を操あやつる能力を身につけていたから、戦闘には自信がある。

　そして華南は王弟派の潜せん入にゆう者としてヴァントワーヌの首都に入り込み、神吞黒都を装よそおうカミノメ・クロトに接せつ触しよくして真の姿を探さぐっていたのだった。

（待っていて、神吞くん……）

　華南は森の中をダーナ王国に向かって走り続ける。

　彼は命の恩人だ。必ず助けてみせる。

　元の世界──入学式からの帰り道、異様な何かが突とつ然ぜん空に現れ、皆みなが逃にげ惑まどう中で華南は足を挫くじいて動けなくなった。

　そんな時、彼だけが一人戻もどってきて華南を助け起こし、肩かたを貸してくれたのだった。

　あの時どんなに嬉うれしかったか──

　絶対に忘れられない。

「忘れるものですか」

　今回は失敗したが、次は必ずやり遂とげてみせると華南は己に言い聞かせる。カミノメ・クロトを倒して力を取り戻しさえすれば、本物の神吞黒都は蘇よみがえるのだから。

　彼が目覚めたら言えなかった感謝の言葉を──ありがとうと面と向かって伝えたい。

　そして──

（待っていて……！）

　華南は僅わずかに頰ほおを染めて森の中をひた走る。

　向かう先は、ダーナ王国王弟派の要よう塞さいの最さい奥おうにある一室。

　そこでは今も黒い髪かみと目を持つ、元の姿のままの神吞黒都が、ベッドで静かに眠り続けている──。








あとがき









　こんにちは、山やま田だ有ゆうです。一巻を読んでくださった皆みな様さまのおかげで、早い時期に二巻を出すことができました。心から感謝いたします。




　さて、今回の巻ではクロトのクラスメイト、華か南なんが本格的に異世界に登場します。

　個人的に前々から書きたかったネタなので、楽しんで執しつ筆ぴつしました。

　華南はクロトにとっては懐なつかしいクラスメイト。

　ただ、異世界の住人から見れば、現代人だけにかなり謎なぞめいた存在のはずで、無知な異い邦ほう人じんかもしれないし、善意の勇者かもしれないし、あるいは侵しん略りやく者かもしれない。

　そういった微かすかに不ふ穏おんな雰ふん囲い気きの中、二人が近づいていく様は自分でも書いていて新しん鮮せんでした。

　もう一人の主人公、ルティシアも小隊戦の中で着実に成長しているようで、作者的にも安心……と、先さき程ほどまで著者校正の作業をしながら思っていたところです。

　努力系のキャラは見ていると個人的に癒いやされます。私自身もっと努力して、周りの人達を和なごませ、楽しませたいですね。




　以下より謝辞になります。

　いつも的を射た助言をくれる担当様、今回はプロット段階で色々と教わるところが多かったように思います。ありがとうございます。

　今回も素す敵てきなイラストを描えがいてくださったにんげん様、クロトがいつも格好よく、目から心の栄養を頂いてます。漫まん画がの作業がお忙いそがしい中、ありがとうございました。

　丁てい寧ねいな仕事をしてくださった校こう閲えつ様、デザイナー様にも感謝を。

　そして読者の皆様、厚くお礼申し上げます。

　書いた物語を読んでもらい、そこから何かを感じてもらうことが書き手にとっては最高の喜び。読んでくださって本当にありがとうございました。

　今回は意味深な結末だったので、次回はその辺をすっきりさせたいところです。

　ではまたお会いしましょう。





山田有
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